
様式1号(事務事業評価)

施設係 l 回 J 1 -1 9 1 平成26年度事務事業評価シート|課・局室・所(係).I 教育総務課

中項目(施策)

幼児教育の充実

事|比較的広域でありながら私立幼稚園がない埴生地区にお
業|いて幼児が身近に幼児教育を受けられるよう、また、公立

祖|ならではのサービスを希望する他の地区に在住する幼児|手段|幼稚園の運営と幼稚園施設の維持・修繕
霊|も等しく同じ教育を受けられるよう、埴生幼稚園施設の適
l切な運営と維持・修繕を行う。

予算現額(円YE決算額(円)
541，124 540，880 

光熱水費 489，000 456，553 

警備委託料 376，000 375，840 

その他 961，876 845，138 

2，368，000 一2，218，411

人件費概算
人ヱ数(人役) 人件費(円)I 

0.1 557，1701 

埴生幼稚園施設管理運営事業

轟入 予事事顧(円) 決算額(円)

国庫支出金

財 集支出金
;頂割
地方債

内合
訳 その他 2，671，000 2，313，750 

ー般財源 -303，000 -95，339 
会、
.g. 計 2，368，000 2，218，411 

|官lI 有1~向| 一般 | 

54人

活動指標、または成裏指事

1 1定員に対する入園者数(3月末現在)
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56% I 57% 
希望者全員|希望者全員

21入園希望者の入園許可実績 59人

100% I 100% 
全件(14件)I全件(11件)
13件 I 11件31修繕要望の対処件数
93% 100% 97.00% 

.自治体聞与の妥当佐| 妥当である|市の施設であり玖、妥当であるo
ミ妥 トι..山…...... “.…….，.…… .. 山……..山….日….... ………..山山….. 山山.. 山.“..日ヨJ…..
!当 I旧目的の妥当性 I妥当である|教育環境を良好な状態に維持する必必、要があり、妥当である。
性、 lト"………..…一..
|対象(受益者)の妥当性| 妥当である|事業目的の対象物であり玖、妥当であるo

I::Jコスト効率万 |適正である
こ効 | ‘1.............................1 
串 |実施主体の適正化 |適正である，"'1を宣苧-校運菅お宮搭的萎諮ま、諒あEhてい若い。京椋;惨-繕帯響積等:民間k萎

1-~-'~~~.I.. I't' V"" Je!.u... I~:_ I ).l8!...l.L ¥... .(Y.J'~ Iねた方;o'i3?)リ率的なものは委託しており廻正である
性j説副長両年|量百五五|羽程菌使縦断あ益支坊雑菌主様1:::'峨安時お算定i::::用'c;-;s車問
i I ~...l.L \"'~ . .rQ.) I用(単価)の積算に用られている額を採用しており、適正である。

|目標達成度 |検討が必要↓少子化、核家族化、共働き家庭の増加により、定員割れが続いている。
三有、l，.....…ふ…H・H・....・H・……| ↓ 

効|類似事業の存在キ 1 存在しない l近隣に幼稚園はない。
性十...・...・H ・..……・・…“……イ ト
1上位施策への貢献度|貢献している↓身近で容易に幼児教育を受けられる体制を整えており、貢献している。.ト
少子化・核家族化の進行と共働き世帯の増加により、近年の園児数は90人の定員に対し、 6割を下回る状態が続いている。しかし、

課題

小野田地区の倍の面積がある山陽地区において幼稚園は、厚狭の真珠幼稚園と埴生の埴生幼稚園の2園のみであるロこの2園が
遠く離れていることや、埴生校区に片働きの海上自衛隊員とその家族が住む大きな宿舎があり、近くに幼稚園と小学校と中学校がま
とまって立地していることで子育てに関し安心感を与えていることから、今後も入園需要が見込まれる。したがって、当面は、このまま
存続させることが適当と考えられる。園児数が定員を大きく下回っているととについては、将来、園舎を改築する際に定員を見直し、
解消する。

4 今の向後方性 計画どおり事業を進めることが適当
改善

時期

圏



様式1号(事務事業評価)

学務係 I INol 1 -1 7 1 平成26年度事務事業評価シート|課骨E室面所(係)1 学校教育課

事|幼稚園面設置者は、学校保健安全嗣ご墓う、き、幼稚園
1::1 に園医及び匿|歯科医を置かなければならない。園医及び
毒|園歯科医は、幼稚園における保健管理に関する専門的
要|事項に関し、技術及び指導に従事する。

歳出 - 予算現額(円) l決算額(円)

委託料 256，000 226，611 

|支
出

内
訳

合三計 . 256，000 226.611 

震~.λ 予算現額{円) 決算額(円)

国庫支出金

源財 割
県支出金

地方債
内合
訳 その他

一般財調 100% 256，000 226，611 

Y 合 計 256，000 226，6111 

FA件費概算 |よヱtf役~入計II 官二|無 I I 会計種~IJG I 経常 | 
活動指標、または或裏福麗 H24 
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21幼稚園医設置率 100% 

100% .1 100% 

100% 

3 

|三 l.~.:~~~~.~;~~~~空|空力投開立?と子町子{f11Gで三三
当 |目的の妥当性う三三|妥当である
性~..........;.;..，;..:.."........;:..'.~.;;...I

対象(受益者)の妥当性| 妥当である

ι1コスト効率 |概ね適正である

il-42所持1~..u.J...主.~;;6...1五房長丹市民主張百二:
負担割合の適正化 |適正である

目標達成度 達成している
有 t................................. '''~'''''.''I 
効 |類似事業の存在 |存在しない
性[......................;.，.......;...:.;..:..1
|上位施策への貢献度|貢献している

..... 
特になし。

課題

今の後方
計画どおり事業を進めることが適当

改善

向性
時期

園



平成26年度事務事業評価シート|課・局・室?所(係)I 教育総務課 総務係

様式1号(事務事業評価)

I INol I一|4 ・

.....，私立扇語圏が幼児教育の推進に重要な役割を果たして
主|いることに照らし、私立学校振興助成法に基づき、私立幼

毒|稚園の教育条件の維持向上を図るため、市私立幼稚園 |手段|市私立幼稚園連盟樋じて、各私立幼稚園教員の研修経費を助成
|連盟を通じて私立幼稚園を運営する学校法人に教員の
要|研修参加に必要な経費を助成する。 I意図|幼稚園教員の専門性の向上を通じた私立幼稚園の教育条件の維持向上

歳出 予算現額(円) 、決算額f円)
私立幼稚園運営費補助金 648，000 590，250 

支
出

内
訳

計 648，000 590，250 

最→入

国庫支出金

財一二|県支出金
源ロuri;';~"，.一

【 ;!;I地方債
内合出/.J'-"

訳古|その他

.一般財源 I 100% 
合計

予算事覇I再)1決算額(円)

I À14.~lJ I人工数(人役)1人件費問 II交付税 Idm: I I一則I _，，'" I 
人件費概算 I 0叫 278，5叫 | 算入 | 無 I I会計種別| 一般 | 経常

※上段:目標中段:実績下段:達成率

活動指標、または成果指標 ノ I H24 1. H25 I I H26 l目標 l

1 200入 1 200人 1 I 200人 |達成

1 1研修を受講した教員の延べ人数 I 162人 I 233人 1 I 190人 | 度
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教員一人当たりの年間研修受講回数
21 
(研修を受講した教員の延べ人数/教員総数)

81% I 117% 
2回 1 2回

2回 1 2回

100% I 100% 

3 

I \V~-rt--}: ~ I薮育基本語ftより、市には幼児教育の振興に努める義務があり、私立学校蚕裏面成語に
妥 .自治体関与の妥当性|妥当である|I ~ (J:;I I~~_~J Y_~~~ ~ :::::1 1.:.1. I t(.:::::1 '-~..ro.) Iより、市は私立幼稚園を経営する学校法人に補助金を支給できることになっているor……....・・・ 0……・....・I・H・.............・H・':;:"'T窃児教.背おこ!翼を誼ヲ私.笠幼稚園あ.薮賞あ専門佳.め-向-王を支援.子.若草.業.でおり:E安
当 |目的の妥当性 |妥当である|I ~- r-:~ '(~ ~~ ~ 1"..1... I ~ ==1 ¥" v:..rr:V I当である。
性t三1γIト...ヤザ竺?竺.....勺-ブ戸円i
l対対土象(受益者)の妥当性| 妥当である|私立学校振興助成法に基づいており玖、妥当である。

1-:-三二三. I同コスト効率 1 適正である
効 1.......................;........:............1.............................1I l z l H・H ・ 'T教育墓末活r~墓守きγ市1dま:関蔵等の方.法lさまち窃児:教育あ.握j輿fD勢.あ.~;義務.郡志
率 |実施主体の適正化 |適正である|| ュ I ..lal.lL.. ¥，. CL..)'a) Iるため、適正であるp
性 f，:....…-……H ・H ・....・M ・M ・.....1..・H・..............一一一l

三 l負担割合の適正化 |適正である|予算の範囲内で助成しており、適正である。

有 l.~:主要明勺:.;.;;....1明日.~.~~.J中央円ザ.FEr-23塑?空!三Titi1.:た
効 |類似事業の存在 |存在しない

|tt.>tI雨量二伝言時|言語仁三百|副議議長伝説日以

• 私立幼稚園を運営する学校法人に教員の研修費を助成しているが、研修時に代替教員の確保や非常勤教員の勤務時間の
延長が必要な場合があり、 26年度から、その費用も助成対象とすることで、これまで、より研修に参加しやすい環境にした。

課題

今の向方性後 計画どおり事業を進めるととが適当 改時善期

園



様式1号(事務事業評価)

平成26年度事務事業評価シート|課・局室町所(係)I 教育総務課 施設係 l 回 E工10

学校施設管理運営事業

歳 出 予算現額(円) 決算額(円) 歳 4 入 予算現額(円) 決算額(円)

消耗品費 20，916，715 20，906，895 国庫支出金

光熱水費 77，639，521 77，639，521 財 県支出金
出
修繕料 14，277，299 14，256，097 

内
源割
地方債内合

訳 警備委託料 36，765，852 36，763，250 訳 その他 11)，也 2，365，000 2，404，916 

その他 40，604，964 40，377，147 一般財源 991)，も 187，839，351 187，537，994 

dE』ヨ 計 190，204，351 189，942，910 合計 190，204，351 189，942，910 

目 -z 且it且ー， ， ，Er官a、E E EEE一宮_， 、

l z 人件費抑算 一般 経常

活動指標、または成果指標 lH24  I H25 
全件(1，052件)I全件(1，424件)

1 I修繕要望の対処件数 945件 I 1，280件
90% I 90% 

2 

3 

1自治体関与の妥当性|妥当である|市の施設であり、妥当である。
二妥 1..・H・-…....・H・-山山戻….......十 | 
当 |目的の妥当性 キ 1妥当である|教育環境を良好な状態に維持する必要があり、妥当である。
性 ~.，.......'・H・.，.・........一一一 ..........1.............................1

対象t受益者)の妥当性|妥当である|事業目的の対象物であり、妥当である。

1 '，:，;.，，-..，.，+."2' 1，修繕は
劫 』コスト効率 | 適正である|1-01'NJ......-， I .I.a:!..l..I__¥"，Vi.....a.J Iである。

r;.~.:・…..…...............・I ・H ・ ~~.:~.~....1益宣・一運菅あ百:括.的萎弓f=，f:'苓あちhぞれ荘ド点.横守彦繕平警備等:-:民間i~萎.

言|守勢想史 |適正である|担たが紳的なものは委託じ旬、適JE--rある;

負担割合の適正化 |適正である|教育基本法により、市が全額を負担する必要があり、適正である。

'概ね達成してしも|学校からの施設の修繕要望に概ね応えている。

-・・・・・・・・・・・・・忌・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・.‘，・.，・・・・..............................・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・.....・・ E ・・・・・...........................・・・......・・・ ・・............................................. ・・・・・・・.......・・・・・・・........

上位施策への貢献度|貢献している|学校施設の運営と維持管理は教育環境の整備であり、貢献している。.. 
常に、修繕予算の確保に努め、修繕要望の対処率の維持向上を図る。

課題

. 

，今の向後方性 計画どおり事業を進めることが適当 改時善期

国



様式1号(事務事業評価)

平成26年度事務事業評価シート|課・局面室百所(係)I 教育総務課 施設係 l 回

事|長年の盈肩により老朽化して下る蚕丙放送設備を順次更
業|新し、円滑な学校運営を行えるようにする。平成26年度
概|は、須恵小学校の放送設備を更新した。

要

歳 出 予算現額(円) 決算額(円)

備品購入費 993，000 789，264 

支出

l 内

訳

合計 993，000 789，264 

学校施設管理運営事業(学校放送設備整備)

歳入 至草塑璽(円)

国庫支出金

県支出金
源割
地方債

内合
訳 その他一=

一般財源 100% 993，000 

4ロ』 言十 993，000 

1 -1 12 

決算額(円)

789，264 

789，264 

算 |人工数(入信|入雫官。1I官|無|同司l一般 | 臨時
活動指標Jまたは成果指標 H24 H25 

1 1放送設備を更新する学校数

21設備更新の進捗状況

3 

|自治体関与の妥当性|妥当である|市の施設設備の更新であり、妥当である。

| 言|目的.の員性 |妥当である|教育環境を長善する必要があ日当である。
性 トトトH….……..….……"….五hヤ竺'一守!三.... 子M山…….，山....….一一!一.…H一
対象(受益者)の妥当性l妥当である|学校の運営に支障を及ぽしており仇、妥当である。

|コスト効率 I適正である|競争入札や複数業者の見積もり合わせを経て発注するため、適正である。
効 1;……H・H・H・H・-……..:1.............................1
| 率 |実施主体の適正化 |適正である|発注は市が行うため、適正である。
性 I......... ，.....:.;;.;::..:...~....， .........I.............................1

負担割合の適正化 |適正である|教育基本法により、市が全額を負担する必要があり、適正である。

有 lザ黙さ .....λ， ......1 守たごし三I.~~~.:.~.~~~~空1Jiii0)~竺ちTL.""{竺 ，)lÞ)tと-CV\0o

1 効 |類似事業の存在 |存在しない

性|副長二伝説|長日~~'l説日言語房長証言語以ZL:説仁三三.. 
課題

今の後方
計画どおり事業を進めることが適当

改善

向性
時期

園



様式1号(事務事業評価)

平成26年度事務事業評価シート|課 a局置室E所(係)I 教育総務課

官老朽花じで雨漏りがし三雇嘉な修繕寸::1ま亘吾ない学校画
芸|設の屋根や屋上を改修する。平成26年度は、有帆小学
概l校の屋内運動場の屋根、須恵小学校の昇降口棟・普通
要l教室棟の屋上を改修した。

歳 出 予算現額(円) 決算額(円)

工事請負費 15，894，360 15，894，360 

dロL 言十 15，894，360 15，894，360 

施設係 | 回 ITと

学校施設屋上改修事業

老朽化した学校施設の屋根

屋根の葺き替え、屋上の全面防水工事

雨漏りの解消と施設の延命化

歳 入 予算現額(円) 決算額(円)

国庫支出金

調財丙
県支出金

割dロ~ 地方債
訳 その他

一般財源 100% 15，894，360 15，894，360 

合計 15，894，360 15，894;360 

い工弧引人T吋|宝11~ I陣別| 一般 臨時

H24 

2棟
活動指覆Lま正I孟成果指標 H25 

1棟
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1 1屋根又は屋上を改修する学校施設の数

21改修工事の進捗状況

3 

l自治体関与の妥当性|妥当である|市の施設の改修であり、妥当である。
|妥ト川H・H・・H・...・M・..….1.............................1
当 |目的の妥当性 |妥当である|教育環境を改善する必要があり、妥当である。
性 f....ιニ…山富H・H・-…H・H・......・1.............................1
対象I受益者)の妥当性| 妥当である|雨漏りがする不具合が生じているため、妥当である。

|コスト効率 ι |適正である|競争入札を経て発注しており、適正である。
効 1トト..山山….一…〉一一..……..………"…………..川……….. 山…司H山…..山...川二-示"叩山.. …..川山山….日山山‘U川….叫山...山……….. 山…..山….，山...1E |実実担主体?適正化 |適正である|工事三発注施工管理は市が行ど:工事は建設会社に請け負わせており、適正であるo
|負担割合の適正化 l適正である|教育基本法により、市が全額を負担する必要があり、適正である。

有 l~子黙聖"......~;...........I幣.とty|!??.?.とご??:.?と:'(1.- \00
:効 l類似事業の存在 |存在しない

性平通量二ぷ言説:.，説c:t'~'~~'l房長五五五長選副長ぷぷ:説日以.. 
課題

今の後方
計画どおり事業を進めることが適当 改時期善

向性

固



様式1号(事務事業評価)

平成26年度事務事業評価シート|課・局直‘所(係)I 教育総務課 施設係 |回 日 16

士 f夏季における職場環境が過酷な小・甲辛校の校長蚕.~面
芸|員室に、エアコンを設置する。平成26年度は、埴生小・津
概|布団小・埴生中学校の校長室・職員室に設置した。

要

歳 出、 予算現額(円) 決算額(円)

工事請負費 2，703，240 2，703，240 

支 備品購入費 735，000 646，000 

三訳出向子壬

.g. 言十l 3，438，240 手 3，349，240

教職員の負担軽減と仕事能率の向上による教育環境の整備

歳 入 予算現額(円) 決算額(円)

国庫支出金

財 県支出金
源割 地方債、
内合
訳 その他:

一般財調 100~也 3，438，240 3，349，240 

二合計 3，438，240 3，349，240 

人件費概算 !人工数{人間人件tm|想見|無 I~己記 一般 臨時

H24 

2室

活動指標、または戒栗指標 H25、

3室

1 1エアコンを設置する校長室・職員室の数 …
了
…
附

…完…叩

+
E
E
-
-
E守
E
E
-
-

…
了
…
側

…完…叩

設置完了 設置完了

21設置工事の進捗状況
-
W
而

…
了
一
∞

…完一肌
M
4
E
A
 

+
E
E
E
E
E守
E
E
E
-

…
了
一
明

…完…叩

3 

自治体関与の妥当性|妥当である|市の施設の改修であり、妥当である。
畏 t卜.. 叫….叫叩山，μ川山.川叩，.… … 叫山……….. 山山…….. 叫山.，叩山.い山.. 冒日一……盟日….. 叫….. 

当 |国目的の妥当性 | 妥当である|教育環境を改善する必必、要があり弘、妥当である。
性 }ト-ふ山貝凶山引….. 山….. …… .. ….“.…山"山…….. 山.. ぶ可ザ‘“....….. … .. 一.吋日.. … .. ふ...........十 l 
|対象(受益者7の妥当性|妥当である|夏季にエアコンがない職場は過酷な労働環境にあるため、妥当であるo

~Iコスト効率 |適正である|競争入札を経て発注しており、適正である。

率 |実施主f体本の適正化 | 適正である|工事の発注.施工管理は市が行い、工事は電気工事会社に請け負わせており仇、適正であるo
性 }トト"山……….叫山………..山….. …… .. 山.. 日………….. ……冒u…….. 山.“畠日………u山…….. 山.. 川可可}元←←.“......
l負担割合の適正化 |適正である|教育基本法により弘、市が全額を負担する必必、要があり、適正である。

有 I.~.~持票 |空?と片.131.TEtljE???FE吉と.交fJ，明日どた
効 |類似事業の存在 |存在しない

性fli雨量三五言語|誠仁三i三|長五五議長員長浜証言ぶぶ広説日i;三
......... 

課題

今の方後
事業の終了

改善

向性
時期

園



様式1号(事務事業評価)

平成26年度事務事業評価シート|課z局・室首所(係)I 教育総務課 施設係 l回 日 17

事|学校のプールのほとんどが昭和30年代から40年代に建
:!:I設されており、水槽の老朽化が進み、表面のコンクリート
~Iが相当傷んでいる。このため、遊泳中に児童生徒が擦り
霊|傷等の怪我をするため、水槽を塗装する。平成26年度
|は、埴生小学校プールの水槽を塗装した。

歳出 予算現額(円) 理算額(円)

工事請負費 4，401，000 4，312，440 

l 内

訳

dEL ヨ 計 4，401，000 4，312，440 

歳、入 予算現額(円) 決算額(円)

国庫支出金、

財 県支出金

源丙 割合 地方債

訳 その他

一般財澗 100% 4，401，000 4，312，440 
合計 4，401)000 4，312，440 

円(入間人件問|間無II 会時~IJI 一般 臨時

活耕輔L吉正直戒某霜覆 H24 

11塗装する水槽の数

21改修工事の進捗状況
了
一
一

也
元
…

時
一
事
…
了
…
叩

叩
一
工
…
。
在
日

修…改…

3 

自治体関与の妥当性|妥当である|市の施設の改修であり、妥当である。

11148:伝説:::[22251:伝子持労52手当日三三五五.........
対象(受益者)の妥当性|妥当である|遊泳中に擦り傷等、怪我をする児童生徒がおり、妥当である。

1コスト効率 I適正である I競争入札を経て発注しており、適正である。
効 l-;...・M・....・H・-・山・..............…，.............................，.
f率 |実施主体の適正化 |適正である|工事の発注・施工管理は市が行い、工事は建設会社に請け負わせており、適正である0
2 性ト…............._...………H・H・+......... 十
負担割合の適正化 |適正である|教育基本法により、市が全額を負担する必要があり、適正である。

有開票黙.~..，.~;，..........:...1子!iJX;L--C1t三I.:.~とで \tcI*日1と.1fTf?と-C1t¥00 
効 |類似事業の存在 |存在しない
性 ti伝説二伝言語|福山花|説日議長副議長五LZL:福山三.. 
課題

今の方
後

計画どおり事業を進めることが適当
改善

向性
時期

圏



様式1号(事務事業評価)

18 巴回

学校施設改修事業(小学校遊具修繕事業)

教育総務課 施設係平成26年度事務事業評価シート|課=局冒室・所(係)I 

歳 入 予算現額(円) 決算額(円)

国庫支出金

財 県支出金
;頂割
地方債

内合
訳 その他

一般財滞 100~也 1，500，000 1，500，000 

二合計 1，500，000 1，500;000 

歳 出 予算現額(円) 決算額(円)

:支

修繕料 1，500，000 1，500，000 

出
内
、訳

合計 1)iOO，OOO ， 1，500，000 

臨時
|人工数(入役)1人件費(円)1 
| 0，11 557，1701 

H24， 活動指標、また匝蔵裏指標

1 1修繕する遊具の数

21修繕の進捗状況

3 

自治体関与の妥当性|妥当である|市の施設の整備であり、妥当である。

目的の妥当性 二 γ| 妥当である|教育環境を改善する必要があり、妥当である。

対象t受益者)の妥当性|妥当である l児童が怪我をする可能性があり、妥当である。

三三 1コスト効率 | 適正である|複数業者による見積もり合わせを経て発注するため、適正である。
r一:効1……....・H・-…H・H・'"・H・-・..1"...".".""........"....1
三 r率て 1実施主体の適正化ご二主1適正である|補修の発注は市が行い、補修は専門業者に請け負わせるため、適正である。
性 lトト.日……"山….“一….叫……凶山"…芹
目負担割合の適正化 | 適正である|教育基本法により臥、市が全額を負担する必必、要があり臥、適正である。

~"1iitl看有1iitl一r~目烹守.翌 !男史とピご1tど史叶叶，\三汎汎:三オ叶~..1刊1.:.士万士士.空空rヒ:-0\ご士士1tど1tど\主百!空空労労雪雪fi空史fとと土-c交':}J空け守吹土とr.fY:
?効 |類似事業の存在 |存在しない

性 r~五五員二品説|品目.~.~6"1五五言語以長-iL-たL-; 説:二日;

妥
当
性

.. 
課題

今の方後
計画どおり事業を進めることが適当

改善

向性
時期

園
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事
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様

[係設施平成26年度事務事業評価シート|課z局・室冒所(係)I 教育総務課

小・中学校屋内運動場床改修事業

-::::1::;0-_-1小・中手衰の屋内運動場の床は、老朽化した床板の大部
室|分で表層塗装が失われ、床板材の下地が剥き出しになっ
歪|ているため、ステージを含め、床を全面改修する。平成26
霊|年度は、高千帆小学校屋内運動場の床の全面研磨、保
|護膜の再生、ライン塗装を行ったo

歳出 至璽現額(円) 決算額(円)

工事請負費 6，231，000 4，187，160 

支
出
肉、

訳

dEbコh 言十 6，231，000 4，187，160 

歳入 予算現額(円) 決算額(円)

国庫支出金 100% 4，187，000 4，187，000 

財 県支出金
源割
地方債

内合
訳 その他

一一般財源 Og也 2，044，000 160 

4ロ~ 計 6，231，000 |ム，.4，187，160

人件費概算 |人工数官[人{112L|顎見|無|同問| 一般 臨時

活動指標、または成果指標

1 1改修床面積

了…

H
2

山

M

百
一
字
血
…

一
順
一
∞
一
事
…
了
…
∞

…
側
一
∞
一
江
…
完
…
∞

-

唱

t
4
E
A
3
9

・

-
T
Iム

改…

H25 

806rrf 

21改修工事の進捗状況

3 

.自治体関与の妥当性 l妥当である|市の施設の改修であり、妥当である。
妥 f.. ~.・H・....・山......…H ・M・山H・H ・， .............................1

当 |目的の妥当性 |妥当である|使用環境を改善する必要があり、妥当である。
性 "l.'"・…ふ.日H・M ・......……..1...............:.............1
J対象(受益者)の妥当性| 妥当である|床に不陸が生じているなど、不具合があるため、妥当である。

コスト効率 ι |適正である|競争入札を経て発注しており、適正である。
効 1.;.....・H・...._...……-一一…...1.............................1
ニ率 l実施主f休本の適正化 l 適正である|工事の発注.施工管理は市が行い、工事は建設会社に請け負わせており札、適正である。
性 }ドJ一……….“山….目.一一川"..叩.ヤ円ふ?巳.
|負担割合の適正化 l 適正である|教育基本法により仇、市が全額を負担する必必、要があり弘、適正であるo

言石云.~ l!亡l.~.防一一l.~.存目?円..烹.空主号空閉円型ι...... ιι...一ふ...一;二.........1斗，.1黙と""(J"三'.J衿王子1:i7'GTとご:t31J竺?と士、壬
効 |類似事業の存在 |存在しない

Eti副長二伝説副長証バヨ|長五五議長以長五五五長仁三;三... 
厚狭中学校屋内運動場のアリーナの床が老朽化し、不陸が生じており、スポーツの実施に支障があるため、平成28年度に

課題

床を全面改修する。

今の向方性後 計画どおり事業を進めることが適当
改善
時期

園



様式1号(事務事業評価)

平成26年度事務事業評価シート|課唱呈・所(係)I 教育総務課 施設係 I INol I一I22 1 

事|家庭トイレの洋式化に伴い、和式便器の使用に慣れてい
業|ない子どもたちゃ足を負傷した子どもたち、避難された高
概l齢者や足の不自由な方が快適に過ごすことができるよう
要|洋式便器に改修してして。

歳出 予算現額(円) 望算璽(円) 歳入 予算現額(円) 決算額(円)

， 工事請負費 4，900，000 2，578，716 国庫支出金

支
出

訳内三

財 県支出金

源肉 割合 地方債

訳 その他 100~も 4，900，000 2，578，716 

一般財調

合 γ 計 ... 4，900，000 2，578，716 合 c計 I 4，900，000 2，578，716 

|子 ム惜概算 I人工数(化|入件主主~ I叡見|無|同司| 一般 | 臨時
五活動指標、または成果指標三

1 I洋式化改修便器数

21改修工事の進捗状況

3 

H24 H25 

k I自治体関与の妥当性1妥当である|市の施設の改修であり、妥当である。
妥 lトトH一.'_jo'….. … …… .. 山...山.. 川….凶叩，.山山….. 山.. 山..……' 山川-
当当 :1目的の妥当性三:竺rマ 1妥当である|教育環境を改善する必要があり札、妥当である。

tn~象i受益者j戸手当証|妥当である|児童生徒の教育環境の改善ぷ図られるため:妥当であるo
効|コスト担率 I適正である|競争入札を経て発注するため、適正である。

1.;... ・， ._i_i'-~~!_'H_'" “・・H ・H ・-・・""..・，...，I.. ，..，..， ....................j

三率 |実施主体の適正化三1適正である|工事の発注・施工管理は市が行い、工事は建設会社に請け負わせるため、適正である。
性山ー…H・M・-……，:~~.~'"'・ | 
?己負担割合の適正也....，適正である|教育基本法により、市が全額を負担する必要があり、適正であるo

t.~，!~~~......:.......，......1 黙日三防止烹li月.b.f.T.守たごた
劫 |類似事業の存在 I存在Uよい
主主I~'雨量局員長|説日~~'l房長凶暴謀長長ikぶ広説ぷ;ζ.. 
家庭で洋式トイレが広く普及している今、学校のトイレは依然、和式が多く、和式トイレの使用に慣れていない子どもたちゃ災
害時に避難されてきた高齢者、足の不自由な方にとって快適に過ごせる環境にはなっていない。そのため、最終的に便器の

至極
半数を洋式化することを目指して、計画的に改修している。平成26年度をもって災害時に避難所となるトイレのある屋内運動
場の全てと、トイレのない屋内運動場の最寄りの校舎の全てに洋式トイレを設置した。今後は、各校舎の各階の未設置の男
子トイレと女子トイレそれぞれに1器ずつ洋式トイレを設置する。なお、多額の費用がかかるため、毎年、約16器ずっとし、次

d の順序で行う。①普通教室棟内に洋式便器が全くない普通教室棟のトイレ、②普通教室棟の各フロアーのトイレ、③特別教
室棟、管理棟のトイレ、④屋外トイレ

今の向方性後 計画どおり事業を進めることが適当 改時善期

圃



平成26年度事務事業評価シート|課 z局E室・所(係)I 学校教育課

面市T
Z

業
一
了
一

事
一
一

務
寸
」

事

7
4

号
一
一
一

式
一
助
一

様

l係務学

事|平面証手憂から中学校の学習指事憂面示蚕面改訂とな
:!:Iり、保健体育科で、の武道の指導が必修となった。市内の
読|全ての中学校で柔道を実施できるよう、備品が不足してい|手段|平成畔度から3年間で必要な畳を整備する
要|る学校の備品の整備を行う必要がある。

'歳 出 予算現額(円) 決算額(同〕

備品購入費 920，000 557，280 

支
出
内
訳

4ロ』 計 920;000 557，280 

歳入 予算現額(円) 決算額(円)

国庫支出金

財 県支出金
瀬割
地方債

内合
訳 その他

一般財源 100% 920，000 557，280 

合 計 920，000 557，280 

人件費鵬 1^I~(九七l 人件そ I 官|無川竺副

100% I 100% 

一般 | 経常 | 

活動指標:ま正直成裏指標 l H24 1 H25 
61(枚) 1 67 (枚)

61(枚) 1 67 (枚)1 I整備が必要な柔道用畳数

2 

3 

自治体関与の妥当性|妥当である

i 巨必許主 主ヨ汀説汚主詩子担主設守#りz:::::::::::::::::::::
'対象(受益者)の妥当性| 妥当である

lコスト効率 適正である|入札により購入業者を決定している
|勃ェ I.......................................，....j
率 l実施主体の適正化 1適正である
性 f..........;，..".，...."';........;，..........1
負担割合の適正化 |適正である

;者マ l.~.:望号E T iι一面持L.""(1;'三I.~性241f-空白!てそT明円とき{jIjjT0
効 |類似事業の存在 |存在しない
性 ト.............・・・・1・".・M・.......，...'......1
|上位施策への貢献度|貢献している .. 
3ヶ年計画で、整備する計画で、あり、平成24年度に61枚、平成25年度に67枚、平成26年度に40枚を整備した。これにより全

課題

中学校に必要な畳の整備が終了した。

今の方後
事業の終了

改善

向性
時期

園



様式1号(事務事業評価)

平成26年度事務事業評価シート|課局・室・所(係)I 学校教育課 学務係 回 日 19 

外部講師及び教職員が共用で使用するパソコンを整備する

歳 出

2三ー一一1宝出三1一
機械器具借上料

内
訳

£E』3 計

人件費概算

予算現額(円)

1，747，000 

1，747，000 

i入主語I瓦夜)I 
|0.051 

活動指標、または成果指標

1 1校務用共用PC整備台数

21個人情報漏えい件数

3 

二|自治体関与の妥当性|妥当である:

決算額(円)

1，718，640 

1，718，640 

油需|

歳入 予算現額(円) 決算額(円)

国庫支出金

財 県支出金
源割
地方債

内合
訳 その他

一般財源 100% 1，747，000 1，718，640 
dロL 言十 r 1，747，000 1) 718，640 

一般 経常

!?刊誌:::二日"1;;所持労相日目的..............
|対象(~益ー)の妥当性|妥当である

コスト効率 |適正である|入札により、リース業者を選定
効 zト.............・H・....・H・-………..1........…H・H・....・H・...1
率|実施主体の適正化 |適正である

、二性~，.............oo.oo.:...，~，:;:::.:.........ool

l負担割合の適正化、|適正である

有}ザ黙F ， J:.;.| 黙と~.~.~~.J伊予Trff???f.F竺t.11:?
効 I類似事業の存在 I存在しない
性ト………川J…….;，..:...1
上位施策への貢献度|貢献している

.レ
教員の校務用パソコンを整備したことにより、個人情報の保護はかなり図られた。

謀題

今の向後方性 計画どおり事業を進めることが適当

圃

、

改善

時期



様式1号(事務事業評価)

平成26年度事務事業評価シート|課・局面室・所得)I 学校教育課 学務係 l 回 1 -1 21 

ーl平成20年度に合併後別々に運用していた山陽地区と小
霊|野田地区の教育系ネットワークを統合した。また平成21年
概|度にネットワーク管理ソフトを導入している。適正に学校パ
要|ソコンを管理してし、くための環境整備を行うもの。

歳出 予算現額L円) 決算額(円)
需用費 268，000 267，200 

支 修繕料 419，000 416，016 
l 出
委託料 1，005，000 1，004，400 

内
訳

d回』 百十コ ニ 1，692，000 1，687，6161 

歳入 予算現額(円1決算額(円)
国庫支出金

財 県支出金 ， 

顕訳肉三 割合一口
地方債

その他

一般財源 100% 1，692，000 1，687，616 
dロb恥 言十 1，692，000 1，687，616 

人件費概算 )!人伺(円)!ITl叶同|一般 |経常|

33.3% I 33.3% 

7 7昔薗指標二言正面一成栗藷覆 竺
倣
一
般

H

一9
一9

笠
倣
一
ほ

H
一9
一91 1ネットヲーク接続校数

21ネットワーク機器等管理作業者数

100% I 100% 
3(人) 1 3 (人)

1(人) 1 1 (人)

3 

自治体関与の妥当性|妥当である
妥~""""''''''，;"，;，;;"，'，............:....I
当 |目的の妥当性 |妥当である
性 1...........:;..;.;....................;...;，1

1・対象(受益者)の妥当性| 妥当である

コスト効率 概ね適正である

負担割合の適正化了1適正である
目標達成度 I概ね達成している
有ト ・.::::........，.，....1
効 |類似事業の存在 |存在しない
性 1............;..:::.;;...'...........;........1
ー上位施策へJの貢献度|貢献している .. 
教育委員会の管理している教育系は、情報管理課の管理している行政系とは異なる系統である。教育系は、平成24年度は1
人で、市内全小中学校の管理作業を行っていたが、教師用PCの台数のみでも427台設置されているため、他業務を行いなが
ら管理、更新を行う事は相当な負担となる。

課題 教育委員会の行っている管理業務について、情報管理課へ支援を依頼しているが、構築時の支援依頼などあくまでも、補助
的な支援しか得られていない。→平成26年度に情報管理課の職員が学校教育課へ異動。今後は情報管理課と連携し、シ
ステム管理を行っていく体制を整備したo

今の方後
計画どおり事業を進めることが適当

改善

向性
時期

園



様式1号(事務事業評価)

平成26年度事務事業評価シート|課・局.~.所得)I 学校教育課

~I市内小中学校におけるいじめ、不登校、暴力行為、児童
芸|虐待等の生徒指導上の諸課題に対応するため、社会福
山|祉関係等の専門的な知識・技術をもっ人材を活用し、児
童|童生徒自身や児童生徒の置かれた様々な環境に働きか
lける支援体制を整備する。

=歳出 予算現額(円7決算額(円)
報償費 1，182，000 1，078，200 

世主訳由主主

旅費 101，000 98，800 

保険料 32，000 26，850 

合計 1 1，315，000 1，20開 01

歳 入
国庫支出金

財 県支出金

源内 割合 地方債

訳 その他

一般財源

合百十

学務係 l回 日 28

予算現額(円) 決算額L円)

66.7% 876，000 802，000 

33.3% 439，000 401，850 

I 1，315，000 1，203;850 
車 L de 

' 
E ，.且

人件費概算 :|人エ数(告~入守 1 宝11 無 11会計彊53111 一般 |戸i司
活動指標、または成菓子宮覆 J H24 

学校要望によるスクーノレソーシャルワーカーの派'
遣回数

21学校要望によるスクールカウンセラーの派遣回数

3 

H25 

自j治台体聞与の妥当性 l妥当である|市及び県が連携のうえ、教育委員会が行うべき事業である
妥 l
当 |目的の妥当性 | 妥当である|問題を抱える児童生徒を専門的な見地から支援するものであり弘、妥当である
性 }ト..…よ一白ケ…………..……E目…….“…....一……….日…….日…..…………目一....……H….... ………….日………..……..…..…+................・a・ l 
:三|対象(受益者)の妥当性.， 妥当である|児童生徒の状況を踏まえて、学校からのの要望により派遣を行うものである

コスト効率 |概ね適正であるlスクールカウンセラー2名、スクールソーシヤルワーカー2名に業務を委嘱しでいる
効 1・H・H・-……←...山・…H・H・...， ↓ 
も率 |実施主体の適正化 |適正である I教育委員会が学校と連携のうえ、主体的に行う事業である
性 lトト"……….町…ベ.. ベ
|負担割合の適正化 | 適正である|県の補助事業を活用してしい、泊る(市1/バ3、県2/3ω) 

|目標達成度 ， ，学校からの派遣要望については、すべて応じている
有 1..・H・...・………-…...........)................…...・H・..1
ぺ効 |類似事業の存在 | 存在しない
性主.い...ヲ.ぞ…I
1.上上位施策への貢献度|貢献している .. 
学校には定期的に配置しているスクールカウンセフーがいるため、定期}必配要置がのあスるクールカウンセフーと連携しながら、臨時に
派遣を行うスクールソーシャルヲーカー等の派遣日程等の調整を行う

課題

今の方後
計画どおり事業を進めることが適当

改善

向性
時期

園



様式1号(事務事業評価)

平成26年度事務事業評価シート|課・局呈置所得)1 学校教育課 学務係 I INol. 1 -1 3o 1 

小中学校教育系ネットワーク整備事業(ADサーバー、 GWサーパ「更新)

歳 出 予算現額L円〕 決算額(円) 歳 A、 予算現額(円〉

機械器具借上料 501，000 380，646 国庫支出金

主面

内

財 県支出金
源割
地方債

内合
二訳 、訳 その他

一般財源 100% 501，000 

ご合 計 501，000 380，646 dロ』 言十 501，000 

人件費概算 |人工数(人引入件問。|凶?|無|同問| 一般

巳 活動指標Lまたは成果指標

1 1サーバーにより管理しているパソコン数

2 

3 

l自治体関与の妥当性!妥当である
古い山……，......._....，........._........1
量 |目的の妥当性 | 妥当である
性 l 、|

|対象(受益者)の妥当性| 妥当である

H24 H25 

Iコスト効率 | 適正である 1入札により、リース業者を選定
効ド刊......…………i….1.............................1.
性 Iトトト"……….. … .. ……… .. … .. 山.“.山 一l辛E;叩じ IijJE-c-ibる廿が主体的に時である
、|負担割合の適正化 |適正である

flF特性ι，."...，....1黙と万三|円骨三:ffffff??三三??tZ112
効 l類似事業の存在 |存在しない
性 1....・H ・…・..，・・…;;...............1
.上位施策への貢献度l貢献している .. 

決算額(円)

380，646 

380，646 

臨時

膨大な数のパソコンを集中管理しているため、トフプノレがおこった際に、迅速に対応できる体制を整備しておく必要がある。

課題

今の後方
計画どおり事業を進めることが適当

向性

園



様式1号(事務事業評価)

平成26年度事務事業評価シート|課・局回室・所(係)I 教育総務課

ーノj、.中学校における理科教育の充実を図る正広扇面荷

主|助制度を活用し、理科の授業で使用する実験器具等を整

概l備する。

要

歳 出 予算現額(円〕 決算額(円)

備品購入費 4，544，282 4，544，282 

支

出耳同元子さ

合計ム ， 4，544，282 丑;544，2~2

活動指標、または成果指標

総務係 | 回 1 -1 8 1 

歳入 予算現額(円) 決算額(円)

国庫支出金 50% 2，256，000 2，256，000 

財 県支出金
源割
地方債

内合
訳 その他

一般財源 50~也 2，288;282 2，288，282 

dロ』 計 4，544，282 、4，544，2821

…一五;夜.........1…u 百長..，

H24 

全校

1 1実験器具等を整備した学校数

21国が設定した整備水準に対する到達割合

臨時

100% 1 100%、

35% 1 35% ' 
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」四

3 

γl自治体関与の妥当性l妥当である l市の財産となるものを整備するものであり、妥当である。
妥 1..明…山H・H・..…日山;::...~.:I… ト
当 |目的の妥当性、三 .1 妥当である I理科教育を充実させるものであり玖、妥当である。
性三一ドlド二H山……….. 山….. …..…………"一....………….. 山….. 叩....…….. …..日山.. ι. 
三;三7三司|同対象(受益者)の妥当性| 妥当である|すベての小.中学校で理科の授業が行われており弘、妥当である。

コスト効率 |適正である
効}…….....一…・........・H・.....・1.............................1
率 |実施主体の適正化 I適正である|市の財産となるものを整備するものであり、市が行うことは適正である。
性.....1・ふふH・H・..……………1.............................1
|質担割合の適正化 |適正である|教育基本法等により、市立学校における義務教育は無償とされており、適正である。

有慢性，!.~...............，..，...I~.~~~忠三|明f!T!?10竺子?と--Clt¥00 
効 |類似事業の存在三 o I存在しない

主[i雨量二る副長|説石三|函婦二五ぷ両五五両日以:説仁川;

• 国が設定した理科教育設備の整備水準は、保有設備の購入額の総額であり、平成26年度は小学校1校当たり10，341千円、
中学校1校当たり22，344千円となっている。同年度末現在、この整備水準に対する本市の整備割合は平均35%となってい
る。昨年度に、学校に対して行った理科設備の充足状況に関するアンケートによると、全20校のうち過半数の11校が80%以

課題 上(90%以上等を含む。)充足していると感じていると回答した。この結果から、国が設定した整備水準は学校現場の意識より
一一- かなり高し、レベルに設定されていると見ることがで、きる。したがって、当面、現在のペースで整備してして。

今の方後ご
計画どおり事業を進めることが適当

改善

向性
時期

園



平成26年度事務事業評価シート|課掴局宮首所(係)1 教育総務課

中項目(施策)

.....，1学校の施設や設備が壊れたり痛んだりした場合、単に直
喜|すより、内外装や設備を新しくした方が、機能性や利便性
概|を高め、維持費を低減できる場合がある。その際は、修理
要|せずに改修する。

義務教育の充実

様式1号(事務事業評価)

施設係 1 INol 1 -1 14 ・

歳出 予算現額(円7決算額(円) 歳入 予算現額(円) 望算額(円j

工事請負費 10，071，080 9，973，320 国庫支出金

支 修繕料 1，852，000 1，844，686 
出、

内

源財 割
県支出金

地方債
内合

訳 訳 その他

ー般財源 100% 11，923，080 11，818，006 

、合計 11，923，080 I 11，818，006 三ロ〉‘ 計 4 11，923，080 11，818，006 

じ 人件費概算 一般 経常

活動指標、または成果指標 H24 ，. .H25 
全件(59件)I全件(56件)

1 ，校舎等の不良箇所の改修件数 50件， 43件

85% I 77% 

2 

3 

.自治{体本関与の妥当性| 妥当である|市の施設であり仇、妥当である。
妥 lト'山血川山.. ふ.ιふ五-ふ山.. 山…….. 山…….日…..山...……..山山.. 川山.凶山..… ..…… .. 山….. 山…….. 山.. 山..……  
当 旧的の妥当性 |妥当である|教育環境を改善する必必、要があり玖、妥当である。
性 fト"……..…..一一…..u………..山..山……….，山…..…….日…....………..…....…円.. -.... 
|対象(受益者)の妥当性| 妥当でで、ある|市内すベての市立学校施設の改修であり弘、妥当であるo

| 羽|コスト効率 |適正である|複数の業者から見積もりを徴し、比較検討して発注とており、適正である。

率信|実施主体の適正化 |適正である|工事の発注・施工管理は市が行い、工事は建設会社等に請け負わせており、適正である。
性1:..・H ・-…………H ・H ・-…….1.............................，
|負担割合の適正化 |適正である|教育基本法により、市が全額を負担する必要があり、適正である。

1ft目標達成度 |概ね達成一僻目標糊こ対し、実績は伽3程度に止まっている。
有 I..........，;..;;;;....................;.;q.............................1.
効 |類似事業の存在 I存在しない

世 Iエ副長三局伝|説仁三;ヨ|房長五五手-育時五品ぶぶ広言瓦五三

.レ
常に、改修予算の確保に努め、改修要望の対処率の維持向上を図る。

課題

今の向後方性 計画どおり事業を進めることが適当
改善
時期

固



平成26年度事務事業評価シート|課唱呈・所得)I 学校教育課

士 l外国語iの音声や基本的な表現に慣れ親t_;;[せながらコ
霊|ミュニケーシヨン能力の素地を養うため、英語の授業に外
概|国語指導助手(ALT)を定期的に配置している。

要

様式1号(事務事業評価)

学務係 |回 cc口

歳 出 萱草現額(円) 決算額(円) =歳一入、 予算現額(円) 決算額(円)

委託料 4，574，000 4，573，800 国庫支出金

支

三主ι員訳円、 舟そ財調7割!昔3 
県支出金

地方債

その他

一般財源 L 100% 

dロh 計 F 4，574，OQO 4，573，800 合計

;人件費概算 二 i 人工数(矧人件惣~ I官|無|匝副

活動指標一、または成果指標 H24 .1 H25 
233(日) 1 233(日)

llALT派遣希望日数μ¥LT派遣日数 183(日) 1 183(日)

78.5% I 78.5% 
ー小 12(校)中 6(校)1小 12(校)中 6(校)

rALTの授業に対する満足度はし、かがですか」と| 十
21::~~RVJ~V(.~~~'~'~11~J:C~_X~~~;~~~~ '.rJL I小11(校)中5(校)ノI、12(校)中5(校)
の質問に、「満足である」と回答した学校数 I':~.:.~.~.~~~:.~.~~.~.:.::.t 

.小91%中83%1小100%中83也

3 

|自治体関与の妥当性|妥当である

i-日F子--昼:::]:22.i.l対象(受益者)の妥当性| 妥当である

I Iコスト効率 |概ね適正であるIALTを派遣する業者に対してプロポーザノレを実施
効 }・・・，，"・H・-一....・...…............山..1............… …・・…l
率 |実施主体の適正化 |適正である

手|員長言語伝説 |孟.~~6...1
|目標達成度 |概ね達成している|アンケートを実施

有ト・・....~..."・H ・..…ωH・H・...:.:..1......….....・M・-・...・H ・.1

~ l~f~事業の烹 |存在した、

上位施筆への貢献度|貢献している

....... 

4，574，000 4，573，800 

4，574，000 4，573，800 

一般 | 経常 | 

小学校学習指導要領で、小学校5・6年生における外国語活動が必修化され、小・中学校ともに、 ALTの必要性が両まってい
るが、現在の1名体制では派遣回数が少ない。
また、将来、小学校で英語の教科化が検討されており、国や他市の動向を見ながら、計画的に英語教育を推進していく体制

課題 の整備が必要である。
このことを踏まえて、平成27年度からは外国語指導助手の体制を見直し、市がALT2名を直接雇用し、年間約300日学校
へ配置をすることとし、長期的なスパンで本市の英語教育を推進していく体制を整備した。

の今方後
計画どおり事業を進めることが適当

改善

向性
時期

園



平成26年度事務事業評価シート|課且局室・所(係)I 学校教育課

ーl薮1事責函扇修補助iま資質を向上させる観点かι天変重
宝|要であり、本市では、従来から単市で教員研究等の事業

譲|を実施している。また、指導主事については、その専門性
要|と年々増大するニーズに対応するため、適正な人員配置
1が必要である。

歳出 至算現額t円) 決算額(円)
報償費 100，000 72，000 

需用費 70，080 66，039 

旅費 41，920 41，920 

指導主事負担金 27，000，000 26，682，127 

研修負担金 300，000 300，000 

d同』 計 27，512，000 27，162，086 

歳入
国庫支出金

財 県支出金

頭内 割合 地方債

訳 その他

一般財調

合計

様式1号(事務事業評価)

学務係 1 INol I一I10 ・

予算現額(円) 決算額(円)

100% 27，512，000 27，162，086 

27，512，000 ，27，162;086 

| 研賞鵬 |人工数(入管|入{i問。1I 宝~I 無 II会計種}lIJI 一般 | 経常 | 
活動指標、または成果指標 H24 I H25 

1 I研修派遣した教職員数
9(人) I 8(人)
9(人). I 8(人)
100% I 100% 
I 9(人) I 8(人)

派遣の結果、教育専門職として資質向上が図ら } 十2 I~'~~~~~~~~~~~~~~~-:'~I~J _L/，'-~'_.J I g(人) I 8(人)
れ学校教育の中核となり得た教員数 ト.........................↓

3 

自治体関与の妥当性|妥当である
妥 |トト一一……a叫..  山山川.川川..

100覧 I 100% 

当 旧的の妥当f性生 |妥当である|教職員の資質を向上させることは、教育力の向上に繋がる
性 }い"………….. …………… .. ……… .. ……… .. …… .. … .. …… .. 一……….一一…ぺ一…….一一.. …………….日……….日……….. …….日…..…………… .. …….日…………….. 山………….. ………….日…山….日吋山……..叩…………..山山…….. 一…….. …………… .. ……… .. ……… .. …… .. ….目一……….日…….. …… .. … .. トlト卜ト.. … .. 
l対象(受益者)の妥当性|妥当である

nコスト効率 I概ね適正である
効 トい"山….川叩山.. 川川川.. 川山山.“山山川品“川...一!….....

率 |実施主体の適正化 i適正である
性 Iド主 -古二 l 
|貢担割合の適正化 |適正である

I I目標達成度 三 |達成している

引当併存在一二1:E:fz:145215所長持ぷヨ王::::::
1.土上位施策への貢献度|貢献している .. 
教職員の資質向上を図るため、研修の充実が求められるが、市の単独事業のため、予算の範囲内での研修実施となる。

課題

今の向方性後 計画どおり事業を進めることが適当
改善
時期

園



様式1号(事務事業評価)

平成26年度事務事業評価シート|課・局宮・所(係)I 学校教育課 学務係 I INol I一I12 ・

士 l次代を担う児童生徒の創造性や主体性九王会性及び霊
宝|かな人間性を育成するために、豊富な知識や経験、技術
主|を有する保護者や地域の人々に対して、教育活動協力 |手段|学校が教育活動協力者に講師を依頼。市が報酬等を支払う
霊|者となってもらうように依頼し、教育活動をより多彩で活発
Iにすることを目的としている。

歳出 予算現額(円)

報償費 465，000 

ミ支‘ 需用費 200，000 
出
内
訳'

合計 665，000 

活動指標、または成果指標

1 I心ときめき実施事業目標/実施回数

21授業を受けた児童生徒数

3 

三|自治体関与の妥当性|妥当である
妥 }トトトい.. 山山.. 山..……曹……. 

決算額(円) 歳入

331，500 国庫支出金

123，000 
源財 割
県支出金

内合 地方債

訳 その他

一般財源

454，500 dE』3 計

I H24 

101.3弛 I 98.7% 
5，311(人) I 5，213(人)
5，311(人) I 5，213(人)
100% 1 100% 

当 |旧目的の妥当性 | 妥当である|多様な授業を展開し、ふるさと教育の推進を図る
性 }トトト日………….日….. ………….日…一.. …一.. …...………… .. …… .. …… .. 山..……….. …… .. …...……… .. 山….日……a日….目E……一一.町….. ……...，;;......1............ ・M・.............1
対象(受益者)の妥当性| 妥当である

予算現額(円) 決算額(円)

100% 665，000 454，500 

665;000 454，500 

一般 H可

コスト効率 概ね適正である|学校に対して講師謝金と消耗品費を配当。配当予算内において学校が事業を実施
F効1';..........................................，
率三|実施主体の適正化 rー|適正である
性 1....……....・H・…・H・H・........…・|….........................1
|二 I負担割合の適正化 |適正である

|目標達成度 三 |達成している
有ト 円 i
劫 |類似事業の存在 |存在しない
性ト……戸.........・H・...・H・.......o・|
上位施策への貢献度|貢献している

4易
教科書中心の授業でなく、地域の方々に協力じてもらい、地域の歴史や特色を学ぶ本事業は，大変有意義で重要な事業と
認識している。今後も、ふるさと教育を更に拡充していくための取組を推進していく予定。

J課題

今の向方後性 計画どおり事業を進めることが適当 改時善期

園



様式1号(事務事業評価)

平成26年度事務事業評価シート|課・局呈置所(係)I 学校教育課 学務係 l 回 旦ヱ

事|芋膏語導要領に基づく児童生徒の義務教育を着実に実
1::1践するため、子どもたちの発達段階に応じた教育課程を
毒|組み、創意工夫による授業展開を図ってきている。平成 |手段|学校運営を支援するため、必要な指導や環境整備等を行う
123年度から新学習指導要領が実施されており、的確に対
要l応する必要がある。 I意図|児童生徒が勉学に集中できるように教育環境の整備を図る

歳出 予算現額(円7決算額(円)
報償費 936，000 854，973 

需用費 14，857，572 14，147，348 
I出
役務費 402，000 ~55 ， 320 

内
、訳 備品購入費 14，673，146 14，631，900 

合 2 計 30，868，718 29，989，541 

歳入: 予算現額(円) 決算額(円)

財

国庫支出金

県支出金、
調割
地方債三

内合
訳 その他

三般財源 100% 30，868，718 29，989，5411 

dロ』 計 30，868，718 ， 29，989，5411 

.キ 活動指標、または成果指標

l人工数(人役)1人件費(円)] F主再現I -t=-l r云主語剛|
1 4叫 ~5 ， 76~'， ~í21 Iー算入|有 I I会計種別| 一般

※上段:目標中段:実績下段:達成率

H24 1 H25 I I H26 l目標

~1~:'~~'ó~+~H'~~':~i~~+.~.H 1ぉ;;注目h5t1

己正]マ算概費件人

100% 1 100弛

1 I決算額

21教育振興事業の対象主なった児童生徒数

96.9% I 96.3也
5311(人) 1 5213(人)

5311(人) 1 5213(人)

3 

|自治体関与の妥当性|妥当である

111:が損害:::::::[:2225Ei子持:場日;:存主主主説明日時折?::::
対象(受益者)の妥当性| 妥当である

コスト効率 |概ね適正である

主除桝51;:;:|::::長~~:]~手当日王子三万三房長号所持労........
負担割合の適正化 |適正である

有 l.~~聖子.骨片 山… I..~~と万三|停町内!丘、号明守だそ封切???空
=効 1類似事業の存在 1存在しない
性 f................... ・・・1
|上位施襲への貢献度|貢献している ... 
IT化が進行する中で、時代に即した学習環境を提供するため、学校のニーズ、を踏まえて計画的に教材や備品を整備してい
く必要がある。

課題

今の後方
計画どおり事業を進めることが適当

改善

向性
時期

圏



様式1号(事務事業評価)

平成26年度事務事業評価シート|課局室置所得)I 学校教育課

中項目(施策)

義務教育の充実

学務係 l 回 I -I 15 

指導主事配置事業(現行人数確保のための増加分)

ーl市内児童・生徒の学力向上と教職員の授業力向上を目
霊|指して、指導主事の学校訪問回数は増大しており、それ
三国|に伴う業務分担量はオーバーワークしている状況である。
婁|また、県からの調査等の事務量も年々増加しており、業務
l量に似合った適正配置が必要で、ある。

歳 出 予算現額(円〉 決算額(円)

負担金 9，000，000 8，589，654 

支
出v

合計 9，000，000 8，589，654 

歳入 予算現額{円) 決算額(円)

国庫支出金

五訳町両五一 割者
県支出金

地方債三

その他

一般財源 100% 9，000，000 8，589，654 
AEb za 言十 9，000，000 8，589，654 

人件費概算 i人工郎役l人情(叶同引主， I主計翻r-~I 日-，

活動指標、または成果指標

1 1指導主事増員数

i H24 -T-" H25 
1(人) 1 1 (人)
1(人) 1 1 (人)

100 (%) 1 100 (%) 

2 

3 

自治体関与の妥当性|妥当である

i l :ー:hH324 : : :; :: : : : : | : : 2与祭主記-12去告::三話:三ヨi語諒治5台ぢ主夜引?zzE汀，....1児'''1五'}~車|佐巨子三壬:5忘示￡￡日日5三ヨヨ:?2?5:持雪持持:寺今衿示誇子衿計:会会汚-主券.?至手針聖雪今:2?
l対象I受益者)の妥当性l概ね妥当である

|コスド効率 コ |概ね適正である
効 1..:.........................，...............1
率 |実施主体の適正化 |概ね適正である.
性 I..~.. ・ E ・ .u....... … 1.............................1

|負担割合の適正化 |概ね適正である

ワ言二有 |日?ザ空烹空黙里常聖 ..........よ...1翌努存日v三:三T三'..l.~~烹雪守ち三.c 望主史?仔明?たどご士:どど口ト:ヲ，(笠<空ぞ仔空空~il~
効 l類似事業の存在 、l存在しない
性 }十トト..山……..山..一….ぺ一

」 |主位施策λの貢献度|貢献している

.い
指導主事の配置には県のインセンアイブ枠があり、県が人件費を負担する制度がある。これは、県内の各市が持ち回りで配

課題

置を受けており、本市は平成21年度から23年度まで3年間、インセブティブ枠の指導主事が配置されていた。平成24年度

からインセブティブ枠の指導主事が1名減ったため、市費負担で指導主事を1名確保して勤い務るを状行況っでてあいるる。。指導主事は日
中、学校等へ外出していることが多く、事務仕事は帰庁後に行うため、恒常的に時間外 学校教育課では
市の行政職員との事務分担を見直し、課として業務の効率化を図っているが、指導主事が行う専門分野は行政職では対応
が難しい。県からの調査事務なども膨大で、、本来の教職員を指導するという業務にも支障が生じている。業務量を踏まえて、
適正な人員配置が必要である。

今の向方性後ー 計画どおり事業を進めることが適当
改善
時期

園



様式1号(事務事業評価)

平成26年度事務事業評価シート|課匝局・室町所(係)I 学校教育課 学務係 l 回 日 18

至i語f忠君!2732:普及謹昌弘孟251一一対象|小学校M 年生が使用する社会科副読本を改訂する
主|されたこと及び現在の本市の状況を反映させるため、副 |手段|専門知識を有する者で構成される編集委員会を設置
慨|読本の改訂を行う。平成25年度から2年間で改訂作業を 1 1 

要|行い、平成27年度から使用する予定。 I意図|社会科副読本を最新版に改訂する

一歳二一 出 J 予算現額(円) 決算額(円)

報償費 48，000 30，000 

支 旅費 100，000 28，360 
出
消耗品費 10，000 10，000 

内
訳 印刷製本費 3，900，000 3，889，381 

合計キ 4，058，000 3，957，741 

歳入一 予算現額(円)|決算額(円)

国庫支出金

財 県支出金
源割
地方債

内合
訳 その他

一般財源 100% 4，058，000 3，957，741 

合 計 4，058，000 3，957，741 

人件費概算 ;|人工吋i 人間。けすl 生l~種別| 一般 | 臨時 | 

1 1編集委員会の会議回数

お
一
回
一
個

H
一o
…3

4

…
 

ヮι

…

H

…
 1.3 

50% 

三 号活動指標、または成果指標

21進捗状況 60% 

120% 

3 

|自治体関与の妥当性l妥当である
l妥 1..........・H・..….................;;;;.1…・….............・H・'j…・
当 旧的の妥当性 |妥当である|本市の最新の状況を反映させた副読本を作成する
性;'l......・H ・....................…H ・H・;;..1......・H ・.....・H ・..........1

対象(受益者)の妥当性|妥当である

ヨス卜効率 I概ね適正である

i二¥勇経何事Eji::::IE5BEl-持者坂長日当ijhjj耐手当主主主:円安jii
負担割合の適正化 |適正である

有 l.~.~き男子 ..;..:.............I~.~~~とご.~.~~I.~~と5.竺竺227F主主???三
、効王 I類似事業の存在 |存在しない
r性 l …|
上位施策への貢献度|貢献している

易
大変な作業であったが、学校関係者や専門知識を有する委員、行政各部署の協力のもと、子ども達にとって為になり、且つ、
教員にとって教えやすい副読本を策定することが出来た。

事業の終了

固



平成26年度事務事業評価シート|課骨・室・所(係)I 学校教育課

.....: 1 r生活改善・学力向上プロジ土ク而で冠:三れまで辛雇及
霊|び家庭の協力もあって一定の成果をあげてきており、今
概|後も慨して実施していく。モジュール学習の実施につい
~Iては、用紙代、印刷機関係消耗品費等の経費がかかるた
安 Iめ、その費用を予算計上する。

様式1号(事務事業評価)

学務係 1 INol I一I24 ・

歳 出 予算現額(円〉 決算額(円) }歳入 予算現額(円) 決算額(円)

需用費 1，100，000 1，065，741 国庫支出金

支 財 県支出金
J 出 t

内
源割
地方債

内合

I訳 訳 その他

一般財源 100% 1，100，000 1，065，7411 
--dロh 言十 1，100，000 1，065，741 A 同 計 1，100，000 1，065，間|

1 1入件費概算 I人瑚官~人件昨日記1 什同種]JIJr -~ I 臨I~;--I

活動指標、または成果指標 H24 H25 

1小・中学校の年間モジューノレ学習実施回数(1校
小174中175(回)小175中176(回)
-・・.......且・・・・・.............-・・....冒・・・・・..・・・・且・........ 
小174中175(回)小175中176(回)

あたり) -・・・・且・・・・・・.................-・・・・........................

「モジュール学習を行うことで全児童生徒が集中 小12中6(校)小12中6(校)............................. -・・・・・・・・・・・・・・ー.............
2 して取り組めていると思うか」との質問に「そう思う」 小9中5 (校)小10中5(校)
と回答した学校数 小7日中83% 小83弛中83%

.......................・・...............ー・・・・・・・・・・・・・・・・・
3 

-・・・・・・・・・・・・・・・・.....冒・.......・・.........................

|自治体関与の妥当性|妥当である|平成17年度から継続実施している
妥トH・M・-……………....・M・..卜….......................1
当 |目的の妥当性 | 妥当である|基礎的な部分を反復継続することにより、基礎学力の向上を図ることが目的
性 L………H・H ・........………1.............................1

対象{受益者)の妥当性| 妥当である

.コスト効率 |概ね適正である
ι 効 t...i;...::........;.....;..~.......;. ，.:;..1

三率，'.'..1実施主体の適正化 | 適正である
性 1'...，..........."，:..;....;.................1
負担罫l合の適正化 |適正である

有~.~~空空持ぞ....…ーm;Þ~JJX，とて叶全性三:ifE17.聖??.2T土l.f??.T.f7f児
己効 l類似事業の存在 I存在しない
ム性 I........ ，....-;，..:.;，，~，.， ..................I 

土位施策への貢献度|貢献している

....... 
マンネリ化を防ぐために学習内容、指導方法の工夫改善が必要。平成23年度から小学校で教育課程の特例が廃止となり、
モジュール学習の時間確保が厳しくなったが、朝の時間等を活用し、モジューノレ学習を継続しているo

課題

今の後方
計画どおり事業を進めることが適当

改善

向性
時期

園



様式1号(事務事業評価)

平成26年度事務事業評価シート|課・局室置所{係)I 学校教育課

J中項目(施策)

義務教育の充実

学務係

小学校社会科副読本印刷事業

回 工ヨ 25 

事|社会科副読本「わたしたちの山扇示唇面五孟示亨麗3・4
業|年生が使用しているが、新しく3年生になった児童に副読
概|本を配布する必要がある。 手段|必要部数を印刷製本し、小学校3年生に配布する

要 3・4年生の児童に本市の特色等を教える

三重出r

内
」訳

歳出

印刷製本費

d回l.. 計

人件費概算

予算現額(円)

。
l入工数(人役)1

| I  

活語詣譲、または成果指標

1 I副読本を配布した児童数

2 

3 

|自治体関与の妥当性|妥当である
二妥 f..・p・...・H・-…...・……・・・・・…・..1.......………・…"1・・・

決算額(円)

o 

人件費(円)I 

歳入、

国産支出金

財 県支出金
頭割
地方債ム

訳内合
その他

一般財j原

4E』2 言十

交付税
算入

当 |目的の妥当性 ι l妥当である|小学校3年生に副読本を配布する
性 f...................…................ートH・H・-….............，.…・
対象(受益者)の妥当性| 妥当である

コスド効率 |概ね適正である引|平成1臼8年に入札を行い、落札した業者へ注文している
効 lト……H山……司H山司"一..一………..山…..山…..山"….. 川山司H町吐り.出司一ぷ一JよふふJιふ..….
率 |実施主f体本の適正化 |検討が必必、要
性 f;....;;.................:............'.......1
負担割合の適正化ど|適正である

予算現額(円)

。
。

一般

決算額(円)

。
キ。

経常

有 l~一号-界史;…"...，..~..:.I.~竺?とご~.:~I黙:!!??守??竺rþ-c弘?竺??:ETrT1.で???.fF
効 1類似事業の存在 一|存在しない
も性 1:.................'......，:.....;............1 
上位施策への貢献度|貢献している ... 
現在の副読本は平成19年度から使用しており、内容が古くなっているため、改訂が必要である。平成25~26年度にかけて!
改訂作業を行い、平成27年度から新しい副読本を使用する。

課題

今の後方
計画どおり事業を進めることが適当 改時期善

向性



様式1号(事務事業評価)

平成26年度事務事業評価シート|課・局室・所得)1 学校教育課 学務係 | 回 巴 26

事|市民両可lこ行って長吾面前講座吾子房肩f;:アL三ジヲし、
品|本市の特色や公共の仕組み等を子ども達に教えることに
毒|より、公助の精神や生まれ育ったふるさとへの誇り愛着
要l心を醸成してしくもの。

歳出 予算現額(同) 決算額(円)

需要費 100，000 17，995 

i支
出

内
訳

dロ』 言十 100，000 1 17，995 

歳 入 予算現額(円) 決算額(円)

国庫支出金 7

財 県支出金

源肉 割合 地方債1

訳 その他

一般財源 100首 100，000 17，995 

d口h 言十 100，000 17，995 

人件費概算 |入工数(淵人件古川|宝jiE|無 Ir;;十種別1二号 |経常|

130% 

活動指標、または成果指標 H24 

1 1講座を実施する学校数

21実施講座数

附
一
回
…
回

目一

o…引
可
よ
M

噌
上

3 

|自治体関与の妥当性|妥当である
妥 ト....・p・.....山中山H・・M・M・.....…μ卜….......................1・

当 |目的の妥当性 | 妥当である|本市の特色や公共の仕組み等を教えることにより、ふるさと教育を推進する
性 1.......…....................・H・…..:;.1・........・...…・・..........1
対象(受益者)の妥当性|概ね妥当である

I Iコスト効率 二.I適正である|職員が行うためほんんど費用がかからず、費用対効果は大きい
効 }トトι戸山山i一………….. ………… .. 山……….. 山……….. 山….. 山….. 山....山……"山….. 日...………….. ……… .. 山….. ….…...………… .. 山…….. 山….. 山.. … .. 山…….. 川….叫山...……….日山……….. 山…….. 山….. 山.. ↓. 
率 |美実:施主体のの「適適正化 | 適正である
性 1......・H・........…H・H・...………l
負担割合の適正位、 |適正である

1. 有 |目目H

効 l類似事業の存在 | 存在しレiなない
性性主 }トト卜ト"………….. … .. 山……….. 山….. 山….. 山.日..仔叩卯川山.ら凶引川》戸戸..  

.上位施麗への貢献度|貢献してしい、る

も一一一

平成25年度に導入した事業であるが、平成26年度はすべての学校で講座を実施し、学校及び実施担当課の評価も概ね好

課題

評で、あった。来年度以降は、今年度の事業内容を検証したうえで、更に拡充させていく予定。

今の後方
計画どおり事業を進めることが適当

改善

向性
時期

.レ

園



平成26年度事務事業評価シート|課骨・室・所(係)I 学校教育課

様式1号(事務事業評価)

I INol 1一127 ・学務係

事|市両面示中学校へ図書支援員を配置することにより、学
業|校図書室の利用促進や図書の授業への活用、学校間の
概|図書の相互利用等を推進する。

要

歳 出 予算現額(円) 決算額(円)

人件費 30，683，000 30，682，317 

支
出

内

訳ー

計 30，683，000 30，682，317 

議入 予算現額(円) !決算額(円)

国庫支出金

財 県支出金

源内 割 地方債dロb、

訳 その他キ

一般財源 100% 30，682，317 30，683，000 

4ロ:>. 言十 ヲ30，683，000 30，682，317 

人件費概算 i人工数(tti人件15;51|官|有 I I会計制| 一般 | 臨時 | 

107.6% 1 93.4% 

活動指標、または成果指標

1 1図書支援員配置人数

5
一
人
…
人
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.自治体関与の妥当性 l妥当である|図書支援員の配置の適正化と研修等を通じて支援員の資質の向上を図る
妥~..・M・..……... ..• •.•... ..~..・H・H・，.01- ............................1

当 |旧目的の妥当性 |妥当である|学校図書を有効活用すための支援体制の充実
性 lトトn……….. … .. ……… .. … .. … .. …… .. 一....竺………….日山…….. 山…一.. … .. 
l対象〈受益者)の妥当性| 妥当である

1::1ヨスト効率 |概ね適正である引|司書或いは教員免許を有している者なので、任用形態の検討が必必、要
|μ主効 トトト"山.….. 

率 I実施主体の適正化 |適正である
性 f.......・・ ~.，;:，;;.;，.;d 

|負担割合の適正化 |適正である

|五日開明ィ…|幣ど士三|明託子医者者三fWWi
効 !類似事業の存在 三二|存在しない
性}……H・H・......μ ・:'.，..:::...;1
|上位雄策への貢献度|貢献している .. 
平成25年度は3名が兼務をしている状態で、あったが、平成26年度には兼務を解消し、全校配置とした。
また、平成26年度は長期休業期間中の勤務の削減を行ったが、図書支援業務に影響が出たため、平成26年度にはフルタ
イムの臨時職員に戻した。

課題

今の後方
計画どおり事業を進めることが適当 改時善

向性
期

園



様式1号(事務事業評価)

平成26年度事務事業評価シート|課・局圃室町所得)I 学校教育課 学務係 | 回 E工31

小学校教科書採択に伴う諸会議に係る旅費

宝|君25臨時明報諒諸説主張!対象!桝書選定委員同一教職員
毒|を行う年にあたる。採択は宇部市と合同で行うため、教科|手段|会議等へ出席するための旅費を支払う
|書選定会議等へ教員が出席する旅費を予算計上する 1 1 

l ノ o 1意図|子ども達にとって有用な教科書の採択を行う

歳 出 F 予算現額(円) 決算額(円)

旅費 72，000 30，680 

l 三支出向

訳

4E』ヨ 言十 72，000 30，680 

歳二入 予算現額(円〉 決算額(円)

財

国庫支出金

県支出金

源内 割合 地方債

訳 その他

一般財j原 100% 72，000 30，680 

4同』 計 72，000 30，680 

ー

人件費概算
人工数(人役)1.人件費(円)I I交付税 1_1 Iム弘担刷|
| o叫 278，5吋 | 算入 | 無 II会計種別| 一般

※上段.目標中段:実績下段:達成率

百25 1 I H26 1目標 i

達成
度

活動指標、または成果指標 H24 

1 I選定会議等の開催回数

2 

3 

臨時

.自治体関与の妥当性|妥当である 14年に一度市が行う事業である

15 1的手当面ぺ I::::~山戸雨量jおお;ョ : 
γl対象(受益者)の妥当性|妥当である

|コスト効率 1適正である
劫 ~..............;;:;:..;....................;.I

率 |実施主体の適正化 |適正である

l性|組員品説|ぷぷ‘

;有 |巨円?秀空里閉号............円….. 山'門".0.1守た:三土?ど\.1'三:三~..I.~号空{JjfJE空さ雪主今全竺，~予竺?雪烹空全雪.主警--C，望主史1.:::.警空?空iT?三三f三~史与
効 |類似事業の存在 1存在しない
性f，..，.;.……・，.;;...;......1
1-上位施策への貢献度|貢献している

..... 
特になし。

課題

今の後方
事業の終了 改時期善

向性

圃



様式1号(事務事業評価)

平成26年度事務事業評価シート|器局菌室首所得)I 学校教育課 学務係 I INol I一I14 ・

中項目(施策)

義務教育の充実

.....，学長語査すコ開始とともに、スタッフ、設備の整備が必要と
主|なったが、現在、小野田地区は親子方式、山陽地区は白
羽校方式と形態が異なっている。また、設備も古いため、年
要l次的に大型備品等の更新が必要である。

歳 出 予算現額(円) 決算額(円)

需用費 17，094，376 1，887，713 
|支 役務費 1，008，000 877，670 
出
備品購入費 817，624 817，624 
内
訳 扶助費 61，500，000 59，343，851 

公課費 39，000 39，000 

dロ~ 計 I 80，459，000 62;965，858 

歳入

国庫支出金

調両財計割合
県支出金

地方債

訳 その他

一般財調

合計ム

予算現額(円) 決算額(円)

36.4% 470，000 688，000 

63.6% 79，989，000 62，277，858 

80，459，000 62，965;858 

i 人工数咋~旬開~I 宝?と| 有 II会計種目| 一般 | 経常 | 
※上段:目標中段:実績下段:達成率

活動指標、ま正冠蔵裏指標 1 H24 I H25 
1 14(件) 1 14 (件)

緊急に修繕や購入が必要となった備品(5万円以|… ・1
1 14(件) 1 14(件)

上)f牛数/修繕及び購入を行った件数 I........::.~.~.I.-::.{........t 
I 1OO(紛 1 100('免)
100(%) 1 100('見)

21安心・安全な給食の提供(食中毒等の防止) I 100(%) I 10()(%) 

3 

妥 1.黙?門円烹雪.~黙，号空| 雪~~三烹ぞ~....I.佼.±±空所?秀讐空?.Tr竺空翌史~(j)竺主でな?土.ffr交討'ì主主烹主今:èL-と:主空竺三幻ざ<b6吹6 . 
当 i目的の妥当性 | 妥当である
性 1...............;.......;...;..，...::.........1
対象(受益者1の妥当性l妥当である

|コスト効率 |検討が必要|老朽化が進んでいるため、計画的な大型備品等の更新が必要
二効'1........・H・..，・H・.......・H・...・H・.....・I・........................…l
率 |実施主体の適正化 |適正である
性 f.........:....，.:"..:.;;......u;..，;.......1
負担割合の適正化 |適正である

有l.~.!:~~.デ ι.;;..I~~~~とヴI.!.~二会円三， lìt門戸!???型的竺1h"C1t¥< 
効 |類似事業の存在 1存在しない
性 1....・H・...・...…・6・….........・ ム・l
土佐施策への貢献度|貢献している

..... 
各学校とも施設自体が老朽化しており、それに伴い、毎年、大型備品の破損が生じている。今後は、給食センターの整備に
向けて準備を進めていくことになるが、センターの開設までの問、学校給食の安定提供のため、計画的に整備をしていくこと
が必要。

謀題

今の後方
計画どおり事業を進めることが適当

改善

向性
時期

園



様式1号(事務事業評価)

学務係 1 INol I一I29 平成26年度事務事業評価シート|課・局室・所(係)I 学校教育課

消費税増税による給食費の値上げに伴う就学援助費の支給

事|平成26年4月に消費税が増税されたことに伴い、給食費
ヰ|が1食あたり20円値上げされた。それに伴い給食費に係
議|る就学援助費も増加するため、その増加分を予算措置す
要iるもの。

歳 出 予算現額(円) 決算額(円〕

:支出

扶助費 4，712，000 4，547，080 

牛肉

訳

dロ~ 計 4，712，000 4;547，080 

手段|給食費値上げに伴い、その値上げ分を就学援助費として支給する

意図|保護者の経済的負担の軽減を図り、学校への就学を支援する

歳入 予算現額(円}|決算額(円)

国庫支出金

踊酎富ご剖ぎ
県支出金

地方債

その他

一般財源 100% 4，712，000 4，547，080 

合?計 4，712，000 4，547，080 

|A件費概算 I人工数(ttl凧!官|無 I I会計間IJI 一般 | 臨時 | 
活動指標、または成果指標 H24 H25 

1 1申請人数/認定者数

2 

3 

i自治体関与の妥当性 l妥当である|国の補助事業である
ニ妥 ト・.............・H・....・H・.....・H・...・H・.1.............................，
当 |目的の妥当性三寸 | 妥当でで、ある|国の事業として全国的に行われている
| 性 i↓...n…………… .. ……… .. …… .. …....….… .. 戸ι山山山.......………….. ……… .. ………… .. …… .. …… .. …....…!………… .. …… .. …一.. 
対象C受益者)の妥当性|妥当である|所得要件あり

コスド効率 概ね適正である
効三H.....・s・.....・M・....・H・-旦，....…・戸..，.....・M・...…… …….↑ r 
率三 I実施主体の適正化 I適正である|市が主体として行う事業
I性 ト山………‘“山.“山……….“山….“山….“山……….. 山….“山….“山..…………且u山.. 且日….目ぷ且
負担割合の適正化 |適正である

|目標達成度 |概ね達成している
有 1;.....:;.....................:...c. ， .;..';~....1

，効ヰ|類似事業の存在一 |存在しない
性 |、l
上位施策への貢献度1貢献している

.レ
特になし。

課題

今の後方、 事業の終了
改善

向性
時期

園



様式1号(事務事業評価)

平成26年度事務事業評価シート|課・局・室冒所(係)I 学校教育課

士 i学校の設置者は、学校保雇安全法第23柔}こ基づき、学
芸|校に学校医、学校歯科医及び学校薬剤師を置かなけれ
概|ばならない。学校医、学校歯科医及び学校薬剤師は、学
要|校における保健管理に関する専門的事項に関し、技術及
lび指導に従事する。

歳 出 予算現額(円) 決算額(円)

報酬 15，011，000 15，011，000 

主国諒両三主ζ 

合‘計 15，011，000 15，01tOOO 

学務係 l 回 1 -1 6 1 

学校医、学校薬剤師設置事業

市内の小中学校

市で取りまとめて、学校医と契約している

学校における健康管理を行う

歳工大 予算現額(円) 決算額(円J
国庫支出金

|財 県支出金
源割
地方債

内合
訳 その他

一般財源 100% 15，011，000 15，011，000 

4同』 言十 15，011，000 15，011，000 

γ 入件費概算 = i人閣でたi 句史~トす1 什国到 一般 山口

活動指標、または成果指標 H24 

1 1配置した学校医、学校歯科医、学校薬剤師の数

100% I 100% 
100% I 100% 

21学校医、学校歯科医、学校薬剤師配置率 100唱

100% I 100% 

100% 

3 

... 
市内では耳鼻科医、眼科医の確保が困難となっているため、山口大学医学部に依頼し、医師の確保を行っている。

課題

今の向方後性 計画どおり事業を進めることが適当
改善
時期

園



様式1号(事務事業評価)

平成26年度事務事業評価シート|課町局室・所得)I 学校教育課 学務係 1 INol IーI8 I 

事i学校め吾置者は、学校保健安至語貢瓦柔I就学時健康
::1診断)、第13条(児童、生徒の健康診断)及び第15条(教
義|職員の健康診断)に基づき、児童・生徒及び教職員の健
要|康診断を行わなければならないため、その体制を整備す
1るもの。

学校において検診を実施、その費用を市が支払う

意図|学校における健康管理を行う

歳 出' 予算現額(円) 決算額{円) 歳入 予算現額(円) 決算額(円〕

委託料 14，037，000 12，242，168 
、
司国庫支出金

'支
出

訳内
調財訳向 割合t 

県支出金

地方債

その他、

一般財源 100% 14，037，000 12，242，168 

ご二合 : 計 14，037，000 12，242，l68 合計 14，037，000 12，242，1681 

算 ~~)r数明人件?5jtol| 官，I無 I~三副 一般 | 経常 | 

I 活動指標、または成果指標 ;1 H24 1円 H25，

L，......~.日:舟照胃目1)しし.. ………… .. …… .. …….“….目.“..l.上1...…E 目一…1μ1
1 1健康診断実施回数 1(回) 1 1 (回)

100% I 100% 

100% I 100% 

21児童生徒検診受診率 100% 100% 

100% I 100% 

3 

妥て|里;ê1*OO刊号里|開.~~~~....1竺三空ぞき更で予f!fffl:三
:当 |目的の妥当性 |妥当である
三性 1......:......:............，.:::.......;.....1 
対象(受益者?の妥当性|妥当である

コスト効率 概ね適正である

ii三 |害害#熟持持房持持持柑柑:-E今子--##持ザr再R仔仔怜持H耐彬:5互仔?百今併持:空許持争#性-E日註:7Ri五EζiEE仁仁仁ι:::::;1::::;1:::;J:::::::::::¥|I[[:::壬::》E:持主主主長持雨主主長日:5E主日E5主去:三三fiヨ.5引5
|負担割合の適正i位じ |適正である

目標達成度三 |達成している
有}ご l
効 1類似事業の存在 |存在しない
:性い、 ....;.:..........1 
ト |上位施策への貢献度|貢献している

..... 
定期検診時期が6月頃までに集中するため、日程調整に困難をきたすことがあるが、関係機関と調整し実施している。

課題

今の向方性後 計画どおり事業を進めることが適当 改時善期

園



様式1号(事務事業評価)

平成26年度事務事業評価シート|課・局直・所得)I 学校教育課 学務係 1 INol 卜111 I 

やまぐち学校教育支援員活用促進事業(特別支援補助教員分)

事|今日:通常学級にお]，，¥τ面、ADHDをほEあ様々な要因
;:1により集団生活に適応できない児童が増加しており、学級
議|経営や教室での授業を困難にしている。個別指導を要す
・要|る児童がいる学級の集団指導を一人の担任がするには
l限界があり、補助教員の配置が不可欠になっている。

歳 出 予算現額(円) 決算額L円)
役務費 20，760 20，760 

支 委託料
|出、

3，497，000 3，387，300 

内
訳

合 計， 3，517，760 3，408，060 

歳 入 予算現額(円) 決算額(円)

国庫支出金

財調副
県支出金 33.0% 1，165，000 1，117，000 

内合
地方債

訳 その他

一般財源 67.0% 2，352，760 2;291，060 

合計 3，517，760 3，408，060 

|人工数(tti 人件12Li| 宝~I 有 I I笥種村 一般 |経常|

活動指標、または成果日儒 H24 H25 
3(人) 3(人)

1補助教員数 3(人) 3(人)

100% 100% 

100% 100% 

2 補助教員配置率 100% 100% 

-・・・・・・・・・・......冒....・・・・...-・・・・・・・..且・・・・・・.....・......
3 

4・・・ー・・・......................-・・・・..................・.....

ー自治体関与の妥当性|妥当である

i I:~:~:~王子:::::|:雪.53Jazi--iヨーヨーZE3
対象(受益者)の妥当性|概ね妥当である

コスト効率 1概ね適正である
効 1;;・..，………….......…|
率 1実施主体の適正化 |概ね適正である

控|副長雨証1;;.......，五記長百長lixbjzixi;ぇiJi両1XiL両市主3L
}目標達成度 I達成している l
有ト ・ ~:;........，I 

効 |類似事業の存在 |存在しない
主性 ト……・......・H ・・・・・・・ | 
上位施策への貢献度|貢献している .. 
補助教員の配置数については県教委の決定によるものであり、市の希望どおりにならない面がある。支援が必要な児童生徒
は増加傾向にあるため、県と連携のうえ、適正な補助教員の配置に向けて、支援体制を検討していく必要がある。

課題

今の後方
計画どおり事業を進めることが適当 改時善期

向性

圃



様式1号(事務事業評価)

平成26年度事務事業評価シート|課局官制(係)I 学校教育課 学務係 | 回 1 -1 16 

事|ノーマライゼーシージわ理念ゐEがりf~王両蚕寸':(J)李校に
!rl特別支援学級が設置されており、通常学級においてもL
歪ID、ADHDなど集団生活に適応できない児童生徒が増
童|加している。こうした児童生徒を支援するため、糊支援
l教育支援員を配置する。

歳出 予算現額(問) 決算額(円)

役務費 115，310 100，980 

支 委託料 5，691，930 5，020，780 
出

内
y 訳

合計 5，807，240 5，121，760 

歳入 予算現額(円) 決算額(円)

国庫支出金

源財 割
県支出金二キ

地方債
訳肉合
その他

一般財源 100% 5，807，240 5，121，760 

dE』=a 言十 5，807，240 5;121，760 

|-.--示{明主 I人工数明人件問。II甘いII会計種別| 一般 |臨時|
※上段:目標

7舌覇福覆__e主正証蔵裏指標
ー、B
S
J

一、‘，，一

出
一
人
一
人
一
側

一

U
7
L
〆
1

0

・
』

L
n
u
n
u
-
-

-
咽
i

4

1

ム一

J
 
J
 
J
 ;
 
;
 
:
 
:
 
;
 

4
て
J

一、J
山
%

Z
で
人
一
人
一

O

U
H
ア
し
…

f
L
…
O

L
E
-
η
t
山
勺

t
山

1
A

•. •• •• •• •• 
-

-

M

-1 I教育支援員数

2 
一，・・・・・・・・・・・・・・・・・・E・.......

....←一一一一一一一

3 

自治体関与の妥当性|妥当である|県費の教職員で補えない部分に対して、市費により支援員を雇用し、補充している
妥 I・M・.....・...............・H ・......;........1...…H・H ・.......・H ・....↑・・

当 |目的の妥当性 一 |妥当である|配慮が必要な児童を支援し、学級運営の安定化を図る
性~....:....;....;..............……...1.............................1

対象(受益者)の妥当性|概ね妥当である

コスト効率 概ね適正である
効 t. ...... .... . ...... .. • . . : ~. . .... . .... . .: . . . . .， 
，率 l実施主体の適正化 |概ね適正である

性『副長局長ii十|通説判長弘元副院平副議長溢パヲジ二伝説記長以
I I目標達成度 |達成している
有}ニ l
効 |類似事業の存在 、|存在しない
性 1...........;.......，.........;.;;.....・ 4
上位施策への貢献度|貢献Lている

平成27年度は当初予算において5名増員し、予算措置したところであるが、支援が必要な児童生徒は増加傾向にあるた
め、学校の状況等を踏まえて、適正な教員及び支援員の配置に向けて、県と連携のうえ、その支援体制を強化していく必要
がある。

課題

今の向方性後 計画どおり事業を進めることが適当
改善
時期

..... 

園



様式1号(事務事業評価)

平成26年度事務事業評価シート|課・局・室・所(係)I 学校教育課 学務係 I INol 卜I32 I 

各学校にいじめ対策委員会を設置する

l平成25年9月に「いじめ防止対策推進法Jが施行された
事|ことに伴い、学校にいじめの防止等の対策のための組織
業|を設置するように義務付けられたoよって「いじめ問題対
概|策の実施に係る協議会等の設置要綱」を策定し、学校に
要Irいじめ対策委員会」を設置するもの。 地域の方に委員になってもらうことにより、幅広い視点からの

いじめ対策を推進する

歳 出 予算現額(円) 決算額(円) 歳 入 予算現額〈円)|決算額(円)

報償費 160，000 39，000 国庫支出金

支:二 財 県支出金
出二

訳内

源割
地方債

訳内合
その他

一般財源 100% 160，000 39，000 

dロh 計 160，000 39，000 dロ』 言十 160，000 39，000 

工数(人役)I ;人件費(円)I I交付税 I.-I I X~~=b" I 
人件費概算 In-~ ， n;;~1 n.. ~~'， {~ol I 算入 iI 無 I I会計種別| 一般 | 臨時

活動指標、または成果指標 H24 

1 Iいじめ対策委員会の開催回数

2 

3 

.自治体関与の妥当性 l妥当である|法律で義務付けられている
妥:ト…..........…n…ー…・"・H・].............................]

H25 

言語、|目的の妥当性 |妥当である|地域の方の意見も踏まえたいじめ対策を推進する
:性~......;.，…山H・H・.-........…… 1.............................1

ι 
対象f受益者)の妥当性| 妥当である

司スト効率 九亡|概ね適正である

i:|持併をES:::|:::持251::防当日52i今14j::::::::::::::::
負担割合の適正化 |適正である

目標達成度 I概ね達成している
有}日 l
効 |類似事業の存在 |存在しない
え二性、.1.................;.. ， 、 :......] 
上位施策への貢献度|貢献している

-F 平蔵亙6年度から始まった取組であるため、各学校で創意工夫し、いじめの未然防止、早期発見、早期対応に繋がる対策を

課題

苓覆「

園

推進していく必要がある。

計画どおり事業を進めることが適当 1251 



様式1号(事務事業評価)

平成26年度事務事業評価シート|課・局宮・所(係)1 教育総務課 | 総務係 1 INol 1一15'1 

重|諮問塑諜嘉乙震建雲監広言|対象|市内在住の生徒樋学する私立学校を経営する学校法人等

議|が設置する私立学校の教育条件の維持向上を図るため、|手段|学校の運営費と施設整備費の一部を助成
|私立学校を設置する学校法人等に学校の運営費と施設 l l 

要|整備費を助成するoQ/ .J (..o"'o.1.._.，，，，.... '.J 1~ .J ...........~_， -=......................__H l!:.L1Y""-- I意図|教育条件の維持向上、在学生徒の就学上の経済的負担の軽減等

歳 出 予算現額(円) 決算額(円) 歳入

学校法人運営費補助金 1，890，000 1，800，000 国庫支出金

支
出

訳内二7 

源財肉 割合
県支出金

地方債

訳 その他

ー般財源 100% 

合計 1，890;000 1，800，000 4 合 計

人件費概算 !人工数判入件間~ I官|無|也詞

若動指覆干吉正直読裏指標三

1 I助成金を学校運営に充てた学校法人の数

2 

3 

H24 I H25 
2校 I 1校
2校 I 1校
100% I 100% 

予算現額f円) 決算額(円)

1，890，000 1，800，000 

1，890，000 1，800;000 

一般 経常

|自治体関与の妥当性|妥当である|綜基本法に瓦市には私豆報舗の爾漏る義務があり、私立学校振興助成
妥 Zi--H・H・-…………I....~.::..~.~~.. ~....I法により、市は私立学校を経営する学校法人等 f;::'補貯金伊給できることになっ

r~';;":;'~fu-';:""""""~-"-"I""~'~'=:;~'~""'I薮.育茶.伴.め.維.持両王苓在.籍窃W;':児童壬徒の就字上の経t芹問責.担お轄誠等~~・;..私.
当]目的の妥当性 |妥当である| 品
性 l.:.~:~_.~;'-~・・H・H ・........ …| … .......... 日…….目一.
|対象象(受益者)の妥当性|検討が必必、要|助成してしい、泊る学校法人とそうでない学校法人があり弘、整理が必要であるo

|ご |コスト効率 1適正である

21長伝説通正1t.:....T...~員五五五|教育猷荏k墓守ぎ;市間前夜等め芳泊三正明宣学校薮育お痕輿{さ努協議
I ~/Jl!:.~ 1_:: "/~.ll... I ~' I ，JJE!J..L- ¥". ~.)'<v I務があるため、適正であるR性 | …...................・・ ...;...1.............................1 

有
効
性r

課題

今の向性後方

|負担割合の適正化 |適正である

目標達成度 三 |達成している

-類似事業の存在 | 存在する |山口県も助成している。

エi掃員二み言語 l 長民主'~'~~"I市内k悲宣嵩寝苦どあ在民市内在在主従あ進辛あ選東肢をï.t lヂぞおち、貰献じ
l |ているo

e 

計画どおり事業を進めるととが適当
改善
時期

園



平成26年度事務事業評価シート|課局宮M所(係)I 企画課

様式1号(事務事業評価)

企画係 lfNal 卜I2 
三三三 11)項目(基本事業)

高等教育機関との連携・活用

空|民主張鷲程立会主ZEZ陸部宗青空|対象~山口東京理科大学、市の関係課との調整)

一1
1山陽小野田市・山口東京理科大学連携協議会」を設置 I手段|連携協議会で企画立案を行い、関係課と大学とで事業を実施。

劃した。市と大学、双方から委員を選出し、協議会を開催。 I~li:a l|必要に応じて専門委員会設置。 I二重図|相互の特性を生かした事業を展開し、地域の発展に貢献する。

『 ヨ I _V"_宿泊四 rrn-¥I 抽皆目(円)
J歳出三 Z 予算現額(円) 決算額{円)

戸支

出
内
訳

.g. 計二 言。 。

iJ 人件費概算 三|入訓告|入句忠~ I官|無|障を| 一般 | 経常
_-合二:計 。

1 1協議会開催回数 2回 2回

l三三 z 、活動指標、または成果指標三 ~ イ壬 H24 1 H25 
2回 1 2回

21計画実施した事業数

川
一
業
…
業

以
一
十
年
…
嘩

川
一

9
一
lr

峨
一
業
…
業

川
一
事
…
事

山
一
日
…
ロ

109.00%. I 155.00% 

3 

自治体関与の妥当性|妥当である|市の課題や地域振興を図るためには、市が関与することは妥当である。
妥 lトトトい"山山.. “. ……...…… .. 山山.. 川..戸.. 山.山山E
当 |旧目的の妥当性 1ごユ 三| 妥当である|市と大学が連携して事業を実施することで、地域振興に寄与する。
性~._..._.:_.____._.....;....・ぷ…1.............................1

|二 ...1対象(受益者)の妥当性| 妥当である
|三j三|コスト効率 | 適正である

11期待~~:~::::::l:::日夜|子市1251翌年汚点5予言11155552言明;::
負担割合の適正化 |適正である

l目標達成度 1達成している
三有シト ~.......................;;.........I 

ι 効三I類似事業の存在 |存在しない
性乙Iド.日ぺζ-三孟里円♂ムん….己=ふ".九"....山……….. …….日山….. 山.帥.一-←一……'川山小.. 
土位施策へのの主責献度|概ね貢献しじvて引て口bい、喝叶る斗|高等教育機関と連携し、地域社会の発展を図っているo.. 
市として山口東京理科大学の公立化を予定しており、公立化後は連携推進事業ではなく、より主体的に市の部局としてまち
づくりに取り組むよう事業の再構築が必要である。

課題

今の後方
事業の休止・廃止の検討が必要

改善

向性
時期

ー業
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平成26年度事務事業評価シート|課・局・室伺{係)I 教育総務課

高
山評

「

業
一
6

一

事
一
一

務
寸
」

事

寸

よ

号
一
一

式
一
陥
一

様

l総務係

事戸丙面示7中学校で;菩麗の学校で証再顧できない、山
1::1口東京理科大学の人的・物的資源を活用した高度な実
言|験を授業で体験できる機会を提供する。 I手段|山口東京理科大学の教員による実験を中心とした授業
要.

歳 出 予算現額(円) 決算額(円)

講師謝礼 81，000 75，750 

キ支
出
内
訳 r 

合 計 81，000 75，750 

三歳入 予算現額(円) 決算額(円)

国庫支出金

財覇訳向 割合

県支出金

地方債

その他

一般財源 100% 81，000 75，750 

合計 81，000 75，750 

r工数(入?:|人件習は |宝引無 II会計旬| 一般 経常

※上段・目標中段:実績下段:達成率

活動指標、または成菓子首謀

• • • • • • • • • 
翌
校
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8
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:
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:
 

1 1講座の実施校数

28% I 28% 

アンケートで、実験や講座を「よく理解できた」又
21 
は「理解できたJと回答した児童生徒

員
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89% I 88唱

3 

自治体関与の妥当性| 妥当である|山口;東京理科大学との包括的連携協定に基づく事業であり、妥当である。
l妥ト…一一…......……......・1.............................1
当 |目的の妥当性 r 正|妥当である|小.中学生の科学に関する興味.関心と学習意欲を育てる事業であり、妥当である。
性 }トト..………..………..………..…..…..….

|対象(受益者)の妥当性| 妥当である|学習の難易度を考慮して学年を選定しており弘、妥当である。

I::Jコスト効率率4 、 | 適正である
:効} ニゐ ..1.............................1・! l T山百東京理粁夫.学王お包.措間JI携.協定k茎:ヲミ草葉であち..市吉夫辛をで.行ちどをi王-I! I実施主体の適正化 |適正である l適正であ苧
立 L::'!~~ ・H・E …...・…十 一…・・・…...t:学・度k・おが右主規・め畏葉ECで実施じ・ぞおち:-市部講・師陣あ涼査費市を・賀担・子る・三.E・
|負担割合の適正化 |適正である|| I .l1s!....1.L." ()(.ra) Iは適正である。

二五占干λよ<l~円?幣?符翌黙号明号 ‘ |忙1a:T.竺門空計で?任JiXL--n三L-L~'''5士士力汁~，竺オ三dTl険i詐j空詐?守存烹空吹三rご乞rど~Jr二二万.}-三沼三さ三ヲ:竺.竺雪黙聖然三竺竺?サ9'!竺?空型，!IJ空翌主?吹j竺竺勿:竺公?で:カ~P'J$サ門雪?主守門門守切幣空?押~?t竺?tで三烹史三?ぞ守主ぞ史5土主史烈..1::男.1::伺盟里黙円
効 |類似事業の存在 |存在しない

性陣伝言ぷ言語|副主.~.~6.1員長浜房長説仁三伝説芸品正面ぶぷ;L;.. 
平成19年度に始まって以来、ほぽ毎年受講してしも学校がある一方、一度も受講した事がない学校もあったが、平成24年
度から、初受講の学校が1校ずつ増加するなど、呼び掛けの効果が徐々に現れてきていると考えられる。今後も校長会で受

課題一

講を呼び掛けるとともに、申込状況に応じて、複数回、募集する。また、昨年度に行った受講児童、生徒に対するアンケート
調査の結果を案内文書に添付するなど、講座の魅力を伝えることで、これまで受講したことがない学校の受講を促す。

今の後方
計画どおり事業を進めることが適当

改善

向性
時期

園



平成26年度事務事業評価シート|課・局.~.所(係)I 教育総務課 | 

様式1号(事務事業評価)

1 INol I一|7 ・総務係

.山口東京蚕科大学との包括的連携協定に基づき、科学の祭典と
事|して、多数の来場者を見込める市内の大型ショッヒ。ングセンター
業|で、2日間開催する。市内の4つの高校、山口東京理科大学、 6
概|社程度の企業がブ‘ースを出展するほか、市内の小・中学生が作
要|成した科学作品を展示し、優秀作品を表彰する。

算概費件TlA
一

l人エ数(ttlM122Ll|鷲見|無1同匂| 一般

歳 λi 予算現額(円) 決算額(円〕

国庫支出金

源財: 割
県支出金

地方債
内合
|訳 その他

一般財源 100% 500，000 445，113 

ぷロ』 計 500，000 445，113 

歳 出 予算現額(円) 決算額(円)

かがく博覧会負担金 500，000 445，113 

支

出内訳三

合，計 ， 500，000 445，113 

臨時

活動指覆， (または蔵裏指標 H24 H25 

1 1来場者数 1.....約三'9Ö"ö:~"'r":品i3.，15Ö.öA....

21ブースの出展数
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|自治体関与の妥当性|妥当である|山口東京理科大学の包括的連携協定に基づく事業であり、妥当である。
妥 f......戸H・M ・....……ー“円…山1.............................1ト
当二ム|目的の妥当性 | 妥当である I未来を担う人材が育っきっかけを作る事業であり、妥当である。
|性 f.........叩…ー……….....1........ 十
対象(受益者)の妥当性|妥当である I理科の基礎基本や応用を学習する段階にある年齢であり、妥当である。

コスト効率 |適正である
効ト・・....・M ・.....….............・H・.1.............................1.
率 |実施主体の適正化 |適正である|山口東京理科大学との包括的連携協定に基づく事業であり、市が行うことは適正である。
性 I・M ・..・・円…….........;:.，.，;+............................1卜
| 主 |負担割合の適正イ化じ | 適正である|市と山口東京理科大学との共催事業であり玖、開(催雀経費の折半は適正である。

Ifl 有J~.里?空空幣守宇ミ |忙~Ud.空烹で?仕と三'"(1士ごY冒:どだ叶1引竺寸:三オfオ|秀烹雪戸宇予ぞ"7三二二.巳円門常?空?た?三?.!一1一均宇jlflJ性号士tß一空一ヤ.';::1守明'門円於戸号.
{ 劫ごJ主 I類{似以事業め存在 I存在しない

|:主|エ説副長伝|説石弓|当選議議員;品目お長引:説こそは.ト
平成26年度の来場者数は前年度より300人多い3，800人で、あった。これは小・中運動会開催日と重ならなし、ように、日程を
一週間遅らせたことが影響したと考えられる。今後もできる限り、学校の行事と重ならないように開催するとともに、より多くの方

課題

に来ていただけるようにクイズラリー等のイベントを実施してして。

l旦今の世後方 計画どおり事業を進めることが適当
改善
時期

園



様式1号(事務事業評価)

平成26年度事務事業評価シート|課局E室置所(係)I 社会教育課

大項目(政策)

家庭や地域社会の教育力の向上

社会教育係 | 回 1 -1 1 1 

歳出 予算現額(円) ;望草塑(円)

需用費 318，480 318，480 

支
出

内
訳

」広』司 E十 318，480 318，480 

仁

歳 入 予算現額(円) 決算額(円)I 

国庫支出金

財 県支出金
源割
地方債

内合
訳 その他

一般財源 100 318，480 318，480 

dロ』 計 318，480 318;480 

人件費概算 !人工薮司九人件費(円~I 官|無| 同問| 一般

1回

活動指標、または成果福覆 H24 

1回

H25 

1回

1 1楽集生活発行回数 1回

21公民館の利用者数

100% I 100% 
130，000人 1 130，000人

139，886人 1 138，286人

108% I 106% 

3 

自治体関与の妥当性|妥当である|社会教育法で地方公共団体の事務と定められており、妥当である。
妥 t.一..吋±竺山m円.. 円山.巳山山1ド山山円宅υ引山….. 山.. 山.... …..山...…..山.. 山.“.日………..…..…..……… .. …….“山….叫山......叶j.............................j
当， I目的の妥当性 三|妥当である|妥当ではあるが、社会教育の目指すところの理念の共有が必要
性ど}・..........・......……H・H・-……1.............................1
|対象(受益者)の妥当性| 妥当である|広く市民に対して、情報を提供しているo

I<~)J [:，スト熔 |適正である|社会教育導入への向けにな引る。Eト・・・・・・・・........・・同・........................1.............................1
率 I実施主体の適正化 |適正である|今後、公民館運営協議会への委託(現手法)の見直し
性'1":.;..:..;.・H・....................….'"1.............................1
l負担割合の適正化 |適正である l本事業は、市が主体となって実施すべきであり、適正である。

有
効
性

目標達成度 達成している|目先の数値目標ではなく、長いスパンで、の理念実現の観点、ももつべき

類似事業の存在 γ |存在しない|県がすすめる地域協育ネットを念頭に置き事業展開を行う
-・・・・・・・・・・................・・・・・・・・・・・・・・・・.1.............................1・・・・・・・・・・・・・・・・・ ・・・E・・・・・・・・a・・・・・・・....・......................................・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・E・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・E・・・・・・.....................・・・・・・a

上位施策への貢献度|貢献している|総合計画の施策体系の「社会教育の充実Jに結ひ'ついている。.. 
学習機会の情報提供を行い、広く市民の学習意欲を喚起し、協働のまちづくりの礎となる市民力を更に両める努力は必要o
公民館事業、クラブの活動内容の向上に加え、 H26年度、楽集生活を発展させた刊行物の発行した。

課題

今の向後方性 計画どおり事業を進めることが適当
改善
時期

園



様式1号(事務事業評価)

平成26年度事務事業評価シート|課・局・室園所(係)I 社会教育課 人権教育係 | 回 1 -1 3 1 

歳 出 予算現額(円) 決算額(円) 歳 入 予算現額(円) 決算額(円)

報酬 66，000 54，000 国庫支出金

支 旅費 87，920 61，110 財 県支出金
出

訳内

;頂割
地方債

内合
訳 その他

一般財源 100 128，000 115;110 

合計 153，920 115，110 dロb 計 128，000 115，110 
l人工数(人役)1:入件費(円)I I交付税 I_ I 1 .4~J.吾 I _R/L I 

与件費概算 1 0刈 別問~ I算入 |無 II会計種別| 一般 | 経常
※上段:目標中段:実績下段:達成率

三 、ミア 活動指標、または成果指標 I H24. I H25 ..... I I H26 !目標
2回 1 2回 1 I 2回 |達成

1 I会議開催数 j""..........i国……1…一三面 H・H・"'1 r…・ 3面・....・H・'1度+

2 

3 

50% I 100% 

自治体関与の妥当1蛙主|妥当である|識見者の答申を受けて、教育行政の推進に生かすものであり札、妥当である。
妥 iトト"川………..山…..川山……..山山.“山山.“川..山………..山……….日…………..…………..山……..山….. 川.. ……… .. 山….. 山….. 山……….“山….. 山….. 山.川.…….山...…矢
当 |旧目的の妥当性 1妥当である|家庭や地域社会の教育力向上に寄与するものであり、妥当である。
性 F.............・H・...…-…..............1.............................1
対象(受益者)の妥当性|妥当である|識見者の答申を受けて、教育行政の推進に生かすものであり、妥当である。

r Iコスト効率 |適正である|経費は有効に活用しており、適正である。
効 十.._.............……......・H・-….~.・卜・・ l 
率己実施主体の適正化ニ 1適正である|社会教育の推進は、市が主体で実施すべきであり、適正である。
叫二 ....i....・-・M・o・........・H・・……"・・・.1.............................1
l負担割合の適正化 |適正である|社会教育の推進に係る支援は、市が主体で実施すべきであり、適正である。

I ;g 1界照子 :..，;..;.;:..1明日.211!???fT115秀子三プ?空でた:
効ー|類似事業の存在三三|存在しない
性 ι…...・H・...-....一戸・，...・・........1

ヒー
上位施策ぷの貢献度|貢献している|地域社会の教育力向上に貢献している。

-F H26年度「活力あるコミュニティ形成のための社会教育の在り方についてJが答申され、その中で、テーマ解決に向けての方
向性、具体的な対応方策等の提案事項が示された。ハードノレの高しものもあるが、その実現に向けて努力してして。

計画どおり事業を進めることが適当

園



様式1号(事務事業評価)

平成26年度事務事業評価シート|課M局・室刊(係)I 社会教育課 社会教育係 | 回

事|職員百証言ミ教育主事有責格者は手京語1f.度現在で4
1::1名。社会教育主事は、社会教育行政の企画、実施に当た
毒|り、それらを通して市民の学習活動を支援する役割を有し
要|ており、社会教育行政を的確に行うため、資格者の適正
1ft確保に努める。

歳 出 予算現額(円) 決算額(円) 歳 入 予算現額(円)

旅費 366，440 341，490 

三:H向tI z 
負担金 11，000 8，000 財調両アー割合とF

国庫支出金

県支出金

地方債

ニム訳 訳 その他

一般財源 100 377，440 

合計 377，440 349，490 d口L 言十 377，440 

r郡町人間礼|官ド|陣別|一般
活動指標、または成果指標 H24 

1人

H25 

1 r講習受講者 l人

100.00% 

2 

3 

白治体関与の妥当性 l妥当である↓社会教育法で地方公共団体の事務と定められており札、妥当である。
妥 ご I卜卜u山山….. 山….. 川.叫山..山…....…….. 山….. 山冒叫.一….“山.
当 }同目的の妥当性 I妥当である I本市の社会教育の充実を図るための事業であり、妥当である。
l性u ト.....・H・-…..-....・H・.................十…....・H・-ト

対象{受益者)の妥当性| 妥当である↓社会教育経験者で、かっ適正をみて受講者を選んでおり、妥当である。

コスト効率 適正である|本市の社会教育の充実を図るための事業であり、適正である。
効 fい皇り伊.. 山.
率 |実施主体の適正化 |適正である|国が指定する講習施設で受講するため適正である。
性占 iトト.. 山山…….山山………旨H山….“……盆"….. 且H……….. ……盟H………….“…….“山….. 山..…1竺?アγ'………"………….. ………… .. …… .. …… .. … .. “山…….“….山…"山...…………且u……….“山….“山.“...…斗.1↓lト卜トE目一............................1
負担割合の適正化 |適正である|本市の規則にもとづき算出しており、適正である。

I -I 19 

決算額(円)

349，490 

349，490 

臨時

目標達成度 I達成している|専門的な知識を持った職員が指導することができており、目標を達成している。
有 fぷ…H・H・..…"………1 ・・・・ ・ l 
効 I類似事業の存在 |存在しない|他に類似の資格はない。
|性|…"…土 ・・・・"・ I.....~:..:......... ~.........I 
上位施策への貢献度|貢献している|総合計画の施策体系の「社会教育の充実」に結びついている。.. 
県内他市に比較して資格者数が少なく、隔年で受講させる等、資格者の増加を確実に図る必要がある。

課題

今の後方
計画どおり事業を進めることが適当

改善.

向性
時期

園



様式1号(事務事業評価)

平成26年度事務事業評価シート|課・局副室・所(係)I 社会教育課 社会教育係 l 回
大項百T蔵葉) 六一一] 三一層項目(施策) ， で 小項目(

家庭や地域社会の教育力の向上

o:bo I 平成両手}こ開館、平扇扇~度から指定菅重者制度の導
主|入による、民間活力を活かした施設の有効活用や効率的

義|運営が期待されている。

1 -1 14 

要1 1意図 l宿泊研修施設及びふれあい交流施設としての機能の活性化

歳 出 予算現額(円) 決算額(円) 歳 入 予算現額(円) 決算額(円)

需用費 14，000 13，928 国庫支出金

重訳出内

役務費 26，000 25，722 

委託料 27，258，000 27，257，682 

財 県支出金

源内 割 地方債
dE』3 

訳 その他

一般財源 100 28，256，652 27，297，332 

メE』ヨ 言十 27，298，000 27，297;332 dE』コ 計 28，256，652 27，297，332 

k Â{4.~... I人工数(人役)1人商問 |而I:cI r ~"ü"; .，;" I -':>u-I 一ー人件費概算 1 0.21 山仰~ I 算入~ I無 II会計種別| 一般 |経常・臨時

※上段:目標中段:実績下段:達成率

活動指標、または成果指標 乞 I H24 ul H25 '1 I H26J目標 l
， 160，000人， 160，000人， I 160，000人|達成

11利用者数 ド15り4'iiA"'T'"百五五iX"lr"'i5i'，'6o'2)cl度
94% I 96% 

21利用促進イベントの開催

3 

|自治体関与の妥当性|妥当である l指定管理制度導入施設
i 妥~...........;....... .'...吋....・M・ '''1 ・M ・..~..，.............................，

当寸 l目的の妥当性 子|検討が必要|観光施設としての側面が強く、今後の館のあり方を検討する必要がある。
|性|…十 z ……!… 1.............................1 
、|対象(受益者)の妥当性|妥当である|広く市民をはじめ、交流人口増加に寄与しており、妥当であるo

lコスト効率 ι 町三 |検討が必要|直営時に比べ、大幅なコストダウンが実現。
ー効 ~..・H・.........・H ・-二...・H・......・H・ .....1.............................1

ミ率 |実施主体の適正化，適正である|指定管理制度導入施設
性~.........・H・H・..................…山，.............................，

|負担割合の適正化 |適正である|利用者に相応の負担を課している。

|目標達成度二 |概ね達成しーている|利用者数は、概ね目標人数を達成している。
:有ト…….....・H・....・H・............-1.............................1
効 |類似事業の存在 |存在しない|青年の家(宿泊サービスは休止中)
性ト......…ー……・....・H・..;..1.............................1
|上位施策への貢献度 l貢献している|総合計画の施策体系の「社会教育の充実」に結びついているo.. 
平成26年度から新たに3カ年の指定管理期間となる。度重なる突発的故障への対応に苦慮している。青少年宿泊施設の位
置づけであり、社会教育課が所管しているが、すでに研修を伴わない宿泊も可となっていて観光施設としての側面が強い。
今後の館のあり方を検討する必要性がある。

課題

今の方後
計画どおり事業を進めることが適当 改時善期

向性

園
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様式1号(事務事業評価)

平成26年度事務事業評価シート|課，局宮・所(係)I 社会教育課 社会教育係 | 困 1 -1 18 
中項目(施策)

生涯学習推進体制の充実

事|昭和51年7の開設。糸根公固と合わ吾詞7万ITfの広大な自
~I然環境とともに青少年の研修・宿泊施設として利用してき
毒|た。平成畔から耐震等の問題で宿泊部門は休止。ボラ
要lンティアの協力を得ながら運営を行っている。

意図|施設の適正な管理を通して社会教育施設の充実を図る

歳 J 出 予算現額(円) 決算額(円) 歳入 杢算現額(円) 決算額(円)

報償費 72，000 72，000 国庫支出金

支 需用費 4;034，600 3，637，622 財 県支出金
出
役務費 105，632 91，481 

内
源肉 割合 地方債

二訳 委託料 2，844，240 2，819，143 訳 その他

使用料、公課 29，000 27，745 一般財源 100 7，085，472 6，647，991 

合計 7，085，472 6，647，991 dE』2 計 7，085，472 6，647，991 

AU AB 目 ，，.E 
(人役)1λI暗市I] I交付税r-:.I r三ι一一1

| 0.21 印刷~ I 算入 |無 II会計種別| 一般 経常入件費概算

※上段:目標中段:実績下段:達成率
活動指標、または成果指標 H24 1 五25 1 I H26 |目標 l

20，000人 1 20，000人 1 I 20，000人 |達成
1 I利用者数 20，142人 I20，360人 II 20，040人 l度

101% I 102覧

2 

3 

t自治体関与の妥当性|妥当である宇土会教育法で地方公共団体の事務と定められており、妥当である。
妥 f...............…….............・山:1 ・4 
当，旧目的の妥当性 主主:_ ..，検討が必必、要↓研修施設と凸い、ぢう側面よりも、体育施設としての利用割合が非常に高い。
【性性、 }トトトト..……..…..………….日……..一…..…且...…..….
対象(受益者)の妥当性|妥当である l広く市民をはじめ、近隣他市からの利用者も多いo

コスト効率 適正である
効 f"..・I・H・-………山・・・・・A・H・....・1.............................1
率 |実施主体の適正化 |適正である|市が管理する施設であり、適正である。
性 f......・H・-…'":-'...~. ".~-"-":'-"'" .-，.-・;.1.............................1
， 1負担割合の適正化 |適正である|利用者へ利用料を課している。

目標達成度 達成している|社会教育施設として埴生地区のみならず、市内外の人から利用されている
有二h-一.九.... 
効 |類似事業の存在 | 存在する |きらら交流館
性 |卜卜..山………..山……….“……..……..…...日………'向山…….凶山…..山.叫...……….，山……..山….，山.凶..日………..…….竺一ベ一.日..一ぷぷ山"………..山…..
.上位施策へ=の貢献度|貢献してしい、泊る|総総、合計画の施策体系の「社会教育の充実」に結びついている。

.レ
研修棟や体育館、天文館について、適切な管理、整備を行し、ながら、公共施設としての利用に供する。
埴生地区公共施設再編の協議動向を踏まえ改修を計画する必要がある。

課題

今の後方
計画どおり事業を進めることが適当

改善

向性
時期

固



様式1号(事務事業評価)

平成26年度事務事業評価シート|課a局E室・所(係)I 社会教育課

中項目(施策)

生涯学習推進体制の充実

事|開館後13牛が経過し、耐肩年数をこ五た薗前のみなら
:!:Iず、突発的な故障が発生する。指定管理者との契約にお
ま|いて、 1件10万円以内120万円までの修繕は指定管理者
室|だが、それ以外は市が経費負担することになっており、修
l繕対応する。

歳 出 予算現額(円) 決算額(円) 歳 入

需用費 5，922，267 5，922，267 国庫支出金

三出訳支同三r 

委託料 582，600 480，600 

備品購入費 472，689 437，400 盟訳酎内五劃責= 

県支出金

地方債

その他

一般財源

合計 6，977，5561 6，840，267 合計

社会教育係 | 回 日三2

予算現額(円7 決算額(円)

100 6，977，556 6，840，267 

6，977，556 6，840，267 

一般 | 臨時

若動指標Jまたは成果指標 1. H24 1 H25 

1 1補修箇所 …・5面前一..T....・13昔前…

2 

3 

l自治体関与の妥当性|妥当である|指定管理導入施設

:i-116伝子二::I:記長"1併存者掃討i:場浅野話再三五チ汚さ::::::
対象(受益者)の妥当性|妥当である|利用者の快適な利用に直結する事業であるため、妥当である。

コ2又Eト効率 、 1適正である↓突発的故障に対しては、故障箇所の特定とともに再発防止のため多額の経費が必必、要となる
、効効 lトト卜.町叩…"刊.. 山;…………....………..山….. 山...……….. 山…….. …… .. …..… .. 山….. 山.'1.............................1↓E 
率 |実施主体の適正化 |適正である|市の施設であり、維持管理に努める必要がある。
性 1.... ・H ・........ … "…………H……且H………….. ……且日一….. …...………… .. …… .. …… .. …...………… .. …… .. ………… .. ………… .. ……… .. …… .. …....1 

4< 1負担割合の適正化 |適正である|ド1件1叩O万円未満については指定管理者が対応

目標達成度 | 達成している|利用者に迷惑をかけないように、事業を実施している。
有ド....・-………I・M・...日......…1.............................1
効モ|類似事業の存在 1存在しない|青年の家(休止中)
世 lト"山……….. 山……….. …… .. …… .. 山.“.“……….叫山….. 山….日山...…ぺ.. 
上位施策代の貢献度|貢献している|総合計画の施策体系の「社会教育の充実Jfにこ結てびFつLい、て1しいdハ、るo

..... 
開館して14年を経過し、施設の老朽化が顕著。計画的な設備更新が必要だが、多額の経費も必要となる。
26年度は、トロン温泉のオーバーホールに加え、空調、ガス漏れ、漏水、送水管ポンプ、冷水機、浄化槽ポンプの修繕を
行った。

課題 空調は、耐用年数を超えたものが多数あり、順次更新していきたい。

今の後方
計画どおり事業を進めることが適当

改善

向性
2時期

固



目

様式1号(事務事業評価)

平成26年度事務事業評価シート|課局宮・所(係)， 中央公民館

太項目(政策J 中項百{施策7
家庭や地域社会の教育力の向上 生涯学習推進体制の充実

士 E公民館運営協議会に管理運営を委託している。中央公
芸|民館では、館(長)に対して館運営全般の統括を行ってい
概|る。大規模修繕は中央公民館経費で対応o

l回 1 -1 3 1 

要|運営協議会への委託料部分を除く施設管理。
意図|適正な施設運営管理、生涯学習の地域拠点、施設を提供

歳出 予算現額(円) 決算額(円〕 歳 入 予算現額(円) 決算額(円)

旅費 220，000 77，500 国庫支出金

支三 需用費 15，393，828 15，234，942 

役務費 697，327 628，523 
踊財向三ー割合ニ
県支出金

地方債

委託料 8，408，000 7，825，131 訳 その他 17百 4，801，000 4，225，084 

使用料賃借料 1，657，309 1，657，309 一般財源 83% 21，575，464 21，198，321 

合計 26，376，464 25，423，405 合計 26，376，464 25，423，405 

l人工数(人投)1人件費情円 I交付税， - ， 長，;.l.'l';!i!;l，1I 
人件費概算 | 6.5司| 附仇引印1ロ叫2

， . a，L d ' ，害t白

※上段:目標中段:実績下段:達成率

活動指標、または成果指標 .， H24. ， I H25 I I H26 1目標 l

250，000人 I230，000人 II 230，000人|達成
1 1利用者数 r...z.io五日x..r..2.ZO.;5日X...l r.Z26.:O55X.l 度=

92% 1 96% 

2 

3 

l自治体関与の妥当性|妥当である|施設のハード面における大規模事業について、市にて対応をしている。
妥 トム………山・..........……1.............................1
当 |目的の妥当性 |妥当である|施設の改修を年次的に行い、安全で快適な施設維持を目指している。
性 1...，.........................:....".........1.............................1
対象(受益者)の妥当性l妥当である

コスト効率 l適正である|予算内で危険度に応じて適正に執行しているが、老朽化が進んでいる。
効}…H・H・-….....・B・-一……..;;1.............................1.

率 |実施主体の適正化 |適正である
性~:.::;:....."..........:.................， ..I

負担割合の適正化 適正である

目標達成度 1概ね達成している|危険度が大きい順に適宜修繕等を行っている。
有ト.......~.~.~.....~...~..・a・…・..~.・ ..1… l 
効 |類似事業の存在 |存在しない|類似事業無し。
性 1..;..'...・H ・-……………・1.............................1
上位施策への貢献度|貢献している|危険度の少ない快適な施設とすることにより、社会教育、生涯学習の推進を図っているo.. 
老朽化が著しい施設が多いため、雨漏りや建物の損壊等が見受けられる。緊急性、安全性を考慮して、順次対応している
が、快適な地域拠点となるように、更なる配慮が必要である。
館長との連絡を更に密にして、地域及び利用者の要望を汲み取っていける体制づくりを行い、安全面はもちろんのこと快適

課題 性の向上を含めて検討する。

今の方後
計画どおり事業を進めることが適当

4改善

向性
時期

圃



様式1号(事務事業評価)

平成26年度事務事業評価シート|課E局・室面所得)I 中央公民館

中項目(施策)

生涯学習推進体制の充実

|回 1-1 4 1 

事l会館は、校区の生涯学習の拠点であり、ふるさとづくり協
~I議会に管理運営を委託している。主催講座の開催、また
まlクラブ・サークノレ・貸館などで8千人の利用者があるo平成
主I~年の建築で市内公民館の中では一番新しいが、長く館
1の機能を維持するには、年次的な整備が必要である。

歳出 予算現額(円) 決算額(円)

報償費 116，000 110，000 

主出訳向主毛

需用費 772，000 705，830 

役務費 44，120 38，680 

委託料 2，122，000 2，118，600 

使用料ほか 93，200 88，200 

合計 3，147，320 3，061，310 

歳入 予算現額(円) 決算額(円)，

国庫支出金

財 県支出金
j原書Ij
地方債内合

訳 その他 1% 101，000 39，950 

ー般財源 99覧 3，066，000 3，021，360 

dEbヨ‘ 計 3，167，000 3，061，310 

入件費概算 |人工数(澗人件間ヰ|想見|無|同匂| 一般 経常

98% I 110% 

H25 

350人

活動指標、または成裏指標 H24 

350人

1 I主催講座参加者数 333人 352人

21施設利用者数

同
一
∞
…
回

i
一
人
一
人

日
一
∞
…
卯

3 

自治体関与の妥当性 妥当である|管理業務を委託としているが、市で統括している。
妥 r…・........…..…................，.............................，
当 |旧目的の妥当性 | 妥当である|地域のニ一スを把握し、会館運営に反映させているo
性 |トトト..…………..………….日…….日…….日…E一………..…….日山….町山司..………....…………..……..…....……..…..品山.....山.日…F
対象(受益者〉の妥当性| 妥当である|専ら地域住民が利用する施設である。

コスト効率 適正である|管理業務を地域団体に委託しており、適正である。

il持労骨511;:;;;:|::E551:l示2225J;王子尚子512115;::::
負担割合の適正化

目標達成度

適正である|管理部門を地域団体で行っており、施設維持管理は市で対応している。

達成している|適正に会館運営がされている。
有 v・H・，.......・H・......・H・.，…・H・H・.....，.............................，
効 |類似事業の存在 |存在しない|類似事業無し。
性ト........…...・H・..…………卜 .........................1
上位施策への貢献度|貢献している|津布田会館の発展により、社会教育、生涯学習が発展している。

.レ
課題

今の方後
計画どおり事業を進めることが適当

改善

向性
時期

園



様式1号(事務事業評価)

平成26年度事務事業評価シート|課E局室置所(係)I 中央公民館 |回

大項目(政策) 中項目(施策) 小項百T
家庭や地域社会の教育カの向上 生涯学習推進体制の充実

公民館等施設改修事業

事|公共施設の利便性の向上
~IH25年度は、地域公益事業を活用して、厚陽公民館のト
高|イレをバリアフリー化。
IH26年度は、公民館の階段手摺りの設置・改修を4か所で
要|実施予定。

[I己

歳 出 予算現額(同) 決算額(円) 歳入入 予算現額(円) 決算額(円)

主出 主

修繕料 1，416，000 L053，950 

「内

国庫支出金

財 県支出金
源割
地方債内合

二訳、 訳 その他 100首 1，416，000 1，053，950 

一般財源

合計 1，416，000 1，.053，950 dロbら 計 1，416，000 1，Q53，950 

手間概算 二二|人工数(人?:l人件問。II想見|無l巳画 一般 | 臨時

活動指標Lまたは成果指標 H24 1 H25 

…………..1:.… 1曾毘.
1 1改修箇所

2 

3 

自治体関与の妥当性|妥当である|市有施設0
4 妥 I.~:.i. ・ H・..…H・H・…H・H・..…・・1.............................1

当三|目的の妥当性 |妥当である|利用者の利便性向上
性 l…...........…...・H・..;-.-...;..........1.............................1

1箇所

100.00% 

対象(受益者)の妥当性|妥当である|障害等をもった利用者への対応

|よ |コスト効率 |適正である

i 祥子持~:1{~:J 翌??.if--:#!?:E予言さ....
|負担割合の適正化 |適正である

I -J目標達成度 |達成している|山口県福祉のまちづくり条例に適合する改修がなされ利便性が向上した。
有 1....:.........;....・……・..:....;..:，_;:1........................ ト
効 |類{似以事業の存在 l存在υkい|類似事業無しιo 
性主lトト.“山川6“.
| I上位施策への貢献度|貢献している|山口県福祉のまちづくり条例に適合する改修がなされ利使性が向上したo.. 
山口県福祉のまちづくり条例に適合した手摺の設置及び改修を両千帆、出合、厚陽、埴生公民館で実施。
今後、十分な財源、が確保され、公民館の大規模改修や建替えが行われる際は、エレベータの設置が必要。

課題

今の向方後性 計画どおり事業を進めるこ左が適当 改時期善

園



様式1号(事務事業評価)

I INol 1一11 1 平成26年度事務事業評価シート|課 a局官官所得)1 中央図書館

大項目(政策)

家庭や地域社会の教育力の向上

中項目(施策)

生涯学習推進体制の充実

事|蒙雇手面域社会の教育方め両王を肩福子園書館を計画
~I的な修繕・補修などにより継続的な施設の保守・維持管
毒|理することで、図書館の利用者にとって安全で快適な環i手段|資料の選書、購入、貸出、レフアレンス等の図書館業務
要|境、そして充実した情報の提供や発信を行ってしく。

歳=出二 予算現額(円) 決算額(円)

需用費 11，391，926 11，391，926 

支 委託料 11，170，000 9，381，787 

晋出向J 

使用料及び賃借料 866，744 836，030 

備品購入費(図書購入費) 4，732，000 4，601，786 

その他 708，000 509，559 

.g- 言十 28，868，670 26，721，088 

歳入 予算現額(円) 決算額{円)

財

国庫支出金

県支出金
源割
地方債

内合
訳 その他

一般財源 28，868，670 26，721，088 

合計 28，868，670 26，721，088 

|人工数(人役)1人件費(円)I 1交付税1ム11ム;.1."+%1;111I . rlIT1.J I 
人間概算 1 8.51 川町刈 | 算た|無 II~員十種別| 一般 | 経常

※上段:目標中段:実績下段:達成率

一活動指標、または成果指標 1. H24 .....1 H25 1 I H26 1目標
1 130，000人 1130，000人 1I 133，000人|達成

1 1入館者数 1128，616人 rIZ9)i99人 1r 1Z8.66I人 1度

91.20% I 91.40% 

21貸出冊数

i
-
冊
…
冊

山
川
一

O
叫

5
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一

n
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い
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mm
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向
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一つ山

円

L
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n
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3 

自治体関与の妥当性|妥当である|図書館法、社会教育法第5条第4号第9号、市条例の規定により妥当である。
妥 1...........:..;..“…山H・H・H・H・H・+............................1
当 |目的の妥当性 | 妥当である|情報の提供拠点として重要であり妥当である。
性.……ーH ・H ・......…...........…1.............................1
|封象(受益者)の妥当性| 妥当である|全市民が対象であり妥当である。

|ー|コスト効率 蜘|適正である

il持層5慢性1~......r..五~~~::J~:~~:男子持211:11117542F55riffi!?京王
|負担割合の適正化 |適正である

|目標達成度 1達成している
有 1.....::.;................;............;.;...1
効 |類似事業の存在 |存在しない

性 rエ雨量二ぷ語長|長古c:t'~'~~'l記長記長以-ぷLG晶子五日;五五五福エ;;千五五日;;ぇ
.い

平成27年7月から、宇部市民‘美祢市民に図書等の貸出を開始することにより、入館者、貸出冊数ともに増加すると予想され
るため、蔵書やコーナー及び職員研修によるレファレンスサービ、スの充実を図り、より魅力的な図書館づくりを行う。なお、駐l

謀題

車場の確保については、市民館等隣接施設との調整により確保できている。また、施設の老朽化により安全快適な施設の維
持管理のため、空調設備等の改修等を行う。

今の方後
計画どおり事業を進めることが適当 改時善期

向性

固



様式1号(事務事業評価)

平成26年度事務事業評価シート|課 a局・室置所(係)I 中央図書館

中項目(施策}

生涯学習推進体制の充実

士 E市昆ぷ両手Ij{更性を考えi吾地域にある分館、厚狭図書
芸|館、各公民館及び山口東京理科大学に希望図書の配本
国|や連絡、また各公民館に設置されたブックポストも含め貸
霊|出図書の返却回収を行い、市民サービスの向上と蔵書の
l利用増進を図る。

歳 出 予算現額(円) 決算額(円) マ歳入
も一一 一 需用費(ガソリン代) 189，300 189，208 国庫支出金

二支 役務費(公用車車検) 17，270 17，270 財 県支出金
出
公課費(公用車重量税) 12，300 12，300 

I訳内

源割
地方債

内合
訳 その他

一般財源

dロb見 計 218，870 218，778 4ロ』 計

l回

予算現額(円)

218，870 

218，870 

i人工数(人間人{ir;。||叡見|什同問| 一般
| 若動指標，または成果指標 4

1 1対象施設数

21阻本回数

3 

H24 1 H25 

11施設 I 11施設
11施設 I 11施設
l00.00% I 100.00% 
99回 I 99回
99回 99回

100.00% 1 100.00略

自治体聞与の妥当性 l妥当である|図書館業務であり弘、市で行うことは妥当であるo
妥 |トトト"川.“...………"……"叫.“...…"川.… ……a ……………"………"……….一……Jμ一…"

当 l同目的の妥当性 | 妥当である|近隣施設での貸出、配本、回収は図書館利用の増進に必必、要。
f性主 |卜卜ト目……….日……….目….目…"町……"…"…"…・…同…….....・H ・....ト l 

対象(受益者)の妥当性| 妥当である

コスト効率 適正である

fil持層EH955:::I:長五日祥寺汚;百三1115長155:::
負担割合の適正化 適正である

目標達成度 |達成している

iE引:三-[語示|詰示詰示柑桝14停H#併子詳柑言#折-仔栴抗子存京京広広手F守子ζ，...."三ご刀";"'''1''''五:主京:日日55主~:~::}伝?貯-可所ザ:RE伝Hf仔円内:5努巧守今刊何仔椋HF円符民持:j5E尽(5f惇;;主:存存#桶柑-言手予所;予予男-子予予与.jh沿説1?註:さh
上位施策への貢献度|貢献している .. 
特になし。

課題

今の方後
計画どおり事業を進めることが適当

向性

圏

改時善期

1-1 4 1 

決算額(円〉

218，7781 

218，7781 

経常



様式1号(事務事業評価)

平成26年度事務事業評価シート|課・局室面所(係)I 中央図書館 ] INol I一I7 I 

.市民の要望、地域社会の課題解決に応えてしてためには、充実した
事|図書館サービスを実施するうえで必要となる十分な量の図書館資料
業|を計画的に整備しなくてはならない。特に近年の情報化社会の進展
概|に対応し、レフアレンスプ‘ックや最新情報が入手できる各分野の新刊
要|図書や雑誌の拡充を図ることにより、市民の多様化・複雑化する情報
.ニーズに的確に応えていく。

高露 出 予算現額C円) 決算額(円)I 
備品購入費(図書購入費) 2，700，000 2，700，0001 

支
三出

f 内
も訳

合計 2，700，000 2，700;0001 

歳入 ー予算現額(円)

国庫支出金

財揮向 割合
県支出金

地方債 l

訳 その他

一般財源 2，700，000 

合計 2，700，000 

人件費概算
l人工数(人役)1人件費(円LJI交付税 1_1 Iム邑話回目|
1 0.71 1，703，叫 | 算人 | 無 I I会計種別| 一般

※上段:目標中段.実績下段:達成率

活動指標、または成果指標 H24 1 有吉一寸 I H26で |目標 l

一一一 一一 達成

1 1図書購入費(増額分) 度

2 

3 

決算額(円)

2，700，000 

I 2，700，000 

臨時

自治{体本関与の妥当性 l妥当である|図書館法、杜会教育f法去第5条第4号第9号、市条例の規定により妥当である。
妥 f.ぜ“一、山.
1:皇:.1同目型明空妥当性 | 妥賠当三ヨある |巨F書資料の充実'~"J三しい、三市民か2強蜘しい、要望T烹空<bfJ妥当であ抗る。

←戸一_J同慨対鵡象(噛受拍益者削)川の妥踏当性削| 妥吋る |性全鋪市民脚が対鳩象で功あり限妥封吋あ抗る。

コスト効率 適正である

il員長存:544:::|::言5155:lEE--6151:日:21汚点:154F25132:25i;::::
|負担割合の適正化 |適正である

|目標達成度日 I達成している
有.f............;;..~:~.， ..;;;;.................1 

効ご|類似事業の存在 |存在しない

I 性 I..~.~~.;;.~.;;;~.;..I
l上位施策への貢献度|貢献している ... 
平成26年度に図書購入費を増額したことにより、貸出冊数が前年度に比べ約4%増加した。平成27年7月から、宇部市民・
美祢市民に図書等の貸出を開始することにより、入館者、貸出冊数ともに増加し、来館者のニーズが増加すると予想されるた

マ め、蔵書やコーナー及び職員研修によるレファレンスサービ、スの充実を図り、魅力的な図書館づくりをしてして。
課題

、今の向後方性 計画どおり事業を進めるととが適当
改善
時期

園



様式1号(事務事業評価)

8 日

手段|資料の貸出、返却、蔵書検索等の図書館業務

回中央図書館平成26年度事務事業評価シート|課z局・室町所得)I 

事務の効率化、利用促進

歳入 予算現額(円1決算額(同)

財

国庫支出金

県支出金
源割
地方債

内合
訳 その他

一般財調 5，858，000 5，857，034 

合計 5，858，000 τ5，857，034 

歳 出 予算現額(円) 決算額(円)

支

手数料 5，379，000 5，378，400 

シスァム利用料 479，000 478，634 
出

内
訳

ム合 計 5，858，000 5，857，034 

臨時四一
人件費(円)1 
3，123，220 

|人工数(人役)1
|0.91 

1 •. H24 若動指標、または或裏宿覆

図書館情報システムの更新

2 

3 

自治体関与の妥当性|妥当である|図書館業務の根幹に関わるものであり妥当である。

目的の妥当性 | 妥当である i図書館業務を行うにあたり必要不可欠なシステムであり妥当である。

対象〔受益者)の妥当性| 妥当である|全市民が対象であり妥当である。

妥
当
性

，1:コスト効率 | 適正である

率 |実施主体の適正化 |適正である|図書館業務の一環であり適正である。
z 性 lトトト.“山…….叫山…….. 山a“山..“…… .. ….町'町…….日一.日.… J一一一日……….. 山…….. 一.. …且日.
負担割合の適正化 l適正である

1目標達成度 |達成している|平成27年3月から使用を開始している。
有.r:;;;.・H・...........・H・.......・H・H・....・1........… l
二効 |類似事業の存在 |存在しない l
|性 r.::.:.，o.……..山......….
上位施策への貢献度 i貢献している

特になし。

課題

今の方後
事業の終了

改善

向性
時期

---

園



様式1号(事務事業評価)

平成26年度事務事業評価シート|課・局室置所得)I 中央図書館 l回 1 -1 9 1 

山陽小野田市子ども読書活動推進計画(第二次計画)推進事業

事|平成局手直に策定じ正吉計画に墓弓王子ど厄丙読書活
業|動を推進するための事業を行う。主な取り組みとして、「読
概|みあいJ講演会や乳幼児向けブックリストの作成を行う。

要

歳 出 予算現額(円) 決算額(円)

報償費(講師謝礼) 200，000 200，000 

支出 需用費(印刷製本費) 150，000 150，000 

内本
備品購入費(図書購入費) 243，860 243，860 

訳

A 言十 593，860 593，860 ロ

歳 入 予算現額(円)

国庫支出金

財 県支出金

源内 γ 割合 地方債

訳 その他

一般財源三? 593，860 

合計 593，860 

rZ数吋~人T12;。||官見|無|函臼l 一般

活動指標L言正直成栗需薦 H24 H25 

1 1 i読みあしリ講演会開催回数

21参加者数

3 

決算額(円)

593，860 

593，860 

臨時

‘自治体関与の妥当性|妥当である 1r子ども読書活動推進計画(第二次計画)Jに基づいて行うものであり、市の関与は妥当である。
妥 1..・H・....・M・山........山・....・H・-…1.............................1
当 |目的の妥当性 |妥当である|読書の推進という図書館業務であり妥当である。
性ト.....・H・.....らH ・H ・......…H ・H・.1.................… l
|対象(受益者)の妥当性|妥当である

コスド効率 適正である
効 ~i......;:;...................i...i;..........1

率三|実施主体の適正化 |適正である
性 1..............:......:.........".，.......:...1
負担割合の適正化 |適正である

目?標達成度 |達成している|開催回数は達成したが、参加者数が伸び悩んだ。
有 1.'..........................................，
効 |類似事業の存在 |存在しない
性 1.............，..;.;;，...................;;;.1
上位施策への貢献度|貢献している .. 
計画に基づき、平成26年度は「読みあし、」講演会を行ったが、参加者は目標の3割に留まった。
市広報やホームページ、報道機関等を通した周知を行うとともに、講演会の内容を見直し、参加者数の増加をはかり、計画を
推進する必要がある。.

課題

今の向方性後 事業の進め方等に改善が必要
改善
27年度中に改善に着手

時期

園



様式1号(事務事業評価)

I INol I一I1 I 平成26年度事務事業評価シート|課局E室・所(係)I 厚狭図書館

中項目(施策)

生涯学習推進体制の充実

厚狭図書館運営事業

事|家庭や地域社会の教育力の向上を図る励、図書館の|対象|図書館利用者
:'"1地域情報センターとして機能の充実及び情報収集・提供! ! 
読を行う。また、図書館の老朽化により、利用者に安全で快|手段|資料の選書、購入、貸出、レフアレンス等の図書館業務
|適な施設であるため、継続的に施設の保守及び維持舛l E 

要|理を十分に配慮していく。 目|意図|教育カの向上

歳 出 予算現額(円) 決算額(円)

報償費 275，000 270，000 

支 旅費 13，000 4，600 
出
需用費 4，520，067 4，506，309 

内 J

訳 役務費 160，685 160，685 

委託料ほか 7，299，452 7，265，403 

合計 12，268，204 I 12，206，997 

、歳入 予算現額C円) 決算額(円)

国庫支出金

財 県支出金
j原割
地方債肉、合

訳 その他《 261，860 261，860 

Y 一般財源 12，006，344 11，945，137 

合計 12，268，204 12，206，997 

一人件費概算
i人工数(人投)1入件費(円)I I交付税| ι I I~吾一一 c;;-I
; I 3伍I12，172，叫 | 算入 | 無 II会f種別| 一般

※上段:、目標中段:実績下段:達成率

H24 I H25 I l' H26 !目標 1

35，000人 I 35，000人 I I 36，000人 |達成
30，825人 I32，048人 II 30，264人|度

経常

97.60% I 93.50% 

活動指標、または成果指標

1 1利用者数

21年間貸出冊数

%
一
冊
一
冊
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|三 |自治体関与の妥当性 I:妥当である|図書館法、社会教育法第5条第4項第9号、市条例の規定により妥当である。
妥 lトトM….......
当 |旧目的の妥当性 I妥当である|情報の提供拠点として重要であり妥当である。
性 1・.......................・H・-一......:'.....1 ・・・ .1 
三|対象(受益者)の妥当性| 妥当である|全市民も含め利用対象としているので妥当であるo

1コスト効率子 1適正である

を|静子弁当......"'.主:~~~::J!.~~~示前551125長2552122??55515;:
三 I負担割合の適正化 |適正である

三 l旧目標達成度 |同概ね達成している入館者数、貸出冊数ともに目標に近い達成度であるo
~ 二有" ~トトト刊叩山司.. …町"川.. 叩..一一?山λ而山…い.刊山……….. 山……….. 山……….. 山……….. 山….. 山….. …....……H叩…....……….. 山..点山寸貝，.1ト|
r 効 |類{似且事業の存在 Z ト| 存在しない

主主雨量二極両ょ|長示日;;ぶ|説記房副長日晶子ぷζ福元副主千五五五日;;ζ.. 
地域の情報センターとしてだけでなく、地域館としての特徴を生かしながら、更なる取り組みを進めていく。

課題

今の方後
計画どおり事業を進めることが適当 改時善

ι向性= 期

圃
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I平成26年度事務事業評価シート|課・局室・所(係)I 厚狭図書館

中項目(施策〉

生涯学習推進体制の充実

.....1 読書推進の一環及び市民の利便性を図るため山陽地

芸|区3公民館と津布団会館のブックポストから貸出蔵書の田
町|収や中央図書への図書配本、回収、連絡を公用車で巡

霊|回している。それに加えて、移動文庫(小学校職員室
I等)、学級文庫などの配本、回収も行っているo

歳出 予算現額(円) 決算額(円)

需用費 102，512 102，512 

三支 役務費 176，515 176，515 
|出
内
訳

dE』コ 計 279，027 279，027 

歳 入 予算現額(円) 決算額(円)

国庫支出金

源財肉 子割合
県支出金

地方債

訳 その他

一般財調 279，027 279，027 

dE』ヨ 言十 279，027 279;027 

人件費概算 r工数(住|人官引 |宝子|無 1 1会開J1 一般 経常

21配本回収日数 100% 100% 

て百覇干吉東京正面疎開旨覆 r1 H24 I -H25 
1 12施設 1 12施設

12施設 1 12施設1 1活動対象施設数

l00.00弛 I 100.00% 
120回 1 120回

3 

自治{体本聞与の妥当性 l妥当である|図書館業務であり弘、市で行うことは妥当である
妥妥 iトト凶山山……..山…一..山.“.日山~‘“.
|ドJ 当 |旧目的の妥当性 1妥当である '1配本車両で早く回収することにより、市民サーぜスの向上と利用者拡大を図る
性 .f....・H ・-ャ・・二M・................・H ・......1.............................，
|対象(受益者)の妥当性| 妥当である

|コスト効率 | 適正である
効 ~..'..............・・ ...._._.ó. ・ H ・H・ .....1............ ・ H ・...・・….， 
二率 I実施主体の適正化 | 適正である|図書館業務であり、市で行うことは妥当である
r性 1.......…oa.......ー....・H ・........，...1............…H・H ・...・H ・.1

|負担割合の適正化 |適正である

I目標達成度
有 l 、 1

:効 |類似事業の存在 | 存在しない
性 1，......，...:;;.:...;:..;.................;;.:1
|上三桂施策への貢献度|貢献している

特になし

課題

今の後方
計画どおり事業を進めることが適当 改時善期

向性

.. 

園



平成26年度事務事業評価シート|課E局室・所得)1 社会教育課

様式1号(事務事業評価)

社会教育係 I INol 卜12 1 

中項目(施策)

生涯学習推進体制の充実

""，"".1証蚕事育関係団体の運営費や事葉蚕面二部または全部
主|を補助する。社会教育関係団体(市連合女性会、校区女
山|性会、小・中学校PTA連合会、青年団体連絡協議会)へ
霊|の特別助成。その他スポーツ少年団、市子ども会育成連
l絡協議会、ボーイスカウト連盟へ振興補助金を助成

歳 出す 予算現額(円) 、決算額C円)

補助金 1，577，000 1，283，960 

支
出

計 r 1，577，000 1，283，960 

歳入

国庫支ー出金

財 県支出金
j原割
地方債

内訳 : 合
その他

一般財源

Aロb 計

予算現額(円)

100 1，577，000 

1，577，000 

人件費時 三-r工数{tt| 人烹同|宝~I 無|同町l 一般

※上段:目標
活動指標、吉元は成果指標 1 H24 1 H25 

11団体 1 11団体

1 I交付団体数 I 11団体 1 11団体
100% 1 100% 

2 

3 

自j治台{体本聞与の妥当性| 妥当である|社会教育法で地方公共団体の事務と定められており弘、妥当である。
妥 lトト“山……….“山…….. 山……….. 山山.. 叫山.. 叩.. 冒山………a叫川..川而而山叩E而而円...….. 円川…そ竺円山….“山…….. 山.一h

決算額(円)

1，283，9601 

1，283，9601 

経常

当 |同目的の妥当性 l 妥当でで、ある|社会教育団体の活動が活性化することを目的としているため妥当であるo
性 lト卜.. ….一i円)日一…….. 一.
対象(受益者)の妥当性| 妥当である|干社土会教育団体を対象としているo

1 三二|コスト効率 乞 1 適正である|団体の事業内容について助言を行い、協働することによって新たな事業展開を行っており、適正である0
1効プトH・H・............・...…?日…1.............................1
1 i事ム|実施主体の適正化 |適正である|適正な実施主体に対して、育成を行っている。
性 |トト卜M山……….“…盟日………….“…….. …… .. …且日.一一.一一Y一'竺?子ザ川戸一アρ一…….一………L一一….. …....………… .. ……… .. …一.日一.. 一"ぺ………γ".一.. …一.. 
|質担審割l合の適正化 l適正である|本市の社会教育施策に貢献しており、社会教育施設の利用料減免は適正である。

l目標違成度 1達成してし、喝る|伺目先の数値だけではなく点、活動実態を把握し、適正な指導が必必、要。担い手不足などの問題有
一{有 }ト司H…….. ……… .. 山…….. 川…….. 山.. 山....山h
効 |類似事業の存在主 |存在しない|社会教育団体を対象としているため、類似の事業はない。
性 f......:・・...“…………山|…・|
.:.e.位施策への貢献度|貢献している|総合計画の施策体系の「社会教育の充実jに結びついている。

.い
社会教育に寄与する社会教育団体への補助は必要だが、交付に当たり、目的や事業の検証に留意する必要がある。

課題

今の向方性後 計画どおり事業を進めることが適当
改善

時期

園



平成26年度事務事業評価シート|課a局E室・所得)I 社会教育課

様式1号(事務事業評価)

社会教育係 | INol 卜I4 I 

中項目(施策) 小項目(基本事業)

生涯学習推進体制の充実 社会教育活動の充実

学習機会の整備充実

事|公民館での講座が中心となるが、とれとは別に全市的な
業|事業展開が望ましいものについて実施。具体的には、高
田|齢者学級の開催や連合女性会主催の「いきいきカレッジJI芋段|しあわせ学級の開催、いきいきカレッジへの支援、県立大講座の開催
童|への支援、県立大学サテライトカレッジの開催などを開催
|している。

歳出 予算現額(円) 決算額{円〉 歳入 予算現額(円)

報償費 96，000 71，000 国庫支出金

支 旅費 5，200 5，200 財 県支出金
出
賃借料 83，000 82，290 

訳内コ

源割
地方債内合

訳 その他

一般財源 100 184，200 

合計 184，200 158，490 AEヨ. 計 184，200 

人件費概算 i人工数咋~人君引 |官|無|同町l一般
三百動指標、または成果指標

1 1しあわせ学級参加者

21いきし、き市民カレッジ参加者

31県立大講座参加者

H24 

450人

441人

H25， 
400人

403人

98% I 101% 
400人 I 400人
602人 407人

151% I 102% 
100人 I 100人
159人 97人

159% 97% 60.00% 

自治体関与の妥当性|妥当である|社会教育法で地方公共団体の事務と定められており、妥当である。
妥い........…………・-…..1.............................1.
当 1目的の妥当性 |妥当である Irまちづくり」につながる「ひとづくり」のための事業。
性 一一ト..........…...0・H・-・山...・-・・4 ↓ 
|対象{受益者)の妥当性|妥当である|広く市民が参加しており、妥当である。

|コスト効率二円 |適正である|安価であり、幅広い層の参加をすすめる必要がある
効ト…旦…いM・M・..…H・M・....↓ l 
率 I実施主体の適正化 J 適正である|市が主催、共催しており、適正である。
性 2 トH ・H・-…リ0・.....………ミ.斗・|

|負担割合の適正化 I適正である|適正な負担を負っている。

決算額(円)

158，490 

158，490 

経常

}目標達成度 I達成している|客観的数値に加え、参加者の満足度とその後の学習成果の活用について注視する必要有り
有 l .. …..一..-;..二νム山ιh而‘刷司山………司刊山....……"山…..…"……….. 川….刊山司H冒n……….. ……… .. 山….. 川什.. 町
効 |類似事業の存在 主| 存在する |しあわせ学級については、山陽地域で高齢者対象の教室がある。
性 l.山…...~.……….. …… .. …....山……"山..川川川.. ……... り“……… .. 山….. 山...再.....恒丙十←-竺与ら!一円円川.. 山一.. 山.市ι訂
|上位施策〆ペ可の貢献度|貢献している|総合計画の施策体系のf社会教育の充実Jに結びついている。.. 
「しあわせ学級」については、開催場所が、小野田地区のため、山陽地区からの参加者が少ない。
高齢の方の交通手段はパス・電車のため、会場を山陽地区に移すことで改善されるとは限らない。
参加したくなる講座とするため、内容の充実に努める。県立大学公開講座とは別に、教委企画の講座(i市民大学講座J等)

課題 の開設を検討すべき。当面、いきいきカレッジの開催回数を5固から8回に増加させた。
講座の内容についても、「公益的J(楽しい)ものだ、けでなく、「公共的J(必要)なものを仕組んでいく工夫が必要

今の向方性後 計画どおり事業を進めることが適当
改善
時期

園



様式1号(事務事業評価)

平成26年度事務事業評価シート|課z局・室冒所(係)I 社会教育課 青少年係 l 回
中項目(施策)

生涯学習推進体制の充実

歳 出 予算現額f円) 決算額(円) 歳入ム 予算現額(円)

報償費 125，000 75，000 国庫支出金

支 需用費 178，372 178，372 財 県支出金
| 出内 役務費 78，000 77，269 j肉原 割合 地方債

2 

3 

訳 賃借料 9，000 8，000 訳 その他

一般財澗 100 390，372 

dロ』 言十 390，372 338，641 AEb3 • 計 390，372 

i人工数(告|人T1251|想見|無|匝到 一般

活動指標、または成果指標

出席者割合
(出席者数/全対象者数)

※上段:目標中段:実績下段:達成率

1 H24 I 百否一寸 I H26 1目標
75% 1 7四 1 I 75.00% 1達成
77.01% .. T 80.56% 1 r 75.55% 1度
102.68% I 107.41% 

自治体関与の妥当性|妥当である|通過儀礼を教育的観点から位置づけるため社会教育課で実施
妥 }トトいu山………..山山……..山…..山山.. 山.“.......川“……..山山.. 山..λ一一……..山…..山.“...山………..山…….“山….“山..山……….. 山....1ト.............................1
I当 |目的の妥当性 |妥当である|成人を祝い、成人の自覚を促す目的であり妥当である。
性 lト卜卜ト..………..………..……..…..引円山.円m竺P円...日………..……..…..山…….，山..…....………..…..………..………..…..山..………..…..…..………..…..…....………..山…..…...叶..
対象{受益者)の妥当性| 妥当である|文字どおり成人に限定されており玖、妥当である。

ι1:3コスト効率 1 適正である|必必、要最小限の支出であり適正である。
劫1・H・H・-……...~....!_._.._.H........ ・ 1.............................1

日二日

決算額(円)

338，641 

338，641 

臨時

二率 I実施主体三の適正化 | 適正である|大人の自覚を促し、またコミユニテイに大人として迎え入れるためのものであり適正である。
性 ト“………“山…且日.
負担割合の適正化 1適正であ石|青連協のボランティアによる協力もあり、適正である。

1占目標達成度度: 一 |達成してしい、泊る|近年、参加率は安定して推移しており弘、目標を達成している。
r 有 二 lト卜..川…同H山山……..川山……..山………..山………..山………..山……司"山…..山..町"…..
効 |類似事業の存在 |存在しない lなし
性 }トトい"山…...………..山….. 山….. 山..……. … .... ・H ・.. ・… … … .1.............................1 
lI位施策への貢献度|貢献している|新成人に自覚を促し、青連協の参画も得ており、社会教育活動に貢献している。.. 
昨今「荒れる成人式Jに形容されるように新成人の当日の動向ばかりに目が行き、本来の目的である新成人を祝い励ます場
というより当日のスタッフの確保など特に運営面に注意を払わざるを得ない。また、式のマンネリ化を防ぐ工夫も必要である。
地元歌手の招鴨など、アトラクションの内容に苦心したが、 26年成人式では、中学時代の写真、ビデオ上映が好評を得る。 26

課題 年式をベースに、来年度以降も実施予定。

今の方後
計画どおり事業を進めることが適当

改善

向性
時期

固



様式1号(事務事業評価)

平成26年度事務事業評価シート|課・局室・所得)I 中央公民館

大項目(政策)

家庭や地域社会の教育力の向上

ーl社会事育}去第扇柔言語1主扇Z孟二三き蚕亘面雇膏言語議会を
芸|設置している。各校区の代表者と学識経験者15名で構成
概|し、年2回、審議会を開催している。

要

歳出 予算現額(円) 決算額(円)

報酬 56，000 50，000 

支訳出舟I

dロL 計 56，000 50，000 

|回 1 -1 1 1 

歳入 予算現額(円) 決算額(円)

国庫支出金

財 県支出金
源割
地方債

内合
訳 その他4

ー般財源 100% 56，000 50，000 

合 r 計 56，000 50，000 

一一人件費概算 I人工数憎い件間~ I 宝~I 無| 函臼| 一般 経常

H24 

2回
活動指標、または成果指標 H25 

2回

1 1審議会開催回数 2回 2回

100% I 100.00% 

2 

3 

|妥 l~.~~~~円J3，(])明町村三校|閉会史色村1.&0$会開門号.??1!ft:ヨ???:
当 |目的の妥当性 | 妥当である|公民館における各種事業の企画実施につき調査審議を行う。
性 1.'.・・…H・H・..………..・・・・H・H・1.............................1
l対象{受益者)の妥当性|妥当である|各地域の代表者及び有識者にて組織されているo

Iコスド効率 I適正である|委員報酬のみを支払っている。
効f..，.....……....・ぷH・H・H・H・...・1・ ・↓

率 |実施主体の適正化 |適正である l条例及び規則に定めがあるo
| 性 1・刊・..............・........・H ・….J... ↓ 
|負担割合の適正化 |適正である l条例及び規則に定めがあるo

|目標達成度 1達成しているI事業報告及び計画について意見を求め、審議を行っている。
有 ト・山〕………....・H ・H・...:，.1................... ↓ 
二効 |類似事業の存在 |存在しない I類似事業無し。
性1'-....…......引…...・H・H・H・-…|ト

|上位施策への貢献度|貢献しているト審議会での意見内容を各種事業に反映させているo.. 
課題

今の方後
計画どおり事業を進めることが適当

改善

向性
時期

園



平成26年度事務事業評価シート|課・局E室冨所得)I 中央公民館

中項目(施策)

生涯学習推進体制の充実

.....，証蚕薮育課と連携をとりながら、吾面示面五る問題や共通

事|課題の解決を図るため、定期的な連絡会議の開催や情
担:1報の提供を随時行うなど、諸事務を行う。平成24年度か
芸|らソフト事業以外の予算作成、執行は中央公民館で行つ
|ている。効率的な予算配分・執行を行う。

公民館連絡調整事業

様式1号(事務事業評価)

1 INol . I一I2 I 

歳 出 予算現額(同) 決算額(円) 歳 λ 予算現額(円) 決算額{円)

旅費 76，000 72，310 国庫支出金

支 需用費 2，740，936 2，740，936 財 県支出金
出 委託料、工事請負費 1，020，000 822，960 
内

源肉 割合 地方債

訳 使用料 167，394 167，394 訳 その他

備品その他 484，540 353，448 一般財源 100% 4，488，870 4，157，048 

合 計 4，488，870 4，157，048 合計 4，488，870 4，157，048 

i人工数勺~人tR51 |宝?|無 II封種別| 一般 |経常一社
若動指標、またIま読栗詣覆

1 1公民館長会議及び主事会議

2 

3 

H24 

随時

7回

H25 

随時

9回

1自治体関与の妥当性|妥当である|管理運営業務を委託としているが、市で統括している。
妥 f..;..........…......….............・1.............................1

l 当 |目的の妥当性 |妥当である|公民館長及び主事へ公民館運営事項の周知徹底
性ト……H・M ・-…....・H・......・H ・E・1.............................1
対象(受益者)の妥当性|妥当である!公民館運営に携わる者への連絡調整

lコスド効率 |適正である|業務時間内に会議を開催している。
効 1..・M・.............…....・H・...・H ・-刊1..・H・.......................1
ニそr率 |実施主体の適正化 |適正である|社会教育課主体となり玖、中央公民館が取りまとめている。
性 }トトトト"山………..……..…………..……..山….“山a“.“………..山………..……且u……..一.日.目一…….日ベ.てτ

負担割合の適正化 |適正である|統括を社会教育課、事務を中央公民館が行つている。

|同目標達成度 |達成している|連絡事項、公民館運営事項の情報共有がされているo
章 rト聞............…......…1.............................1

I~ I類?事業り存在 |存在しない|類何事業干し。

上位施策への貢献度|貢献している|公民館運営の発展により、社会教育、生涯学習が発展している。

.レ
学校運営に対する地域の参画を制度的に保障するcsの導入を契機に、公民館自身の成長が望まれており、また、予算の
適正な執行及び公金管理の適正化の観点、から、委託館制度の見直しを図り、順次、任期を満了する館から再任用職員又は
任期付職員の館長を選出することとした。 H27年度以降は、csの活動内容の充実、或いは公民館のコーディネートカの向

課題 上を図るべく中央公民館ないし社会教育課が各館と連携、サポートする体制をとっていく。

今の方後
計画どおり事業を進めることが適当

改善

向性
時期

園



様式1号(事務事業評価)

平成26年度事務事業評価シート|課，局室・所(係)1 中央公民館 I INol 1 -1 5 1 

中項目(施策)

生涯学習推進体制の充実

事|H20年度から、地区のニーズに基づいた講座の開催、公
~I民館クラブの開催のほか、地域コミュニティの様々な活動
毒|拠点として、より多くの利用を図るため、各地区に公民館
要|運営協議会を設置し、運営を任せる委託館方式を採用し
|ており、 H23年度以降は全公民館で実施。

歳 出 予算現額(円) 決算額f円) 歳入 予算現額(円J決算額(円)
委託料 29，101，000 29，101，000 国庫支出金

支 財 県支出金
出

内
源割
地方債

内±合
訳 訳 その他

一般財源 100百 29，101，000 29，101，000 

JEbZ ら 言十 29，101，000 札101，000 .g 悔 言十 29，101，000 29，101，000 

L 人件費概算 一般 臨時

若動指標、または成果指標 I H24 I H25 
I 17，500人 I17，500人

1 I主催事業参加者 I 17，435人 I 18，116人
100唱 I 104% 
91，000人 I91，000人・_....

21公民館クラブ参加者 90，427人 I87，141人
99% 1 96% 

3 

自治体関与の妥当性 妥当である 運営を公民館運営協議会に委ねており、市の関与を再検討する必要あり
妥 -・・・・・・・・・・・・・・・・....冒.......-・ E・・・・・・・・・・・・・a且..且...........・・・・・・・...........................・・・・・・・・・・・・・a・a・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・a・・・・・..............且・・・・・・・・・・・・・・・・・.........冒..冒z・・E・a冒

当 目的の妥当性 妥当である 地域委託館とすることにより、地域ニーズ‘等を把握し、事業に反映させている。
性 ・・・ー・・・・・・・・・・・・・且・冒冒・・.........・・・・・・・・.......且..............・.・................・・・・・・・且・且・・.............冒・.....................・・・・ E・・・・・冒・・・・・a・・・・・・a・・・・・・".................................・・・・・・・・・・a・・・・・・・・・・・・・・・・....司
対象(受益者)の妥当性 妥当である

コスト効率 適正である

率効
4・4・・‘・・・...............ー...........ー・・・..... ・・ -・・............................・・・・・・・・・ー・・・・・・・・・・・・・...・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・且・・・・a・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・.................................・・・・・.............・........冒・・・・・・・・・・・・・・.......
実施主体の適正化 適正である 地域カを生かすため、各校区公民館運営協議会に委託。

性 -・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・...-・・・・・且・・・・・・・a・・・・・・E・e・・・・.........冒・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・且・・・・・・・・....ー・・・ー・・4・・・.......................・・・・・且且・・・・・且・・・・・・・・・・且・・・・・・・・・・・・ー・・・・・・・・E・・・・・・・・・・・・・
|合<J5適負担割 正化 適正である

目標達成度 概ね達成している 地域力の活用、地域ニーズの把握等を行っている。

F 効有

類上似位事施業曜への存の在

-・且・・・・・・a・・・・・・.......・..・・・・-・圃・・・・冒..................................................................且・・・・・・a・・・・・・・・・・a・・ s・・・・・・・・・・・・・・・・・・E・E・・・・・・・・・・・且・・・・..'・ー・・・・・・・・・・..................

存在しない 類似事業無し。
性 .......圃........

a・ー.........・・・・・・・・・・・・・....-・・・.・・・・・・・E・・・・・・・・・・・・..........且・・・...........................・・・・冒・・・・・・・・a・・・・・・・ー..・・・・・・・・・・・・・・.冒...・・.........・・・・・・・且・・・..........且・・.岨・・・・・・・・・..........
貢献度 貢献している 公民館運営を活性化することにより、社会教育、生涯学習の拠点となっている。

.十
学校運営に対する地域の参画を制度的に保障するcsの導入を契機に、公民館自身の成長が望まれており、また、予算の
適正な執行及び公金管理の適正化の観点から、委託館制度の見直しを図ったo

課題

今の向方後性 事業の終了
改善
時期

園



様式1号(事務事業評価)

平成26年度事務事業評価シート|課・局宣明(係)1 中央図書館 回 日 5

歳 出 予算現額(円) 決算額〈円]

報償費(講師謝礼) 354，000 353，000 

支
出

内
訳:

.gヨ. 言十 354，000 353，000 

|人工数(人役)1λ再葺I再下1
10.651  1，730，2951 

読書会等読書普及事業

社会教育活動の充実及び学習機会の増進

歳 入 予事事麗l円) 決算額(円)
国庫支出金

財 県支出金二
源割
地方債

内合
訳 その他

一般財源 354，000 353，000 

dロL 言十 354，000 353，0001 

交付税| 士 | 
算入 | 判 | 

※上段:目標

H24 1 H25 

360人 1 360人

192人 I 228人
53.30% I 63.30覧

50人 I 80人
I...........jo人 r........6O.A

60.00% I 75.00% 

i印
105体

210.00% 

人件費概算

活動指標、または成果指標三

1 1児童文学わいわい講座参加者数

21図書館フェスティバル特別講演会参加者数

31ぬいぐるみの図書館おとまり会参加者数

経常

自治体関与の妥当性|妥当である|図書館の情報発信の場として、市が行うのは妥当であるo

i l:ー時五二j玉三五五百日三日号2225:::
対象(受益者)の妥当性|妥当である|市民全般が対象であり妥当である。

|コスト効率 |適正である
r効 1...……………H・H・..…...1...........................，.1
率 |実施主体の適正化 i適正である|図書館の重要な業務のひとつであり適正である。
性 1.........日て........・M・.........・H・..+............................1
l負担割合の適正化 |適正である|図書館業務であり適正である。

有 l.~.~~~.号制二 .......:1開L--Clt \守 I.~.!~:~行???!?ポヂ育子???ヲ♂千三:
効 |類似事業の存在 1存在しない
性1-:....:.:...;..:.:<..........................1.............................1
1上位施策への貢献度|貢献している .ト
読書推進活動を拡充するため、 26年度に「児童文学わいわい講座J、「乳幼児おはなし会J等、各種講座や講演会等を実施
したが、全世代に対応できるだけの図書が整備されていない。 27年度以降、全世代に向けた読書普及活動を行えるよう、図

課題
書の充実させる。

今の方後
事業の進め方等に改善が必要

改善
27年度中に改善に着手

向性
時期

園



様式1号(事務事業評価)

平成26年度事務事業評価シート|課骨呈・所(係)I 中央図書館

亨laEJ首長32間tfZ話相くf高官~'I 対象|山口労災病臥院息者
言|労災病院に本を持参し、入院患者への図書の貸し出しを|手段|出前図書館
|行い、読みたい本のリクエストにも応じることで、読書の推
要|進と健全な心身の発育を促す。

歳出 予算現額(円) 決算額(円) 歳入

需用費(ガソリン代) 4，000 3，984 国庫支出金

支 財 県支出金，
出

訳内

源割
地方債

内合
訳 その他ニ「

一般財源

合、計 4，0001 3，984 合 計

I À{4.~:' ，人工数(は刈判人胤刷刷役釦削)川|人件何費(円UI交付税 1_1 Iム一凶一一一
人件費概算 1 0.61 悶

l回

予算現額(円)

4，000 

4，000 

※上段:目標中段:実績下段:達成率

| 活動指標、または成果指標 I H24 I H25 I I H26 1目標 l

12回 1 12回 1 I 12回 |達成

1 1年間活動回数 1 12回 I 12回 I I 12回 } 度

l00.00% 1 100.00% 

1，300冊 I 1，500冊
21年間配本冊数 1，301冊 I 1，471冊

100.00% I 98.10% 

3 

1 -1 6 1 

決算額(円)

3，984 

3，984 

自治体関与の妥当性|妥当である I読書の促進として図書館業務の一環であり、市が関与することは妥当である。
妥 f...~.....:.... ・H・-……....・M ・ ........1.............................1卜

当，旧的の妥当性、 |妥当である I読書の推進という図書館業務であり妥当である。
性， ~...;:“日..~.......................……|↓

対象(受益者)の妥当性|妥当である I業務受入れを承諾した公的な病院であり概ね妥当である。

lコスト効率 | 適正である

Ii|持続存在:|:者5155]FHH争当5:言25i-22-z;::::::::::::::::
負担割合の適正化 |適正である

~有有 ~.~~目円"竺.宇号守竺……一.曳…a 占， .~..I 空予l/-Cしい、~~..I~里ël*fIIl-ぞT竺f:t ~守明空於.!::':}3 ~tè'主?::Y.;f沼，f 
|卜て効 |類似事業の存在 |存在しない
性 どlト卜…..…….“山..戸，..…川…竺型円Eり.
l上位施策への貢献度|貢献してしい、渇る l

---月1回、山口労災病院を訪問して、図書を貸し出しているが、より多くの患者やその家族が読書を通じて少しで、も元気になれ
る環境を整えるため、 27年度に医療機関と調整し、 28年度から訪問する医療機関を増やす。

課題

今の方後τ 
事業の統合、規模、内容、実施主体の見直し等が必要 時改善期 28年度以降、改善する予定

向性

園



様式1号(事務事業評価)

平成26年度事務事業評価シート|課・局・室'所(係)I 厚狭図書館

中項目(施策)

生涯学習推進体制の充実

士 E 本に出会うことができる環境づくり、図書館利用者の増
芸|大の施策はマタニテイブックスタートから始まるが、幼児
概l期、就学前児童に対する取り組みとしてこの事業を行う。

要

歳出 予算現額(円) 決算額(円〉 歳 入

需用費 5，040 5，040 国庫支出金

二主出向
、

源財 割
県支出金

地方債
内合

訳 訳 その他

ー般財源

合計 5，040 5，040 合計

l回 1-1 4 1 

ー予算現額(円) 決算額(円)

5，040 5，040 

5，040 5，040 

I . ̂  wJt1a{lJ I人工数(瓦岡崎町 I3H;j-~~ T-_ I f.o.H :t':""，1 _.~"' I 
千住費概算 1 0.51 1，778，叫 | 算入 | 無 I I冨計種別| 一般 | 経常

※上段:目標中段:実績下段:達成率

1 活動指標、または成果指標 I H24 I H25 . I I H26 1目標
I 18回 I 12回 I I 12回 |達成

1 1年間活動回数 「……[益田H・H・H・I・H・-nE白H・M・....1 r…HEn-12白.........1度
l00.00% 1 100.00% 

3園 I 2園
21年間活動回数 100% 100% 

3 

自治体関与の妥当性| 妥当である|市が実施することにより良質で安定したサービスが保証される
妥 t....・H・...・H・-・山引H・H・"，…・...・r・...........……"“i
当 |目的の妥当性 |妥当である|読書を推進の一環として図書館業務の役割を果たし、妥当である
性 1...・H・......…............…H・H・....1・........・M ・..…-…l…

撒(受益者)の妥当性| 妥当である

:1コスト効率 一三 |適正である

Zl持持政"'1""長長[~~~害時三日予定日155民主:二二二:
負担割合の適正化 |適正である

」三1目標達成度 |達成している
有~....;:;.;，.............;..;...:.............I.............................I

効 l類似事業の存在 1 存在する . 
性トH・H・-… M …十
|上位施策への貢献度|貢献している

.レ
に訪問箇所を増やしてしてには現時点の職員体制では厳しい。
市問稚園及び保育町一本の読み聞かせ等を行つ吋が今御園児に読書の面吋灯It'<tcdol

課題

今の後方一 計画どおり事業を進めることが適当
改善

向性
時期

園



様式1号(事務事業評価)

平成26年度事務事業評価シート|課・局室園駅係)I 社会教育課 社会教育係 1 INol 卜| 5 1 

大項目(政策)

家庭や地域社会の教育カの向上

花いっぱい運動事業

査 I~笠ま25員五iZZZ禁望議主ZFZ2371 対象!市民、各種団体ほか
事|クールを実施し、優秀な団体、個人を表彰する。その他、|手段|花壇づくりの奨励、表彰、写真展開催
|フラワーマップを作成し、ホームページに掲載。写真展を l l 

要|市内施設で開催し、「花いっぱい運動JをPRするo l意図|環境美化、青少年健全育成、地域・団体の連帯感を育む。

歳 出 予算現額(円) 決算額(円) 歳 入 予算現額(円) 決算額(円)

報償費 60，000 60，000 国庫支出金

支 需用費 267，000 200，106 
出
役務費 9，000 7，216 

内
j財肉原 割合
県支出金

地方債

=訳 委託料 451，000 449，598 訳 その他

一般財源 787，000 716，920 

dロl:>. 計 787;000 716，920 dロ』 計 787，0001 716，9201 

人件費概算 一般 経常

活動指標、または成果指標

1 1花いっぱい運動参加団体数
102% I 113拡
40団体 1 40団体

21花壇コンクーノレ参加団体数 34団体 1 33団体

84% I 82% 

3 

I自治体関与の妥当性 l妥当である l市の環境美化につながるため、自治体関与は妥当である。
妥ト......……ふ….....・H ・..，.1--.--------------------..----1
当 |目的の妥当性 | 妥当である 1rつながりJを生み出すようにコーデ、ィネイトしていく
性 l----____・H ・--.・H ・.................……1....----..--........------...1
対象(受益者)の妥当性|妥当である|広く市民に参加を呼びかけている。

コスト効率 二三|適正である I花を育てるだけではなく、つながり生み出す事業であるため、適正である。
効 F--..::・H・--.・H・H・H・..……L・h・-・山l ↓ 
率 .1実施主体の適正化 |適正である|市が実施主体であり、市の環境美化につながることから適正である。
性'}--.………H ・H ・.......:1..----------------------.----1ト
|負担割合の適正化 I適正である|市の環境美化をすすめるためのもので、適正である。

目標達成度 三主 1達成している|コンクールの結果ではなく、生育に関わる過程にも注視することが必要
有ト山……"…・"……….1..----.---------------------.1
効 I類似事業の存在 I存在しない|花壇コンクールは、社会教育課でのみ実施している。
住ムト ，…を吊ー- …斗 | 
上位施策への貢献度j貢献している|総合計画の施策体系の「社会教育の充実Jに結びついているo.. 
育苗を委託している厚腸地区緑と花の推進協議会の会員減少により相対的に団体の負担が増加しており、将来も種から育
てた苗配布が可能かどうかの課題がある。対策としてみつば園での育苗を3年前から行い、負担軽減の取り組みをすすめて
いる。

課題 花壇コンクール=花いっぱい運動とならないように、年聞を通じての取り組みが必要。 2年前から秋の苗配布(キンセンカ、ハ
ボタン)をはじめ、学校などに配布。好評を得ている。また、春のコンクーノレ開催を企画したい。

今の向方性夜 計画どおり事業を進めることが適当 改時善期

圏



平成26年度事務事業評価シート|課E局E室冒所(係)I 社会教育課

様式1号(事務事業評価)

人権教育係 I INol 卜| 9 ・
大項目(政策)

家庭や地域社会の教育カの向上

事|平和教育二で学ぶ重要主題として、争いや命について取り
:!:I上げ、次世代を担う青少年(中学生)を対象とした取組み
毒|を進めていく。特に戦争の実像として「被爆ひろしまの語り
要|部の話Jを直接聞かせ、平和の尊さについて考える場とし
1てして。

平和教育推進事業

中学生・地域住民

市内6中学校のうち、毎年2校ずつで実施。

歳 出 予算現額(円) 決算額(円) 歳 入 予算現額(円) 決算額(円)

報償費 90，000 

支出向
需用費 5，000 

ご訳

合計 95，000 

若覇指標Lまたは成果指1票

11講演会開催回数

21参加者数

3 

90，000 

。

90，000 

H24 

2回

2回

財

j内原 書合11 

訳

国庫支出金

県支出金

地方債

その他

一般財源

合計

H25 

2回

2回

100% I 100% 

4而Á …r......575j~.......

100 95，000 90，000 

95，000 90，000 

一般 経常

l自治体関与の妥当性|妥当である↓次世代を担う青少年にとって、平和の尊さについて考える場となっており、妥当である。
妥斗・叫....・-……………1.............. ト
:宣言二l目的の妥当性 |妥当である|平和教育推進は平和を尊ぶ社会づくりに寄与するものであり、妥当である0
1性 f......…………H ・H ・....…|↓

'対象(受益者)の妥当性|妥当である 13年おきに市内全中学校で講演を実施。学習内容との関連もあり、妥当である。

コスト効率三 I適正である|講師招鴨等、経費活用は適正である。
I :効効 |ト月 川…ぷふ主主ι.山….. ぷいL
率 l実施主体の適正化 |適正である|平和教育の推進は、市が主体で実施すペきであり仇、適正であるo
r 性: f.:…………正一……..…..一……正ム山.，.…………..……..…….“山....山………..………..……..…..山………..…….日……..…..………….日…ヨ目.日刊ι"イ.1.............................1
負担割合の適正イ化ヒ 1適正である|平和教育の推進に係る支援は、市が主体で実施すベきであり弘、適正である。

有 l.~里ザ空丹空努摂.......二.............1守守空幣黙.男竺男号.とピピ己三三士JどIt\三:三叶~..I刊力I.~士廿fで:stZfp骨fp?J&明烹I?J&烹?警.方烹?主??子警JJ)竺)k土♂史主土k~土T空，0)竺空許?鰐?門!卦たa空雪史
も効ち 1類{似以事業の存在 | 存在しない

1 住日雨量二記長吉正|長長仁三;;ぶ|量五五五み手議長訟長五五五品仁三;、五;

園

-F 平成26年度は、市内の小野田中学校と厚狭中学校の全生徒・教職員を対象に「平和のつどいJを実施し、講話から戦争や
原爆の怖さ、平和の尊さなど考えることができた。しかし、地域住民や保護者の参加が少ないため、周知の工夫をする必要が
ある。
全国的に語り部の高齢化が話題になっているが本市においても同様であるo平和教育の継続のため、新たな講師選定の
準備をしていく。

計画どおり事業を進めることが適当



様式1号(事務事業評価)

平成26年度事務事業評価シート|課一局直・所(係)| 社会教育課 社会教育係 | 回 E工三2

放課後子ども教室事業

学校外の居場所づくりをすすめる「放課後子どもプラン事 対象 児童
事 業Jに基づいて平成20年度から実施。 23年度から「地域協
業 育ネットJとして、学校支援地域本部事業、家庭教育支援 手段

コーディネーターによる企画運営、
概 事業とあわせて事業化されたもの。山陽地区5校区の小 ボランティアによる安全管理員の配置
要 学校で実施している。

意図 児童の放課後の安心安全な居場所の確保

歳出 予算現額(円) 決算額(円)

報償費 1，295，400 1，295，400 

ー丁 二支出 旅費 20，800 。
l 内 需用費 84，449 84，449 

|訳 役務費 251，698 224，953 

委託料 614，400 614，000 

合一計 2;266，747 2，218，802 

L， I ~r官、 . .. ，、

歳入 予算現額(円) 決算額(円)

国庫支出金

財ご 県支出金 2/3 1，484，000 1，478，735 

源内 割合 地方債

訳 その他

ー般財源 1/3 782，747 740，067 

4E』ヨ 言十 2.266，747 2，218，802 

M
一畑一

H
一6

一般 臨時

活動指標、または成果指覆 H25 

68回

1 1実施回数 67回 78回

110% I 115% 

1，650人21参加者数 1，342人

87人31安全管理員の登録者数 94人 83人

自治体関与の妥当性:I 妥当である |地域ぐるみで子どもを育てていく意識の醸成はまちづくりにも寄与するものであり、妥当であるo
r妥トH ・H ・-山..:......……“…・4 ・』

当 |目的の妥当性 I妥当である Ir地域の子どもは地域で育てるJという意識の醸成をめざすものであり、妥当である。

|性|対一知益者向妥当司妥吋る|訟は、子どもの健全育成に取り組むものであり、妥当である。

|コスト効率 1適正である|経費は有効に活用しており、適正である。
効~.;山………"山….....………….. 山…山.. …山.“叫.司...一"山……….. 山………….. 山…….. 山…….. 山….. 山……….. 山….. 川山"巾....………"山…....……!一."て川一
率 I実施主体の適正化 I適正である|本事業の推進は、市が主体で実施すべきであり、適正である。
性~........竺M・E・-………←… .t............................十

負担割合の適正化 |適正である|本事業の推進に係る支援は、市が主体で実施すべきであり、適正である。

有 lザ幣竺…よl円:L，'"lv三l芳明????TT空た士会
ー効 |類似事業の存在 i 存在しない

性主瓦話芸3.語読注..t五示日山l*長引長五五Z-会話ぷ王l;長持じて;;L;
..... 

放課後の安全安心な居場所の確保のため、 H26年度、国において放課後子ども総合プフンが策定された。その中で、放課後
児童クラブとの連携について推進されており、本市においても、子ども子育て支援事業計画や需要に沿って、事業のあり方を

課題
検討していく。

今の後
方 計画どおり事業を進めることが適当

改善

向性
時期

圃



様式1号(事務事業評価)

平成26年度事務事業評価シート|課・局・室・所得)1 社会教育課

中項目(施策)

生涯学習推進体制の充実

人権教育係 l 回 日 21

...1平成20年度から22年度に国の100%委託事業として実
芸|施。平成23年度から「地域協育ネットJとして、「放課後子
町|ども教室事業Jr家庭教育支援事業」とあわせて事業化さ
芸|れる。配置されたコーディネーターが学校のニーズを把
l握、地域の人材ノ《ンクからボランティアを派遣する制度。

ボランティアの派遣によりニーズに対応した学校支援活動を行う

歳 出 予算現額(円) 塁塁璽(円)

;支

報償費 50，000 。
旅費 20，000 。

!出 役務費 173，840 173，840 
内
訳 委託料 5，082，000 4，849，586 

+ 

、 ，Aロe‘ 計 5;325，840 5，023，426 

歳 入 予算現額(円) 決算額[円)

国庫支出金

源財内 割合
県支出金 2/3 3，452，000 3，349，000 

地方債

訳二 その他

一般財源 1/3 1，726，009 1，674，426 

4ロ』 言十 5，178，000 5，023;426 

i入工数(慌|人frz 臨時

100% I 100% 

活動指標、または成果指標 H24 1 H25 
500人 I 943人

942人 1 991人1 1地域ボランティア登録人数

21実施校数

同
一
校
…
校

n
u
一
O
O
F
n
o

Mm
一
校
…
校

口
口
一
口
口

"
n
o

3 

自治体関与の妥当性| 妥当である|地域ぐるみで子どもを育てていく意識の醸成はまちづくりにも寄与するものであり、妥当である。
|妥い………..，..:...-:...1.....………|

二当 |目的の妥当性 |妥当である 1r地域の子どもは地域で育てるJという意識の醸成をめざすものであり、妥当である。
ム性ト…....................…J… H ・H・..1.............................1
対象(受益者)の妥当性l妥当である|学校支援の諸活動は、地域住民のつながりを促進するものであり、妥当である。

I戸コスト効率 1 適正である|経費は有効に活用しており弘、適正である。
効二}トい』μ川川.. 山.. ……… .. 山….. 山….. 山.. ………… .. …… .. …….“山....……….日…….日….日...山….. 山.. ιふi
二率キ斗i実施主体の適正化 |適正である|学校支援事業の推進に係る支援は、市が主体で実施すベきであり玖、適正である。
二性 f........;.・H ・......・H ・...................;1.............................1
負担割合の適正化 |適正である|学校支援事業の推進に係る支援は、市が主体で実施すべきであり、適正である。

E目標達成度 達成している|学校支援にかかわるボ、ランティア登録人数及ひや実施校数は目標を達成している。
有 f...........~;.... '...;;.-.........，.........;.I 
効|類似事業の存在 ト存在しない

性エ副長二ぷ長時|長長CZi;ぶ|語字通副長五語以ιiJ両日;;る;.. 
24年度から全小中学校で実施。既実施校との事業に対する取り組みの温度差を埋めるべく、教育委員会でサポートをしてい l
く必要がある。公民館に事務局をおくなど、先進例を参考にして、事業の実施体制を改善する必要がある。地域住民の事業
への理解も必要。

課題 27年度からのコミュニティ・スクール導入(27年度中に9校、 28年度ですべての学校がコミュニティ・スクーノレとなる予定)にあ
たり、学校教育課と連携しながらサポートしてして必要がある。各校で行われる「地域教育協議会」、「学校運営協議会」、同
中学校区関係者で行われる「中学校区地域協育ネット協議会Jなどに、市教委からも参加をし、協議・助言をしていく。

今の方後
計画どおり事業を進めることが適当

改善

向性
時期

園



様式1号(事務事業評価)

I INol I一|3 1 平成26年度事務事業評価シート|課・局.~.所(係)I 中央図書館

大項百I政葉7
家庭や地域社会の教育力の向上

中事百T極東7
生涯学習推進体制の充実

歪if主龍議52ft:書EZ23tイ主議室|対象!市内小中学校の児童生徒
孟|の紹介や、本の読み聞かせ、本の閲覧・貸出を実施する|手段|学校を巡回し、図書館の説明や図書の紹介、閲覧、貸出
慨|ことで、読書環境を整え、読書活動の推進を図る l t 

I"-~"'" WU t==l"/f'io. r_'u~ ...J...J::.."'-' WU t:=f I I--l::z7.J ~_'J p:;.~(.!..~<vo I意図|読書推進の援助

歳 出 予算現額(円) 決算額(円)• 

需用費(ガソリン代) 23，300 23，240 

，一支

出
内
訳

合計 23，300 23，240 

歳入、 予算現額(円) 決算額(円)

国庫支出金

財 県支出金:
源割
地方債内 Aロ

訳 その他 4

一般財源 23，300 23，240 

dE』Z 計 23，300二 23，240 

人件費概算 i人工数(淵人{吉弘II習lI無|同町| 一般 臨時

155.20協 I 77.30% 

l 活動指標、または成果指標

1 1配本冊数

H24 

2，600冊

9，159冊

21一人あたり冊数

剛
一
冊
…
冊

，t
l
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q
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l 自治体関与の妥当性 l妥当である|各学校、教育委員会、学校教育課との調整が必要であり、市以外では困難であり妥当である。
妥トH・H・-……….....・...・M・...1.............................1
当 |目的の妥当性 |妥当である|教育力の向上に学校との連携は不可欠であり妥当であるo
性トH・H・......….......................1.............................1
対象(受益者)の妥当性| 妥当である|児童・生徒が対象であり妥当である。

lコスト効率 適正である
効 t..山山…旨h川.... ……… .. 山.. ‘"山…….. ……… .. 山.川山...山……….. 山…….. 山….. 川..……. ……...山……….. …… .. ….. 山…….. 山….. 山.. 
率 |実施主体の適正f化~ 1適正である

|性|副長記長1t.......1伝説|正議長:芸品説副長沼

目標達成度 |達成Lている

a，持者計五::::|:注目lj:::
上位施策への貢献度|貢献してい!る .. 
〆学校での調べ学習や読書活動を支援するため、市立図書館から学校図書館に図書を貸し出しているが、児童生徒が興味を
持つような本を十分に揃えられないため、来館者貸出用の図書を貸し出している。この本は長期間貸出できないため、それ
が可能な学校向け団体貸出用図書セットを計画的に整備する必要がある。

課題

今の後方 / 

事業の進め方等に改善が必要
改善
28年度以降、改善する予定

向性
時期

園



様式1号(事務事業評価)

平成26年度事務事業評価シート|課局冒室置所(係)I 社会教育課 青少年係 | 回

中項目(施策)

青少年の健全育成

.".".1協議蚕を通して、青'j，'辱め誕全育成に扇子る事業を実施
芸|する。併せて山口県青少年健全育成県民会議の主催事
概|業(1家庭の日J含む)を推進する。

要

歳 出 予算現額(円) 決算額(円)

補助金 72，000 72，000 

干主出向一

訳

dEbヨ‘ 言十 72;000 72，000 

歳入

国庫支出金 γ

財 県支出金
源割
地方債

内合
訳 その他

一般財源

dEL コ 言十

予算現額(円)

100 72，000 

72，000 

人件費概算 r工円q人間引官1無|同色村 一般

※上段:目標中段:実績下段:達成率

活動指寵吉正面戒果指標

1 I活動回数 ;fJ15;1113;|事
100% I 100% 

2 

3 

l自治体関与の妥当性 l妥当である|家庭、学校、地域の連携を支援するもので妥当
'1 妥 }・H・M・-…岡山H・H・...・H・H・..…..1.............................1
当 I目的の妥当性 |妥当である|青少年の健全育成のための規範意識の醸成等を目的としており妥当
性 f..・H・......-..............…...........・1.............................1
対象(受益者)の妥当性| 妥当である

コスト効率 適正である|啓発等の活動内容から妥当

1 -1 15 

決算額(円)

72，000 

72，000 

経常

;27|場設併設::::|:::校長"1刊ささ房長主主主要狂言柑ヨ14月二:二二: : 
負担割合の適正化 |適正である

目標達成度 壬 |達成している
有 f;.. ， .......~................................1

効 1類似事業の存在 |存在しない

;性 [t局員二記長説|説仁三;;引退扇面毎日;JL語以証言示i;長

---青少年健全育成に対する関心の両まりから、多くの組織で活動の取り組みがなされており、これらとの連携している。

課題

今の後方
計画どおり事業を進めるととが適当

改善

向性
時期

圃



様式1号(事務事業評価)

平成26年度事務事業評価シート|課・局室・所(係)I 社会教育課

士 E家庭教育支援チームを中心lご豪雇薮首手子育てに関
妄|する情報提供、相談対応のコーディネイトを行う。 23年度
概|から「地域協育ネット」として、「放課後子ども教室事業」
要，r学校支援地域本部事業Jとあわせて事業化されたもの。

歳 出 予算現額(円) 決算額(円)

報償費 191，800 191，800 

支ニ:需用費 34，160 34，160 

2 訳出内
役務費 11，200 11，200 

合計 237，160 237，160 

E 出 ，a . E =主主主

歳 入

国庫支出金=

源財 割
県支出金:

内合 地方債

訳 その他

一般財源

合，計

人権教育係 ! 回 日 22

予算現額(円) 決算額(円)

2/3 134，000 158，000 

1/3 68，000 80，000 

202，000 238，000 

|人工数(人役)1人件費(円)I I交付税 1__1 I ム~l:i$~1I1 ~ru I 
二人件費概算 ~ 1 0.21 1，1山W11算入 | 無 I I会計種別| 一般 | 臨時

※上段:目標中段:実績下段:達成率

活動指標、または成果指標 マ I H24 I H25 ...• I I H2s • 1目標 l

I 12回 I 12回 I I 12回 |達成
1 I講座回数(全ノト学校) r"・H・-五回….T........i2首-…1r'"・H・-2面........・1度

100% I 100% 

21参加者数 496人 564人

31支援チームの人数 11人， 10人 14人

自治体関与の妥当性|妥当である|社会全体による家庭教育支援の必要性が高まっており、妥当である。
妥ト…......…M・M ・.....・H・...…w・，.............................，| 
当三|目的の妥当性 |妥当である|社会教育の基礎となる部分として継続的な支援が望まれるものであり、妥当である。
~ 性 1ト..………….日…………..…………..……..……..….日.…………a日….目.，.…………目一…..町.…………..….日...…………..……..….... …………..……….日……..…..……….. 
|卜ド主:弓三号 I対象(受益者)の妥当性| 妥当である|地域人材が家庭教育に関わり、子ともの健全育成に取り組むものであり、妥当である。

lコスト効率 |適正である I経費は有効に活用しており、適正である。
効 lトト…一..…一……..ぺ一…..で一刊T了'.... →-司..… ..山iι昼
率 |実施主体の適正化 |適正である l家庭教育支援事業の推進は、市が主体で実施すベきであり臥、適正である。
性二 }トト"………..…………..……..……..…..……...…….，川山….“山山a“山....山………..………..……..…..“山………..……..山E“‘...........一一|・・ -ト
l負担割合の適正化 |適正である|家庭教育支援事業は、市が主体で実施すべきであり、適正であるow目標達成度 |達成している融回数及び参加者数は目標を達成山る。

有~..・H・....・.-;.-，..，..:， ....;.................1............................. ，.

効 |類似事業の存在 |存在しない

I.11.=山一員二-ゐ-示-房副主;;五|長手記長込五議長万五日是正CEi;三.. 
小学校の就学時健康診断時には、ほぽ全員の保護者が集まるため、子育て講座を実施するには効果的である。しかし、幼
稚園や保育園の年長児の保護者だけを対象としているため、その際の一度きりでは徹底しない面がある。いくつかの保育園
や幼稚園では、家庭教育支援チームのメンバーが訪問し、基本的生活習慣等についての講義をしている。年長時だけでな

課題 く、その他の年齢における保護者も対象に含めた講義や懇談といった機会をつくっていきたい。

今の向後方性 計画どおり事業を進めるととが適当
改善
時期

園



平成26年度事務事業評価シート|課E局・室置所得)1 心の支援室

~I平扇面存度から「心6支援室Jを設置し、いじめ・不蚕喪
主|対策事業を開始する。いじめ・不登校傾向にある児童生

副徒に対し、学校と連携して家庭訪問やふれあい活動を行
要|い、学校復帰を目指す。

歳出 予算現額(円) 決算額(円)

需要費 184，146 145，762 

支
出

両訳

AEb2 恥 E十' 184，146 145，762 

歳入

国庫支出金

源財 県支出金
害リ
地方債

内合
訳 その他

一般財源

dEh3 悔 言十

様式1号(事務事業評価)

I INol 1 -1 1 1 

小項目(基本事業)

青少年相談と非行防止活動の推進

予算現額(円) 決算額(円)

100.0% 184，146 145，762 

184，146 145，762 

、人件費概算 |人工数(人間人tt。||宝?|無 II会計翻IJI 一般 | 経常 | 

2 

3 

活動指標「または成果指標

支援をした児童生徒数/継続登校できるように
なった或いは生活に改善が見られた児童生徒数

自治体関与の妥当性|妥当である

H24 H25 

14(人) 24(人)

311F従来:::::|:三三五五説明HH5日::::::::
対象(受益者)の妥当性|妥当である

コスト効率 I概ね適正である

i :-悌隙持巨悌陣除|任任隙隙誇害耕持:戸F持持房再持柑柑:5宗許子巧持-手##持#14持-併仔1l!H持仔争子安:??51守e併桝併柑1i当#併柑:争梧#肖岩##柑柑持-E百当弘諒:;?五z友1!4z広広ι11If〔仁仁j;f:三乙::::::::::::::::::::j:::jj::iiI:i1|I::::壬:::》玉.. 子E:言主持言任主旺日:5E主主EE三誌:三ヨiさヨヨお汚1与長長京夜引jj当さ王引引;-z三引引}z三汀引~:J~伊11-骨1-常持持lh希持!戻持頭今村2当渋説出再与仔お日日?25弓拐:31ヨ3E弓:FF煎言主詩詩2主与笠1守を停伊科1f言告史持持:F55渋舟Lぶ弓み母雨!宅尋今明煎煎:手子労安京再手計計子詳町:?25去汚1fz三5J;22三五;225三1i5芸汚jzZj52i155:j5王1骨55E広日1i55王日日:;;;ヨ三;;;3壬.. ヨ1:21?z渋:;?25j1TP1?!廷主活j;三三汚ヨ1さ三沼沼52主主舟部叩:?E汚日臼?E何説耐仔仔;HE6長主---千主時同:;5三ヨ沼j5三ヨ尽;i安芳:H号史-再号所!i?民民汚j?侵弘伝}H包長忌弘1Eぞ与与♂引;;;5汗日1:f汗三臼日;j守去ヨヨ;守三ヨ弓?2ヨさ:J;1;U汚;;守ヨヨ芝:守主三玄王3z三三王ζζ::::::::::::::::::二......二......二.........二.........二......二二.......二二......二二二.......二二.....二二.....二
..... ... 

: 
負担割合の適正化 |適正である

目標違成度

i?:#-今持言#ら?持京京拡子王王主......二"""':'1''''子存定-子555主王主五;;2三三'~"'r'r r r : 
上位施策刊の貢献度"貢献している

4易
いじめ、不登校、虐待、ひきこもりなど青少年を取り巻くさまざまな問題を、個々の状況に応じて迅速かっ適切に対応していく
体制の整備が必要である。引き続き、心の支援員と学校や関係機関、保護者等が連携協力し、問題を抱える児童生徒の支
援にあたっていく。

課題

今の後方
計画どおり事業を進めることが適当

改善

向性
時期

国



様式1号(事務事業評価)

2 日回心の支援室

中項百I施東7
青少年の健全育成

平成26年度事務事業評価シート|課・局宣明(係)I 

ふれあい相談実施事業

さまざまな要因により登校できない児童生徒に対して、学 対象不登校傾向にある児童生徒等
事 校現場では相談室や保健室登校を促し、学校への復帰

業 支援を行っているが、学校自体に登校することができない 手段ふれあい相談活動等を通じて、学校復帰を目指す

概 児童生徒が増えている現状がある。そうした児童生徒へ

要 の心のケアを行い、学校復帰を支援する目的でふれあい 意図さまざまな問題を抱える児童生徒の支援を行う
相談室を設置している。 ご

歳入 予算現額(円) 決算額(円)

国庫支出金「

財 県支出金
源割
地方債

内合
訳 その他

一般財源 100.0百 427，854 425，680 

止~ 言十 427，854 425，68()_1 

歳出 予算現額(円)L型車璽〈円)
役務費 115，854 114，880 

使用料及び賃借料 312，000 310，800 

dロ~ 計 427，854 425，680 

経常一般
|人工数(人役)I人件費t円)I 

51 11，080，0801 
三入件費概算

H24 -活動指標、または成果指標E

}~:?I@.L:::L::::絞{駁1 I来室相談回数

H

、、p
'
M

M

回
"

"
p
h
υ
H
 

山

A
せ
…

"
n
J
“" 

+
B
E
E
S
-
A
'
 

…回…
"
n
〆
“
"

u
n《
u
n

H

円，
U

H
21電話相談回数

-・・・ E・・・・....・・・....・......
・・・・・・・・・・・・・・.....・・・......3 

自治体関与の妥当性|妥当である
蛋 1…ぷ....・H・......・H・....…......1…・……・・…H・H・-十・
当ヤ|旧目的の妥当性 |妥当である|児童生徒の学校復帰を支援する
性 ト卜.一そ山‘'o'，“…….日川山.叫山…...一…~ヨ…...一…E一一一.……….目..目日……….吋山..日….十……….... ……… .. …….目…....……….. ….. .. ……… .. …… .. …...……… .. …… .. …....1.し日……….目…….. 山…….. 山.. … .. . 
|対象(受益者)の妥当性l妥当である

Ic<*l. 1コスト効率 |概ね適正である
効 lトトト.日………….. ………… .. ………… .. 一…….叫山….. 山...……….. 山….. 山….. 山....……….. ……… .. …… .. ….....ム-
率 |実瞳主休の遍正化 |適正である|問題を抱える児童生徒を支援するため、市が主体的に取り組んでいる

4 性 iト.. 盟…
|じ 1負担割合の適正化 l適正である

|三 l.~.~~~，里;
効 |類似事業の存在 • I存在しない
性 ~I;..;一…、|

.上位施策への貢献度l貢献している

厚狭の複合施設の建設に伴い、山陽地区のふれあい相談室を山陽勤労青少年ホームに移したが、平日に2日休館日がある
ため、その日は厚狭図書館で相談業務をおこなっていたoふれあい相談室に通室している子どもがしもため、曜日によって
場所が変わることは好ましくないことから、平成27年度からは山陽勤労青少年ホームにおいて休館日においても相談業務に

課題 対応できるように変更した。
なお、ふれあい相談室は学校へ行けない子ども達にとっての最後の砦で、あり、非常に重要な役割を担っている。よって、未来
永劫、安定して業務が行える場所を確保していく必要がある。

今の後方
事業の進め方等に改善が必要

改善
28年度以降、改善する予定

向性
時期

.. 

園



様式1号(事務事業評価)

平成26年度事務事業評価シート|課・局室百所(係)I 心の支援室

大項目(政策)

家庭や地域社会の教育カの向上

事|現在轟育委員会では， IL'面支援員や青蚕1f:相談員を配
:!:I置し、支援業務に対応しているが、より困難な事例に適切

|回 1 -1 3 1 

議|に対応していくため、警察官OBを配置し、学校内外の更|手段|少年安全サポーターは配置し、定期的な見回り等を行う
要lなる安心・安全な環境整備を図る。

歳出 予算現額(円) 決算額(円) 歳入 予算現額(円) 決算額(円)

人件費 1，353，000 1，352，387 国庫支出金
二支 財 県支出金
4 出
内

源割
地方債内合

訳 訳 その他

一般財源 100.0% 1，353，000 1，352，387 

4E会2EL 計 1:，353;000 1，352，387 ニ£ロ』 言十 1，353，000 1，352，387 

!人工数(人向一川和無|同種別|て~ I-~~ I 
活動指標、または成果指標

1 I学校訪問回数

2 

3 

自治体関与の妥当性|妥当である
妥ト…….......・H・・H・..…1........・H・.................1

H24 H25 

当 |目的の妥当性 |妥当である|学校の安心・安全をより一層高めるため、配置は必要である
性卜..............……..........…・1.....・H・...・H・...・H ・......1
対象(受益者)の妥当性| 妥当である

I . Iコスト効率 I概ね適正である

ilーがEHF-1511::::|::き~~:~~~::::rき:弁当初三;??12FER-14-z五::::::::::::::
l負担割合の適正化 |適正である

| 有 t.~.~空空幣空~...........}........I 望幣存;L，.-O，\三刀~..tピíE空門?門幣ß9f.t竺W.t"f':士?三竺:"f':títi!15空竺門雪門門円Tでで吹fど行竺.三三f三f.tGi"
効 |類似事業の存在 |存在しない

|性十 | 
l上位施策への貢献度|貢献している

.レ
当該事業は、学校、地域、警察とのパイプ役として十分機能しているが、その成果は安全サポーターの人材に寄るところが大
きいのも事実である。、警察と連携を密にし、今後も優秀な人材を確保していく必要がある。

一

課題

今の方後
計画どおり事業を進めることが適当

改善

向性
時期

園



様式1号(事務事業評価)

平成26年度事務事業評価シート|課，局室冒所(係)1 社会教育課 青少年係 I INol 1一1 16 1 

大項目(政策J 1 中項目(一一、

家庭や地域社会の教育カの向上

歪|護軍;官官語読孟キ霧?詑育成!対象!青少年
毒1160人の補導員による補導を活動の中心とする。 1手段|ヤングテレホン、補導活動、環境浄化活動

要I I音回 I青少年の健全育成

歳 出 予算現額(円) 決算額(円) 歳入

報償費 1，983，000 1，747，000 国庫支出金

支 旅費 6，000 。
出
需用費 221，000 176，667 

肉

財 県支出金

地方債

訳 役務費 152，000 98，622 その他

一般財源 100 

dE』ヨ 言十 2;362.，000 2，022，289 d回L 計

人件費概算 r 工(竹~λftt511 宝~I 無 I G三副
活動指標、または成果指標

1 1補導員数

21活動数

31ヤングテレホン相談回数

H24 

160人

H25 

160人

160人 1 160人
「 Ioo%"........l..........io.o%

400回. I 400回
424回 416回

106% I 10胡
随時 | 随時

382回 713回

自治体関与の妥当性|妥当である|規則に定めるセンターであり妥当
妥 f..・H・...・…............・・H・H・...・H・+-...........................1
lzlp??空.・…|計三空汀告さwJJX;$き~~男子君!こ号
対象{受益者)の妥当性|妥当である

|コスト効率 ョ |適正である
効 E;:..;...，....，....二|
率 |実施主体の適正化 |適正である
性}モ|
負担割)合の適正化 |適正である

671回

予算現額(円1

2，362，000 

2，362，000 

一般

決算額(円)

2，022，289 

2，022，289 

経常

有一一~竺空脅さー..;.:~;......:.1黙とご1217!!???!?型f*lfiiJ三帽す習とそ烹号、F竺警.今日1J.5f
効 |類似事業の存在 |存在しない
性 1.......;......;..，........;.................1
、 1.，と位施策への貢献度|貢献している -.-
lヤンヂテレホンに蘭じて、相談内容の幅が広がり、相談者との接触が必要な再薮示南方日している。

課題

血盟

国

計画どおり事業を進めることが適当 |諒|



様式1号(事務事業評価)

平成26年度事務事業評価シート|課 a局 E室・所得)I 社会教育課 青少年係 | 回

大項目(政策j

家庭や地域社会の教育力の向上

士，いじめ等の理由で不登校の児童・生徒及びその家族から
主|の相談、学習支援等を行うことにより、学校復帰が図る。

不登校児対策事業

1 -1 17 1 

副社会福祉法人小野田陽光園に業務委託。 I手段|陽光園において相談業務、フリールームの提供、学習支援を実施
要.

歳出 予算現額(同) 決算額(円) 、歳入 予算現額(円) 決算額(円)

委託料 1，940，000 1，940，000 国庫支出金

支 財 県支出金
出

内
源割
地方慣

内合
訳 訳 その他

一般財源 100 1，940，000 1，940，000 

合計 1;940，000 1，940，000 .g. 計 1;940，000 1，940，000 

人件費概算 i人工数(怯i入件15;51|想見|無|同問| 一般 経常

7舌動指標、または成果指標 H24 H25 

1 1フリールーム利用者数 23人 24人

21来室面談、電話相談、訪問面談活動等の実績 2080回 2223回

3 

It * ~間関与の妥当性|妥吋る下登校児童生徒の居場所づくり学習支援とゆ対応であり妥当
妥 1....・H ・...り....，..・山.:j 十

当 |目的の妥当性 |妥当である|上記に同じ
性 }ト卜..勺.....ふ負主子..…..…….日..一……..山….“……..山.，日…………a日…….目一.目.…………..…..……..…………..…….日……..山...………..…..…...……….日….“…:+...........................+

|対象(受益者)の妥当性|妥当である

十 1コスト効率 三 1適正である

|を|持慢性!:~:;:::;r::~~:~庶民房長日!??ぞ5子現時時五日:
1負担割合の適正化 |適正である

|目標達成度二
ぜ三有 I..........;.';，;:...;;_....i.-..............;..j 
三効 |類似事業の存在 |存在しない
性 ト・守・・ム | 
l:.h位施策への貢献度|貢献している

... 
面談等相談受理件数が年々増加している。内容も多岐でデリケート。
関係機関との連絡をより密にし対応してして。

句課題

の今後方
計画どおり事業を進めることが適当

改善

向性
時期

園



様式1号(事務事業評価)

平成26年度事務事業評価シート|課・局面室田所(係)I 社会教育課

.....1ふるさとの歴史て屯瓦孟支千七財厄ラ訂正百民自身がその
主|認識を持つことと併せ、棄損、焼失等によって失われるこ

毒|とのないよう、全国一斉文化財防火デ-(1/2似合わせ
要|実施する啓発活動。

歳γ 出 予算現額(円) 決算額(円)

|支
役務費 12，000 。

出

内
訳 f

A主b主h 言十 12，000 。

文化財係 | 回 1 -1 10 

歳入 予算現額{円) 決算額(円)ー

国庫支出金

財 県支出金
源割
地方債

内合
訳 そのf也 z

一般財源 100 12，000 。
dEb2 h 計 12，000 01 

じ 人件費概算 |人工数f人間人件問。1I官|無JE到 一般 経常

1回

r 活動指標、または成果指標三 、 I H24 
1回

1 1防火訓練実施 1回

100弛|、 100%

19人21参加人数 25人

3 

‘自治体関与の妥当性 1妥当である l文化財の保護、継承には自治体の関与が欠かせない。
妥 I・M・"…...・M・....………...1.............................1
当 |目的の妥当性 | 妥当である|この事業を通じて、所有者・市民それぞれに文化財保護を啓発することが出来る。

I性 |対象(完封jの妥当性|ぷである l
|コスト効率 I適正である|文化財所有者と消防署の協力を得て、必要最小限の経費で実施している
効トH・H・H・H・-ー・"..・J・………J…................・H・....1
ミ率 |実施主体の適正化 I適正である
性|….6.;;....-".;...........".-;:...".q

l貢担割合の適正化 I適正である

三有 ...l.~.. :空~.:.!.;..........;:..~.j 黙と三三|り雪!???三三??tiffP.Tiffさ{~号?????三三
効 |類似事業の存在一 |存在しない

性エ副長二ぷ首長|是正日;:江主;i面記長;ぷi;説日石;.. 
課題

今の方後
計画どおり事業を進めることが適当 改時期善占

向性

圃



太項目L政策)
多彩な芸術文化とスポーツの振興

中項目(施葉)

文化財の保護・継承

様式1号(事務事業評価)

文化財係 1 INol 卜I11 1 平成26年度事務事業評価シート|課局・室冒所(係)I 社会教育課

文化財の指定・保存

事|指定・オ言語定文化財の適切な保存・活用吾図るため、文
業|化財の保護措置をとるほか、所有者等への管理委託・標
概|柱看板等を設置する。

要

歳 出 予算現額(円) 決算額(円)

主丙出主ゴ

旅費 3，000 。
需用費、原材料費 126，000 65，467 

役務費 173，000 63，243 

訳 委託料 215，000 214，900 

補助金 195，000 195，000 

合計 712，000 538，610 

歳 入 予算現額(円) 決算額(円)

国庫支出金

財 県支出金 40，000 29，000 
源割
地方債内合

訳 その他

一般財源 100 672，000 509，610 

£ロ‘ 計 712，000 538，610 

|厄弧町人件問。II菅川無II会開4一般 経常

若動指標、または成菓指標 H24 H25 

1 1修復等を実施した回数
3f平......'1'..・・・・・・"u平H・M・.....

21文化財管理に対する委託料、補助金の交付 l …・・iu平 …r........iz{1平“

31市文化財の指定数 1件

I自治体関与の妥当性l妥当である|文化財の保護、継承には自治体の関与が欠かせない。
妥 f.:~..;; i..... .:..........・-…山…・1.............................1
当三|目的の妥当性 |妥当である|文化財の維持管理は、文化財を保護、継承するためにかかせない。
こ性ト...........…・…円…一…・1.............................1
| |対象(受卒者Jの妥当性| 妥当である

コスト効率 |適正である|文化財の維持管理は、地元や所有者が基本的にしており、コスト効率は適正であるo
効 ト日日.. 子.. 竺山円.. ………… .. 山山….. 川…….. 山川.. 川川同叫叩矢υ'"山……H…..…….. …… .. 山.. 山.叫.山……..……..1トa 盟 H………….“…… .. …..………....……… .. …....……… .. …… .. …..……J .1 l 
率 |実施主体の適E化 |適正である
r性 1.;..，......................................-，.1
|負担割合の適正化 1適正である

目標達成度
有}二、 1

12戸の存在 l-
|説話量二ぷ首長選|貢献している|芸品以訓示に員長こそは

---少額の修理は必要に応じて行っているが、多額の経費が必要な修復が進んでいない。今後も補助金申請や予算要求をして
し、く。

課題

今の後方
計画どおり事業を進めることが適当

改善

向性
時期

園



様式1号(事務事業評価)

平成26年度事務事業評価シート|課局室・所(係)I 社会教育課 文化財係 l 回 1 -1 12 

歳一出 予算現額(円) 決算額(円J
報酬 32，000 12，000 

支出訳内

負担金 19，000 19，000 

合計 51，000 31，0001 

歳入 予算現顛(円) 決算額C円7

国庫支出金~

源財両会劃i 
県支出金

地方債

訳 その他

一般財源 100 51，000 31，000 

合計 51，000 31，000 

|人瑚引吋町|官1無 II品別|一般 経常

H24 活動指標、または成果指標 H25 

1 1文化財審議会回数 2回 1回

21山口県文化財愛護協会の研修会への参加

回
…
回

回
…
回

山口県市町埋蔵文化財連絡協議会の研修会へ
31 
の参加、他市町担当者との意見交換

100% I 100% 
1 1回

1回 l回

100唱 I I 100.00% 

自治体関与の妥当住|妥当である|文化財の保護、継承には自治体の関与が欠かせない。
妥 |叫ん"..・J・..，.........…………ト…......…… | 

当 |巨的の妥当性 |妥当である|にこの事業を通じて、文化財保謹行政を改善することができる。
性 1;;……….. …… .. …..... 
T三三主|対象(受益者)の妥当性i妥当である|

|コスト効率T二 |適正である 1必要経費が最小限の事業であり、適正である。』
効 l・....・H・-山山山・・H・H ・-一-….;.1..・M・.....・H・-山H・M ・..1.

率 |実施主体の適正化三|適正である
性}丙....・|

|負担割合の適正化 |適正である

l目標達成度 達成してしも|文化財の調査・研究が進んだ。また、担当者の資質向上につながった。
|有ト...・H・....・-・4 ニ l
効 |類似事業の存在 |存在しない

竺エ副主将言語長|可仁三:計三ilぷ保証返i;説じぷ;五;
.... 

課題

F 今の向方性後 計画どおり事業を進めることが適当 改時期善

園



様式1号(事務事業評価)

13 日回文化財係社会教育課平成26年度事務事業評価シート|課・局・室町所得)I 

事|唯一:市両無形文化財f~語註されている古式行事は、
業Ir古式行事保存会Jが伝統行事を継承し、毎年厚狭秋ま
概|つりに合わせて披露している。

要 文化財の保護、継承への寄与

歳入 予算現額(円) 決算額(円)

国庫支出金

財一 県支出金
源割
地方債

内合

訳 その他

一般財源 100 450，000 450，000 
dEE2 h 計 450，000 450，0001 

歳 出 予算現額(円) 決算額(円)

む手王5 出

補助金 450，000 450，000 

内
訳

dE』3 計 450，000 450，000 

経常

ー

ー

i
標

一
一
同
同
一
…

一鉦山一
E:
一

rLMH一
四
五
咽
…
川

1-
※一
I
f
-
-

一一…
1

M
一
回
一
回
…
川

H
一1
…1
一日

交付税
算入

l人工数(人役)1よ再葺T再n
0251 1，392，925 

活動指標;または成果指標 τ

活動回数(本番)

2 

3 

自治体関与の妥当性|概ね妥当である↓伝統文化の継承のため、地域と協力しながらも自治体の関与が欠かせない。

目的の妥当性 |妥当である|保存会への補助を行うことで、伝統文化の継承につながっている。

対象I受益者)の妥当性| 妥当である

|コスト効率 |概ね適正である
効三ト | 

率l実施主体の適正化 |概ね適正である

性単語i今治正1t.......，示品弘ぷ|記芸品ぷ面長選iL副主婦長員長伝説:五五ぷ品目ぁぷ

| 正l円男子明 ............斗;..:....1空吹1t\ヨオTオt怯空竺仔士乞乞..里警勿門翌門号た?三プ~-e主?烹*O)~竺押?翌樗.空雪♂叩bn-c士T円雪狩?竺空円明空恐町とピfご1t\
一効 i類似事業の存在 |存在しない

性 |エ長証言二記長志伝|長-示日;:訂正i説記保護..平ぷ;-長長L-ぷL;-.. 
年々出演者の確保が難しくなっており、古式行事の存在を積極的に広めて、ふるさとの伝統文化であるという意識を両める必
要がある。全市的に認知されるような取組みを進める。

課題

今の方後
計画どおり事業を進めることが適当 改時善期

向性

園



様式1号(事務事業評価)

平成26年度事務事業評価シート|課'局・室・所得)I 社会教育課 文化財係 1 INol 卜I23 1 

長肩百I取東) 中項目(施策)

多彩な芸術文化とスポーツの振興 文化財の保護・継承

文化財の保存整備事業(竜王山巨木「ハマセンダンJ保存・文化財指定)

...1平成23年末に地元市民により発見されたもので、木の周
到囲5.2mは日本一と推測される。地権者の同意を得て、現
概|在は立入を制限しているo文化財審議会での協議、専門
|家2名の鑑定を経て、平成25年6月市指定文化財に認定
要lされた。

歳出そ 予算現額(円) 決算額(円)

工事請負費 27，216 27，216 

支 補助金 259，000 258，120 
出
内
訳

4同.. 計 286，216 285，336 

歳 入 予算現額(円) 決算額L円)
国庫支出金

財: 県支出金:

源割dロ与
内
地方債

訳 その他

一般財源 100 286，216 285，336 

ご』ES3 言十 286，216 285，336 

I~~ .. À{4j~j . I人工数{人役>1鳳町] I ~-MfR. I "" 1 r~~H"'['" 1 
| 0.11 肌 l刈 I .算入二| 無 I I会計種別| 一般 | 臨時

※上段:目標中段:実績下段:達成率

r 活動指標、または成果指標 二 I H24 I H25 I I H26 1目標
I I 1箇所 I I 2箇所 |達成

1 1説明板等設置 r .............. T 1箇所 1 r 2箇所 l 度
100% 

21樹木の保護措置

3 

自治体関与の妥当性|妥当である|文化財の保護、継承には自治体の関与が欠かせない。

| 妥 fト卜卜H一……一一..“山ぺ一.. 竺ヴ.....
当 |困目的の妥当性 | 妥当である |文化財の保護、継承への寄与と凸しい、う目的lにこ沿つてLい、るo
性ト...・H ・-……............…...........・I・H・.........・H ・...・H ・.....1.

|対象L受益者)の妥当性| 妥当である

効 l:.~~持主Ji--IF交互 I~空宇史?jfT円TEZ??:.Ff今会
:率、|実施主f本ぬ適正化 |適正である
性 1........;;;.:;;....，........................1
負担割合の適正化 |適正である

目標達成度 I達成している|誘導表示の設置、保存のための環境整備が終了し、目標を達成している。
有 r 可 l

d 効 |類似事業の存在 | 存在しない

性JIti話会二伝言語|説山口訂正ii必医長;進退;;責示じぷ五;.. 
樹木が病気で枯れないために、継続的に保護措置をとる必要がある。また、竜王山公園は市の重要な観光資源として活用さ
れており、その中に、このハマセンダンも組み込んで、活用する必要があるo

課題

今の方後
計画どおり事業を進めることが適当

改善

向性
時期

圏



様式1号(事務事業評価)

平成26年度事務事業評価シート|課局・室引(係)I 社会教育課 文化財係 1 INol 卜I25 I 

大項目(政策)

多彩な芸術文化とスポーツの振興

l評価が厳選される指定文低扇以外にも、地蔵ゐ扇産として親し
事|まれ大切にされている文化的財産は多くあり、一定の価値づけを
業|行うことで、市民が誇りをもって広く紹介し活用を図ることが可能
概!となる。本制度を通して、そうした価値づけを行い、市民のアイデ

「ふるさと文化遺産J登録制度

要|ンティテイ確立とあわせ、観光振興に寄与していく。 I意図|文化的財産の価値づけ、保護、活用、愛護意識の醸成

歳 出 予算現額{円) 決算額(円) 歳入 予算現額(円)

手数料 156，784 132，300 国庫支出金

支

出
内

事陣丙事 割合
県支出金

地方債

訳 訳 、その他

一般財澗 100 156，784 

合一計 156，}84 132，300 ぷロ』 計 156，784 

人費概 I人工語訳在刀人件賓市工] I 交付語~I 長一一 I -AA: I 
| 0吋川

※上段:目標中段:実績下段:達成率

活動指標、または成果指標 I H24 I H25 I I H26 |日擢

1 I先進地視察研修 1.............................f...........H:...........1 ，............................~守

21要綱の制定

ふるさと文化遺産への登録、説明板設置
31 
(カテゴリー単位で行う)

100% 

1件

1件

100% 

2件

2件

100.00% 

自治体関与の妥当性|妥当である|文化財の保護、継承には自治体の関与が欠かせない。

決算額(円)

132，300 

132，300 

iIRらみを;::::::::[:主主主:]~~:~:i.~伝子出fill三五日持晶子三5がヨ15;
l対象(受益者)の妥当性|妥当である

|コスト効率 三|適正である 1必要な経費は説明板の設置程度であり、適正である。
効 l..・H・-山・.........・H・...・H・..…....・I・..… …...・H・-…i
率 |実施主体の適正化， I適正である
性 l.......;……・““ F 寸 l
|負担割合の適正化 |適正である

目標達成度 |達成している|竜王山と寝太郎を登録した。
|有ト"・.............・H・-………:q......・H・….............1
効 |類似事業の存在 |存在しない

位|エ雨量二記長時|長正日'~.~~.l主主必民主;五五;;員長じぷ;五;
4易

市民のアイプンアイアイ確立や観光振興に寄与するために、観光課を始め関係機関と連携して活用する必要がある。

課題

今の向方性後 計画どおり事業を進めることが適当 改時善期

園



様式1号(事務事業評価)

平成26年度事務事業評価シート|課局E室z所(係)I歴史民俗資料館| 1 INol IーI1 I 

中項目(施策)

文化財の保護・継承

歴史民俗資料館管理運営事業(企画展を除く)

事|・適正菅重によって収蔵責科を活用した展示をする。
業卜市民が郷土の歴史に関心を持ち、誇りlこ思えるような展
概|示をすることで、文化財などの保護への関心を深める。

要

歳 出 予算現額(円) 決算額(円)

報酬・旅費 2，644，800 2，644，740 

J出同訳貫主奇

需用費 2，462，560 2，451，831 

役務費 73，000 61，375 

委託料 879，000 874，800 

備品購入費・負担金 39，000 18，000 

?合計 |三 6，098，360 6，050，746 

歳入 予算現額(円)

国庫支出金

財 県支出金
j原書IJ
地方債内合

訳 その他 雑入 11，000 

一般財源 6，087，360 

4ロ』 計 6，098，360 

決算額f円)

36，400 

6，014，346 

6，050，746 

人工数(人役)1，人件費(円)I I交付税 1_1 Iムム苦 I _ATu I 
:人件費概算 I 0叶 仰仰~ I 算入 |無 II会計種別| 一般 | 経常

※上段.目標中段:実績下段:達成率

活動指標、または成果指標 I H24 I H25γ I I H26 1目標 l

1 10，000人 I 6，000人 I I 6，000人 |達成
1 I入館者数 「寸ï:.ö(9)~・-…T…日誌À ・..1 r…・ .4:7.(2)~・-…l 度

2 

3 

.自治体関与の妥当性|妥当である
妥 1...・......・H・....................・・・・・・斗・………・…...・H・..1

111.00% I 85.00% 

当 |目的の妥当性 |妥当である|文化財の保護・継承につながるので妥当で、ある。
性ト・.............……・I・H・..........・H・-……1....・H・..

|対象(受益者)の妥当性| 妥当である

I::Jコスト効率 l 適正でで、ある |必必必、要最小限の支出でで、運営しており妥当でで、あるo
| 効 lトト卜"山……..山..山……..山……..山…….日………..………..一…..山..ι.
率 |実施主体の適正化 |適正である
性 1...::;:.;;;".....................，.......:..1
負担割合の適正化 |適正である

目標達成度 概ね達成している

ar祥子予言..........r..寺山..T...
上位施策への貢献度|貢献している|館の運営を通して、文化財の保護・継承を啓発できる。

.レ
エレベータや空調など施設の老朽化が進んでおり、早急に修繕が必要。また、旧小野田市時代に建てられており、展示の内
容が旧小野田市に関するものになっている。山陽地区の小学生も授業の一環で来館することから、山陽小野岡市全体の内 l

容に構成し直す必要がある。
課題

今の方後
事業の進め方等に改善が必要 改時期善 27年度中に改善に着手

向性

固



平成26年度事務事業評価シート|課・局 E室・所(係)1歴史民俗資料館|

様式1号(事務事業評価)

I INol 1 -1 2 1 

.....， ・郷土の歴吏に関する展不
主卜「発掘された山口巡回展jの継続

詰|質の高い歴史講演会の継続
要卜収蔵庫の資料を利用した展示

企画展の開催

文化財保護への関心を深めるとともに、郷土愛を醸成する

歳出 予算現額(円) 決算額(円)

報償費 15，000 15，000 

旅費 11，200 6，800 

需用費 150，000 150，000 

ご」訳守 役務費 49，000 49，000 

dE3 h 計 225，200 220，800 

歳入 予算現額(円) 決算額(円)

国庫支出金

財 県支出金

源内 割合 地方債

訳 その他

一般財源 100 225，200 220，800 

d回』 百十 225，200 220，800 

| ょ件費概算 |人工数ttt| 人{間~I 想見|無| 同問| 一般 | 臨時
※上段:目標中段:実績下段:達成率

活動指標、または成果指標 I H24 I H25 

1 1企画展講演会開問 I.............................f 担 I 1 詔 |事

97.23% 

21企画展の来場者数

開
一
人
…
人

1
i
-
Aせ
日

q
d

3 

自治体関与の妥当性|妥当である
妥 t..・H・........._........・H・...............十…....・H・........・H・..1

当 |目的の妥当性 | 妥当である|文化財の保護・継承につながるので、妥当である。
性 L....c............一一一.............1・-…・…H・H ・-………l
-対象(受益者)の妥当性| 妥当である

1 1コスト効率 l適正である l必要最小限の支出で企画しており、妥当である。
効 }トト"山……..山……..山……..…..………..山....山……..山..山……..山..山..山……..山……..山..山……..……….一…プ一一..υP戸山.
率 |実施主体の適正化 |適正である
性 t...~.…ふ.~..，...;c..;..................1

I負担割合の適正化 |適正である

有 占翌空空烹里‘…….山…......←iト，."汀吹……喝
効ご 1類似事業の存在 |存在しない
性 ιト.....日・...............・H・.........…I・M・-…H・H・.....・H・......1.
上位施策への貢献度|貢献している↑企画展を通して、文化財の保護・継承を啓発できる。.. 
来館者数は企画展の有無、内容に左右されるので、今後も積極的に企画展を開催、充実する必要がある。

課題

今の向性後方 計画どおり事業を進めることが適当
改善
時期

園



様式1号(事務事業評価)

平成26年度事務事業評価シート|課・局面室田所(係)I歴史民俗資料館| !回 1 -1 3 1 

歴史民俗資料館管理運営事業(エレベーター機械室スチーノレドア修繕)

ー....1建築後30年が経過。エレベーター機械室のスチールドア
主|が腐食し穴が聞いているため、雨水、虫、挨が機械室内
需|に浸入する。このままではエレベーターの機械が故障す
要|るので、修繕する。

歳出 予算現額(円) 決算額C円) 歳 入 予算現額(円)

修繕費 722，000 712，800 国庫支出金

γ 支出 財 県支出金
j原割
地方債

肉合
訳 その他

一般財源 100 722，000 

二二合 計 722，000 712，800 合計 722，000 

人件費概算 一般

活動指標Lま正面~果福事 |一 言瓦 I H25 

1 Iスチールドア修繕

2 

3 

| 妥 |自治体関与今妥当性|子当である

当ー|巨的の妥当性 |妥当である|入館者の安全確保につながり、妥当である。
性ト.....・H・-……........…H ・H・-卜・…・…...............1.……

I I対象(受益者)の妥当性|妥当である
コスト効率 J 適正である|数社の見積り合わせをおこなっており、妥当である。

効 }…・闘い・4…...・ I 

率 |実施主体の適正化 |適正である
性ド 万|
|負担割合の適正化 |適正である

有 t~~空空手.F ..主|空任三三 I~.~二ffどだ???rj.とtrfì1fO)主主!??fE:
効 |類似事業の存在 |存在しない

世!エ雨量二ぷ言語|説日三|ぷ議長品目、元ぷ偏;必長選ぶ長;

4易

課題

今の後方
事業の終了

改善

向性
時期

園

決算額(円)

712，800 

712，800 

臨時



様式1号(事務事業評価)

平成26年度事務事業評価シート|課局室・所(係)I 成長戦略室

大項目(政策)

多彩な芸術文化とスポーツの振興

文化会館 | 回 1 -1 1 1 

事|平成6年4月に開館以来、芸術文化の中心となる施設とし|対象
業|て多くの方に利用されており、特に大ホーノレの施設舞台己三
冊|環境は専門家からも高い評価を受けている。しかし、施設|手段

重|の老朽化が進んでいるため、適切な施設の管理及び整
l備を行う。

歳「出 予算現額(円) 色決算額(円)

委託料 19，134，911 19，071，584 

支 需用費 15，020，466 
出
備品購入費 7，198，000 7，181，092 

内
訳 使用料・賃借料 957，423 957，423 

その他 1，023，699 

dE』コ 計 43;334，499 43，006，209 

歳 入 予算現額(円) 決算額(円1

国庫支出金

財 県支出金
源割
地方債

内合
訳 その他 18覧 8，212，000 7，721，804 

ー般財源 82% 35，122，499 35，284，405 

dロ~ 計 43，334;499 43;006，209 

一般 経常

若動指標、または成果指標

11貸館件数

H24 .1 H25 
11001牛 1 1200件

1265件 I 1188件

21利用者数

115.00% 

54000人

99.00% 

54000人

56059人 52021人

103.80% 1 96.30% 

2回 I 2回
31文化会館運営委員会開催数 … 2白…....T…-2国一一

100.00% 
"
W苅
-
n
U
 

回…
n
M

q
L
"
n
u
 

"ハ
H
U

・

唱

E
i100.00% 

1自治体関与の妥当性| 妥当である |将来的に指定管理の可能性を検討するが、現状では収益の見込めない事業であるため民間参入は困難であり、妥当である固
ヂ妥 f..・M・....・..................竺...:...;"，..1.............................1
ご当 |目的の妥当性 | 妥当である |文化の薫るまちづくりには市民の芸術文化への興味・関心を喚起する必要があり、妥当である。
|性トH・...……H・H・..…二一...1・H・H・......................1
対象(受益賓lの妥当性| 妥当である

コスト効率 適正である
効ごいーo!!' ・H・H ・.....~..・p・...・H・.....・H・..1.........…・・・ 1 

|グ主主主「三三';~三三.~臨|主 f;.;.-...... ，，:........................':.cc...I.............................1 
i負担割合の適正{じ |適正である|利用者には相応の負担をいただいており、適正である。

目標達成度 キ l 達成している
i有いふ………...・M ・...・H・"・..1......・H・M ・................1

è~fl空iJJ!望号~;~::.........;O.I 然史I.~空竺11::*二Jv
上位施策への貢献度|貢献している

.い
-施設、設備の老朽化が進行しており、トフブ〉レを未然に防ぎ良好な施設環境を提供するためには継続した予算の確保が必
要。また、環境整備のための予算確保が必要。
-利用者に気持ちよく利用していただき、次回も利用していただけるように、運営面における適切な応対や接客サービスの充

マ課題 実を図る。

今の向方性後 計画どおり事業を進めることが適当
改善 J

時期

園



様式1号(事務事業評価)

平成26年度事務事業評価シート|課且局E室置所(係)I 成長戦略室 文化会館 I INol 卜| 2 1 

主催文化事業実施事業(①おんがくであそぼう)

事 I~おんがくであそぼうJ は、乳幼児とその保護者を対象に
業|音楽を使って楽しくスキンシツプを図る。毎月1回、年12回
概|実施。平成22年度からの継続事業。

要

歳ー出 予算現額(円〉 理璽璽(円)

報償費 213，000 210，000 

需用費 20，000 。

合計二 233，000 210，000 

歳入 予算現額(円)

国庫支出金

財 県支出金
源割
地方債

内合
訳 その他 雑入 120，000 

一般財j原、 113，000 

合計 233，000 

人件費概算 |人工数(マH入件関hil智|無|匝許可| 一般
三吉覇宿標、または成果指標

1 1実施回数

21参加者数

3 

H24 

12回

12回

H25 

12回

12回

l00.00% I 100.00% 
480人 1 480人

354人 1 425人

73.75% 1 89.00% 

自治体関与の妥当性!妥当である|芸術文化を育む環境づくりのための、市としての取組みの一つである。
妥 1:.......，....叩;~-... . ~.....…ω…...1............................. ， 

当 |目的の妥当性、 |妥当である|当事業は芸術文化を育む環境づくりに寄与するものであり、妥当である。
性いI..;~

|対象象主(受益者)の妥当性| 妥当である|乳幼児とその保護者を対象としたものを実施o

1コスト効率 1 適正である
三効 ↓・;...................，.，....，....;..;...';J............................1
率 |実施主体の適正化 I適正である.

性|通説話正1~.......1 ぷ元五|工房副ふi記長Xiiゐ:逼E3LL;
|目標達成度 概ね達成しているl参加者からは毎月の開催を期待されている。

有 1......:....................;................1
-効 |類似事業の存在 1存在しない
性 } τ|

土佐施策への貢献度|貢献している .. 

決算額(円)

70，000 

140，000 

210，OQO 

経常

-乳幼児期に音楽に慣れ親しみ、乳幼児と保護者の音楽による関係づくりを行い、市の芸術文化を育む事業である。保育所
入所前の乳幼児が対象であるため、年度が替われば家庭環境が変わり、これまで継続して来ていた親子が急に来られなくな
ることがある。そのため、新規来場者の確保のための方策が必要である。

課題 -平成22年度から継続して実施し、市として一定の成果を得ることが出来たため、今後は事業を継続してくれる民間団体に委
任するとととする。

今の後
方 事業の終了

改善

向性
時期

'H26.7.10開催分は、台風8号の接近により中止した。
・平成27年度からは、同事業を、事業内容はそのままの形態で民間団体に委ね、市は共催というかたちで支援する。



平成26年度事務事業評価シート|課'骨室冒所(係)I 成長戦略室

様式1号(事務事業評価)

文化会館 1 INol 卜I3 I 

主催文化事業実施事業(②ファミリ)コンサート、ティータイムコンサート)

事I~ファミリーコンサートJ は0歳から入場できるコンサート0
~IrティータイムコンサートJ は、休日の午後をお菓子・お茶
毒|付きでゆっくりと過ごすためのコンサート。隔月開催、年6
要|回ずつ実施(午前中ファミリーコンサート、午後ティータイ
|ムコンサート)。平成22年度からの継続事業。

歳出 予算現額(円) 決算額(円)

報償費 120，000 120，000 

r 支 需用費 131; 759 100，869 
出
使用・賃借料 40，000 19，602 

内
訳

.d‘ 計 291，759 e ?40;471 Eコ

歳入 予算現額(円) 決算額(円)

国庫支出金

財 県支出金
源割
地方債

内合
訳 その他 雑入 291，759 211，200 

一般財j原J 29，271 

合キ計 291，759 240，471 

i人工数咋H人件15;511習|無 IFrt匂| 一般 経常

90% 

85.00% 

90% 

12回

活動指標、または成果指標 5±
回

ワ
』
一
甘
斗

U
H
-
十
L

同
一
回

出
↓
ロ

1 1実施回数 12回

入場者数
21 
(ファミリー321人[155組]、ティータイム162人)

l00.00% I 100.00% 
660人 1 660人

602人 1 559人

91.21% 

31アンケートによる満足度 93.87% 89.63% 7
b
引
拡
仰

見
…

ω…H
H

nu

…QU
山

J

9

…ι…
目
山

百
二
日104.30% 99.58% 

自治体関与の妥当性|妥当である|芸術文化を育む環境づくりのための、市としての取組みの一つで、ある。
妥 f… H・M・-………….....・H・.1.............................1

当主|目的の妥当性 |妥当である|当事業は芸術文化を育む環境づくりに寄与するものであり、妥当である。
性 |…日山H ・H・H・H ・-…ー……......官十 | 
対象(受益者?の妥当性|妥当である|乳幼児からお年寄りまで、幅広い年齢層の方を対象としたものを実施。

司スト効率 適正である
効ト・H・.....・H ・..…H ・H ・"'1

率三 I実施主体の適正化 |適正である

蛙荘I偏説副込-ゐ証函斗i証t......l通孟半三弓ぶ2ド陣語以詰泌副泌広毛逗盃説長長晶=記函両ぷ長届ぶ;二ぞ弓芸説ぷbぶ:詰証五芸蒜ぶLよ; 
有 i匡里ザ宇樗惇空空:円円許聖 I~~~竺空?仕?と三L-Cv刀γしv'企:
効二 1類似事業の存在 |存在しない
F性c 1..............00..................，;;，.....;1 
-上位施策への貢献度|貢献している

-ファミリーコンサートは乳幼児でも入場できる本格的なコンサートとして近隣市町からも来場者があるほど好評で、あるが、乳幼
児がどの程度騒いだら保護者に注意を促すかについては線引きが難しく、時には苦情につながる場合もある。一定のライン
を決めてスタッフ全員が意思統一しておく必要がある。

課題 -平成22年度から継続して実施し、市として一定の成果を得ることが出来たため、今後は事業を継続してくれる民間団体に委
任することとする。

今の向方後性 事業の終了
改善
時期

---

-平成27年度からは、同事業を、事業内容はそのままの形態で民間団体に委ね、市は共催というかたちで支援する。



様式1号(事務事業評価)

文化会館 | INol I一I4 I 

小項目(基本事業)

芸術文化を育む環境づくり

平成26年度事務事業評価シート|課・局E室・所得)I 成長戦略室

大項目(政策)

多彩な芸術文化とスポーツの振興

主催文化事業実施事業(@アラ還フェスティパル)

事 I~アラ還フェスティバルJ は、 60歳前後の還暦世代の人た
:!:Iちを中心としたバンドのコンサートで、あり、誰もが音楽に親
毒|しめる環境をつくる。年2回実施(1回は小ホーノレ、 l回は
要|大ホーノレ)。平成22年度からの継続事業。

歳出 予算現額(円) 決算額(円)

報償費 170，000 160，000 

支 需用費 69，051 66，671 
出
役務費 10，000 3，772 

三喪内塁会主子 委託料 54，000 54，000 

使用・賃借料 30，000 12，771 

ぷE』Z 計 333，051 297，214 

τ一 歳 入 予葺事面I円7 決算額(円)
国庫支出金

財 県支出金
源割
地方債

内合 / 

訳 その他 雑入 200，000 255，000 

一般財源 133，051 42，214 

合計 333，051 297，214 

人件費概算 T |人工数(人引刈牛 I官 I無 1Fa+匂1一般 経常

1 1実施回数 2回 2回

活動指標Lまたは成果指標 二 1 H24 
2回

21入場者数

l00.00弛 I 100.00% 
460人 1 460人

512人 1 584人

111.30出 126.95% 

31アンケートによる満足度 一見…
w幼

児

"64ι

nu
…唱
i

…，
J
U

Q
d
f
L
t
F
D
 

V
V
H
H
n
U
 

日

r・
‘

町

噌

E
i

自治体関与の妥当性 l妥当である|芸術文化を育む環境づくりのための、市としての取組みの一つで、ある。
妥 f...........山一…H…......…1.............................，
当 |目的の妥当性 |妥当である|当事業は芸術文化を育む環境づくりに寄与するものであり、妥当である。
性 1..;;，;.…………................…1.............................1
対象(受益者)の妥当性|妥当である|還暦前後の方を中心に幅広い年代の方を対象としたものを実施。

|コスト効率 |適正である
効 1......:~，.... .:.. ....~... ...... .0.0.... :-..;..;1 
率 |実施主体の適正化 |適正である

性五通i正面孟1t.:....;1 証.~;b6...l^語以説記五五謀長浜記長雨;主主主量五三LL;
1目標達成度 |概ね達成している|参加者の満足度は高く、定期的な開催を期待されている。
有 f:;・H・..........・H・-…・....・H・.....・H・十....................・a・....01
効|類似事業の存在二| 存在する
性 1..........，:....;.....;....;;.，..，;.....，...1
|上位施策への貢献度 l貢献している .. 
-近隣市町のバンドを組んでしも還暦世代の方々の間ではこの事業が定着し、参加希望が多い反面、毎回同じバンドが出場
すれば批判が出ることもある。出場バンドの選定には細心の注意を払う必要がある。
-平成22年度から継続して実施し、市として一定の成果を得ることが出来たため、今後は事業を継続してくれる民間団体に委

課題 任することとする。

今の方後
事業の終了

改善

向性
時期

-平成27年度からは、同事業を、事業内容はそのままの形態で民間団体に委ね、市は共催というかたちで支援する。



様式1号(事務事業評価)

平成26年度事務事業評価シート|課局E室 z所(係)I 成長戦略室 文化会館 邑l
天草百I政葉)

多彩な芸術文化とスポーツの振興

国情計画名

主催文化事業実施事業(④ピアノマラソン大会)

事|文化蚕面司王開館した翌年(平成プ年夏羽毛継続して実施
:!:Iしている事業。スクインウェイヒoアノを1人1曲ずつ、連続し
毒|て演奏しトータルの時間を記録する。平成26年度で20回

要|を迎えた。
市民の自発的な芸術文化活動の活性化を図る。

歳 出 予算現額(円) 決算額(円) 歳入

報償費 602，000 414，876 国庫支出金

酎訳軍向 割合

県支出金

地方債

その他

支ー 需用費 84，129 69，656 
出
役務費 77，206 69，120 

内
訳 委託料 118，000 118，000 

一般財源

合計 881，335 dEb=‘ a 計

交付税 1 "" 1 
算入 1 間 | 

l人工数(人役)1.入件費(円)1 
041 1，516，0401 

人7件費概算

活動指標、または成果指標

※上段:目標
H24 1 百25--

開催日数

400人 1 400人

21参加者数 418人 1 469人

3 

予算現額{円)

雑入 675，000 

206，335 

881，335 

|白治体関与の妥当性|妥当である|芸術文化を育む環境づくりのための、市としての取組みの一つである。
妥 1...:;………...・M・.......・M・.1.............................1
三当 |目的の妥当性 | 妥当である|当事業は芸術文化を育む環境づくりに寄与するものでありl、妥当である。
子性ト............................・a・......+............................1
|対象(受益者)の妥当性| 妥当である

コスト効率 1適正である
効 1...........:，..;.、 .1
率..1実施主体の適正化 1適正である

止一五福jぷ長五|員五五五[，¥房副-(季五ふl両日議長通ぶ治二
目標達成度 も 1達成している

イ有 } γ | 

効 |類似事業の存在寸 |存在しない
性 l ・...:...............1
I . I上位施策への貢献度|貢献している

• 

仁I5 

決算額f円)

705，000 

705，000 

経常

-初開催から20回を数え、近隣市町で、ヒ。アノ;を習っている子どもたちには馴染みの大会となった。参加者が年々増加すること
は喜ばしいことだが、金曜日~日曜日まで、朝から夕方まで連続で実施している現状では、審査員を含め受け入れ体制が限

界に近い。更なる参加者の受け入れのためには、運営面における大きな工夫、または抜本的な事業の改革が必要となって

課題 いる。

今の後方
計画どおり事業を進めることが適当 改時期善

向性

園



様式1号(事務事業評価)

平成26年度事務事業評価シート|課・局・室・所(係)1 成長戦略室

中項目(施策)

芸術文化の振興

文化会館 l 回 I -1 6 

事|平成18年lこ開催され王T予言21回国戻支記祭・やまぐち
::1:12006/少年少女合唱祭Jで得られた成果を引き継ぎ、そ
事|の翌年から毎年実施している事業。県内の児童合唱のグ
要|ループによる演奏と交流を実施する。

歳出 予算現額(円) 決算額(円)

報償費 52，000 52，000 

支 消耗品費 45，956 21，000 
出
役務費 46，560 26，897 

内
訳 A委託料 295，000 289，800 

使用・賃借料 20，000 13，959 

合一言十 459，516 403，656 

歳、入 予算現額(円) 決算額(円)

国庫支出金

財 県支出金
源割
地方債内合

訳 その他 雑入 125，000 101，500 

一般財澗 334，516 302，156 

合計 459，516 403，656 

|三 人件費概算 I人工数(矧人件問。I[宝~I 無|雨戸| 一般 | 経常

ι
 

活動指標、または成果指標 H25 

1日

1 I開催日数

21参加者数・入場者数

1日 1日

l00.0怖 1 100.00% 

600人 I 600人
795人 526人

132.50% I 87.66% 

31アンケートによる満足度 100首

111.11% 

|自治体関与の妥当性|妥当である|芸術文化を育む環境づくりのための、市としての取組みの一つで、あるo
妥 • ~・M・-……………・・・-…・+............................1
当 |目的の妥当性 '1妥当である|当事業は芸術文化を育む環境づくりに寄与するものであり、妥当である。
性 J ト…H・H・...........……….;.:..:.1.............................1

L 
対象(受益者)の号当性| 妥当である

コスト効率 三 |適正である
効 }山川………ーH・M・...・H・-叶
率 |実施主体の適正化 |適正である

性『説説記通量{~'l.....1 孟'~;;;S"'l;副長Xhょに逼王34L;
目標達成度 I概ね達成している

有 ~.."λ ・・ ;.....1 
効 |類似事業の存在 |存在しない
性ヰト ー | 
I上位施策への貢献度|貢献している .. 
-当事業は8回目を迎えたが、出場団体がやや固定されてきており、来場者(観客)にとっては新鮮味に欠けるきらいがある。
県内には素晴らしい児童合唱のグループが多数あるので、色々な団に声を掛け出場していただくことで、事業の更なる発展
につなげる必要がある。

課題

今の向方後性 計画どおり事業を進めることが適当
改善
時期

-平成27年度から、県内唯一の児童合唱の祭典という意味合し、から、事業名を「やまぐち少年少女合唱祭 in山陽小野田Jと
改める。



平成26年度事務事業評価シート|課・局室・所(係)1 成長戦略室

様式1号(事務事業評価)

文化会館 I INol 卜17 1 

事|子ど、もたちは本物の芸術文化に極瓦孟麗蚕が少なく、こ
:=1れまで児童生徒を対象とした芸術文化鑑賞の機会がな
毒|かったので、将来を担う子どもたちに文化会館での鑑賞
|機会を市内小学生に提供する。平成26年度事業として
要1r能と狂言の世界Jを実施。

歳出 予算現額(円) 塁重塑(円)

使用・賃借料 525，000 485，000 

支
出

豆:一fト貫自三主ニ一二

d回.. 計一 525，000 485，000 

歳入 予算現額(円1 決算額(円)

国庫支出金

財 県支出金
j原t割
地方債

内合
訳 その他

一般財源 525，000 485，0001 

dEb3 h 言十 525，0001 485，0001 

1" ^ftf.~... I人工数以役)1人件費何 1 1交付税 1__ 1 1ムーJ人件費概算 I 0叫 278，5吋 | 算入 | 無 II会計種別| 一般 | 経常
※上段:目標中段:実績下段:達成率

: 活動指標、または成果指標 I H24 I H25 I I H26 !目標 1

1回 1 1回 1 I 1回 |達成

1 1公演回数 1 1回 1 1回 1 I 1目 下度

639人 1 652人

31アンケートによる満足度 95.90% 92.20% 

参加者数・入場者数
21 
(小学6年生全児童数)

l00.00哨 1 100.00% 

….虫~:0.........l… ??A..

106.50% I 108.66% 

90% I I 90略

106.55% I I 115.25% 

|二号 l.~治円与?善明|妥?であ~....l村文化を中望境方りのため(/)，$とω翌組みのー吋あるo
当 l国目的のの(妥当性 l 妥当である l当事業は芸術文化を育む環境づくりに寄与するものであり、妥当である。
性 |ト卜"………..…..…一..

対家(受益者)の妥当性|妥当である

| :7一竺ゴWJ-I:，三ブブ一ごT斗~...I:，同…コ三=拍 1;:..................:.................. ;.....1 
:率|実施主体の適正化三 |適正である

性~............;.....，.;...，...;..:.."..，.....I

負担割合の適正化 適正である

|有土 t~号明 一|明~~.~.~~..I.~里子聖三児今村史!13ff??!??ち
I .効 |類似事業の存在 |存在しない
性 l一、|
上位施策ヘの貢献度|貢献している .. 
-市内の小学校に在籍する児童は(6年生になったら文化会館で芸術文化鑑賞の機会がある、との認識が広まっている。

~. 

方で、児童から入場料をいただくことはないので、昼の児童向け公演に限つてはパス借上げ料の費用がどうしても回収で、きな
い。そのため、同一内容の公演を夜に行い、夜の公演は一般対象として入場料を徴収することになる。

課題 -児童向けには普段なかなか鑑賞する機会のない日本伝統芸能の分野(歌舞伎、能、狂言など)を実施したいと考えている
が、夜の公演を考えると、この分野はなかなか観客が集まらないとしちジレンマがある。

今の後方
計画どおり事業を進めることが適当 改時善期

向性

圏



様式1号(事務事業評価)

文化会館 I INol I一| 8 1 平成26年度事務事業評価シート|課・局室首所(係)I 成長戦略室

中項目(施策)

芸術文化の振興

主催文化事業実施事業

~I市丙でほ本物の芸術文化公演を蚕貢子吾議会が少なく、
宝l特に日本の伝統芸能分野の公演機会は少ない。市内に
毒ドうした芸術文化に親しみ、育む環境を醸成するため、平
要|成26年度事業として「能と狂言の世界Jを実施。
l' . ---' . _. -~ -' ~- 1-意図|芸術文化を育む環境づくりを行う

歳 出 予算現額(円) 決算額(円)

支出

需用費 61，769 24，453 

役務費 212，420 142，726 

内
委託料 1，689，000 1，639，960 

プ訳 使用・賃借料 30，000 。

合計 1;993玖189い1，807;139

活動指標、または成果指標

1 1公演実施回数

21入場者数

歳入 予事事麗I円) 決算額(円)
国庫支出金

源財内 割合
県支出金

地方債 助成金 。 。
訳 その他 入場料 1，500，000 815，500 

一般財源 ι 三 493，189 991，639 

合計 1， 993;1~9 1，807，139 

一般 経常

1回 1回

l00.00弛 I 100.00% 
400人 1 500人

227人 479人

56.75略 1 95.80% 

98.90% 94.70% 31アンケートによる満足度
90% 1 I 90% 

109.88% 1 I 105.22% 

自目治的体の関畢..-.;:..動当Y恒性の「耳山町当山
性 妥当である 芸術文化を育む環境づくりのための、市としての取組みの一つである。

妥 .......................冒・.................・・・..且・・ー・・・a・・・・・......................・...............・..........・・・・・.............・・・・・・・・・・・・..・・冒....冒.冒・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・.......・・・・・・・・・・・....

主三三守当主主/一J 

妥当である 当事業は芸術文化を育む環境づくりに寄与するものであり、妥当である。
.冒..・E・.......且・・..且・...............-・・・・・・・・・・冒・・........・.冒・・・.......・・...・a・・・a・・・・ー・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・.............且・・・・・・・・・・・・・・a且・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・E・.........................且・・・・ー.......ー

対象(受益者)の妥当性 妥当である

コスト効率 適正である
効

適適正Ef化t." 

-・・・・・・・・・・・・・・・....・・a・...・・ -冒a・a・・且・・・・・・a・・....................................冒・・・・・・・・・・・・..・・・・・・且・且....・・・ー・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・..・・・・・・・・・・・・・・........且且..........・・・・・・・・・・・・・・.........

率 適正である
性 実負鑑男割主体合回由 -・・ー・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・...-・・・・・....................且・且・且・・................................................且・・・・・且且・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・.........・・・・・・・・a・・・・・・・且・.且・・・・，.・・・・B・...............・

適正である 入場料収入があり、適正である。

目標達成度 概ね達成している 入場者は少ないが、来場された観客の満足度は高い。
有 ......司R・・司.........周司・・骨骨骨骨町・..骨骨骨・骨骨・・『・.，・.，-・・・・・・・・・・・・・・・・・・・....且...且.........・・・・・・・・・・・・・・・・・・・..冒冒....且・・・・・・・・・・・・・・・a且・....................................冒・・・・・・・・・・・且且.且且・・・・ー・・・・・・・・・・・・・・・・・・E・・・・・・冒冒..冒............・・・・......
効
類似事施業瞳ヘ由存め貢在献度

存在しない
性
土位

.冒・.........・....唱且・・・・・・・・・.....且・・・.......且....・・・・・・・・・・・・・.....冒・・....冒冒・・a・・・且・・・・・・・・・ー・・・・・・且・・・・・・・・・・・・・・・・・ー・・・・・・・・・・・・E・・・・・・・且・・・・・・・・・ー...・・・・・..............・....・・・・・・・・・・・・・.且・... 
貢献している

..... 
-子ども文化ふれあい事業との共同企画であるので、内容が日本伝統芸能の分野となっており、この分野での集客は大変難
しいが、普段鑑賞することの出来ない公演を市の主催で実施することは大変大きな意味があり、それを両立させることが目標

課題」
である。

今の方後
計画どおり事業を進めることが適当

改善

向性
時期

固



平成26年度事務事業評価シート|課・局・室'所(係)I 成長戦略室

太項目(政策)

多彩な芸術文化とスポーツの振興

様式1号(事務事業評価)

文化会館 I IN'ol Iー| 9 1 

告 l山口県交響楽団は、毎年最低2回は当会館を利用して練
主|習を実施している。市の音楽振興とともに市民が生の音

毒|楽に触れる機会を増やし芸術文化に親しむ環境づくりを
要|推進するため、コンサートを行う。

歳出= 予算現額C円〉 二決算額(円)

需用費 76，590 19，830 

支 役務費 45，000 22，390 
出
委託料 200，000 200，000 

内
訳二 使用・賃借料 18，704 8，056 
一 ， ー可

dE』コ 計 250，276 340，294 

歳入 予事扇面I円) 決算額(円)
国庫支出金

調設同財ニ劃1合

県支出金

地方債

その他 雑入 340，294 292，000 

ー般財源

dロ~ 計 340，294 292，000 

|三一一三 人件費開三一ょ|人工数(告|人T1201|官|無|恒画 一般 | 経常

91.34% 

活動指標，または成果指標 H24 H25 

1回

1 1公演実施回数 l回

21参加者数、入場者数

川
一
人
…
人

一
-
-
R
u
"
η
3

川

U
-
口白

H
A
吐

nu-s吐
H
a吐

31 

1*'1自治体関与の妥当性|妥当である|芸術文化を育む環境づくりのための、市としての取組みの一つである。
妥 1...，.......................;...;......:....，1.............................1
当 |旧目的の妥当性 | 妥当である l凶当事業は芸争針術i青守文化を育む環境づくりに寄与するものであり仇、妥当である。
性 |トトト目……….日……….. ……….日….. …...………'日……….町……….. … .. ….日.. ……  .. 山 ..  …...….....円寸竺?ケ7一一…......

対象(受益者)の妥当性|妥当である

::Îト効率 | 適正である
効 '4..， i.';~.....:..'.............................1

率三|実施主体の適正化 |適正である
柱l...........................;...........;....1
負担割合の適正化 ↓適正である|入場料収入があり、適正である。

E目標達成度 |概ね達成している.
有I二孟 ;..:..:............，..........'.1 
効 |類似事業の存在 |存在しない
性 1....................................:...;...1
上位施策代の貢献度|貢献している

-地方で生のオーケストフを聴く機会は多くないが、山陽小野田市内には市民オーケストフなども存在しないため、年に1度の
山口県交響楽団演奏会がほぼ唯一の機会となっている。他方、年に1度であっても定期的に開催することによって、山陽小
野田市で、は毎年オーケストラを聴くことがで、きるという利点になっている。この利点をもっと積極的にPRし、より多くの市民の方

課題 オ)ケストラ音楽に親しみを感じてもらえるように努めることが重要である。

今の向後方性 計画どおり事業を進めることが適当
改善
時期

..... 

固



平成26年度事務事業評価シート|課・局・室・所(係)1 成長戦略室

様式1号(事務事業評価)

文化会館 I INol I一I10 I 

天項百I政策)
多彩な芸術文化とスポーツの振興

中項目(施策)

芸術文化の振興

主催文化事業実施事業(@オペラ「愛の妙薬J)

官 E山陽小野田市誕生10周年記念事業として、市民が楽しめ
芸|る本物の文化芸術に触れる機会を提供するため、本格的
概|オペラを開催。ソリストには県内外で活躍する芦楽家に依
要|頼し、エキストラに市民を公募。

市民も参加できる本格的オベラを開催する

本物の芸術鑑賞による芸術文化を育む環境づくり

歳 出 予算現額(円) 決算額(円)

支

報償費 15，000 15，000 

需用費 71，291 71，291 

出内 役務費 502，580 200，334 

訳 委託料 3，225，000 3，219，840 

使用料及び賃借料 20，000 。
合三二 計 3，833，871 3，5Q6，465 

目 ， ， 且llL a"，. "L~担

歳「入; 予算現額(円) 決算額(円)

国庫支出金

財 その他 まちづ〈り魅力基金 700，000 700，000 
源割
その他 雑入E助成金 1，100，000 1，100，000 

内合
訳 その他 雑入・入場料 1，140，000 1，313，000 

一般財源 893，871 393，465 

dE』コ 計 3，833，871 3;506，465 

^工数(人役)J人件費(円LJI交付税 1_ 1 l.6..e-'-一 一一|
よ件費概算 二一一 I-'-~，-~吋 山口叫 | 算入 |無 II会計種別| 一般

※上段:目標中段:実績下段:達成率
百芝了プ1I H26 I目標 t

達成
二度

臨時

活動指標、または成果指標 H24 

山

見

…

湖

町
苅

Hotr

n
U
山
口
白
山
〈
叫

9
…・
4
h
…泊

山

9
…日

1 I市民オペラ合唱団参加者数

21入場者数

31アンケートによる満足度

自治体関与の妥当性| 妥当である|芸術文化を育む環境づくりのための、市としての取組みの一つであるo
妥}……………………1.............................1.

当 |目的の妥当性 <1妥当である|当事業は芸術文化を育む環境づくりに寄与するものであり、妥当であるo
r性もトぶ…....・H・....・H・...・M・...山り・1.............................，.
対象(受益者)の妥当性|妥当である

効 l~.~~明子 ii; lF??2. 
率、 |実施主体の適正化 |適正である
性 1........:..;;;.. :..............:............1 
負担割合の適正化 適正である|市誕生10周年記念事業であり、また入場料収入もあり、適正である。

有ニ l.~.~.~~竺二 I..~~.と三三'..I!:君子三号.ど?計予照ETY:?
効 |類似事業の存在 |存在しな川
性 1.........:.:...:;;..........................1
i上位施策への貢献度|貢献している

.レ
入場料に関して、今回は入場料を一般2000円、両校生以下1000円で実施し、アンケートで、は7割が「妥当J、3割が「安い」と
回答している。
オペラのような大規模な事業には多額の経費がかかるものであり、この入場料設定では完売でも経費の半分も補うことが出来

課題 ない。今回は10周年記念事業でまちづくり魅力基金を活用したが、今後このような規模の事業を実施する際は入場料の設
定を精査する必要がある。

今の後方
事業の終了 改時善期

向性

事業が好評で、あったため、今後は数年に一度の開催を検討。



様式1号(事務事業評価)

文化会館 1 INol I一I11 I 

小項目(基本事業)

芸術文化を育む環境づくり

平成26年度事務事業評価シート|課・局・室・所(係)I 成長戦略室

主催文化事業実施事業(⑩ベートーベン「第九歓喜の歌J)

i目f|i「峨陽劇一4参加でき、観客とともに感動を分かち合える事業を開催。山口県交響楽団をパックに、公募による合唱団約160名
がベートーベン「第九Jを歌い、市誕生10周年を盛大に祝
ヤ

つ。

歳:出 予算現額(円) 決算額(円)

報償費 1，545，000 1，545，000 

支 需用費 101，339 101，339 
出
役務費 71，234 40，674 

内
て訳 委託料 225，000 214，470 

使用料及び賃借料 1，296 1，296 

: ぷロ』 言十ミ 1，943，869 1，902，779 
人件費概算

多くの市民が参加して、第九コンサートを実施する。

歳入 予葺事面(円) 決算額(円)

国庫支出金

財 県支出金
源割
地方債

内合
訳 その他 まちづくり魅力基宣 1，800，000 1，800，000 

?般財源三 143，869 102，779 

合計 1，943，869 1，902，719 

一般 臨時

H25 う活動指標、または成果指標

1 1第九合唱団参加者数

H24 

21入場者数・参加者数

31アンケートによる満足度
90% 

100% 

111.11% 

|同自治体関与の妥当性|妥当である|芸術文化を育む環境づくりのための、市としての取組みの一つである。
妥 }トトト.. 山……….. 山…….. 山….. … .. ….  
当 |目的の妥当性 I 妥当である|当事業は芸術文化を育む環境づくりに寄与するものであり弘、妥当である。
性. Iトトト"山……….. 山….. 山……….. ……且H…….. 山.. 叩叩川り刊山….. 山.. 叩"!"勺f
|対象(受益者)の妥当性|妥当である

1........ 1コズト効率 | 適正である
効 1...;;:..........................:;...........1
率 |実施主体の適正化 |適正である
性 1...山....・H・.....山町内 l 

負担割合の適正化 |概ね適正である|市誕生10周年記念事業として実施。

目標達成度 I達成している|入場整理券は既定枚数が無くなり、また来場者の満足度も高い。
有}是 1

2効 |類似事業の存在 I存在しない
性 1，'.:......，.................，:.;;...........1
|上位施策ペの貢献度|貢献している .. 
-事業が好評で、あったため数年に一度の開催を検討したいが、その際には早い時期からの綿密な計画と関係者(特にオーケ
ストラ)への打診、助成金などの十分な資金の準備などが必要である。

課題

今の後方
事業の終了 改時善期

向性
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様式1号(事務事業評価)

12 日
小項目(基本事業)

芸術文化を育む環境づくり

回文化会館成長戦略室平成26年度事務事業評価シート|課耳局室・所得)I 

主催文化事業実施事業(⑪アウトリーチ事業)

事|市民i特立中学生が気軽に芸術支花E事じむ環境づくり
~jを推進するため、地元のアーティストに依頼し、中学校2
読|校、小学校1校、その他の施設1箇所(H26年度は市民病
要|院)へ出向いて出前コンサートを実施する。 H26年度はオ
lベラコンサートを実施。 芸術文化を育む環境づくりを行う

歳入 予事裏面(円) 決算額〈円)

国庫支出金

財 県支出金
源割
地方債二

内合
訳 その他 T

ー般財澗 267，400 234，800 
dロ』 計 267，400 234，800 

歳 出 予算現額(円) 決算額(円)

ニ 支出向

需用費 2，400 2，400 
役務費 65，000 32，400 
委託料 200，000 200，000 

訳キ

合計 267，400 234，800 

凶一一間

川
崎
一

入件費(円)1

竺至当
I人工数(人役)I 
|0.151 

臨時

H24 卜 活動指標、または成果指標

1 Iアウトリーチ実施回数

2 

3 

妥 自治体国与の妥当性|妥主である問文化を育む環境づくりのための、市としての取組みの一つである。
.........・・p・・・・l リ・......................・・ ・，

当 |目的の妥当性 |妥当である|当事業は芸術文化を育む環境づくりに寄与するものであり、妥当である。性ド・................，....................…j.............................j.
三I対象(受益者)の妥当性| 妥当である

I ..; Iコスト効率 . 1 適正である
効ト…H・H・ ..;...~...u.....;....... ， ......1

率 |実施主体の適正化 I適正である
性ト......…干山 、 | 
|負担割合の適正化 |適正である

|有防黙さー，"..I..~~.~:..~.~~.
効 |類似事業の存在 |存在しない
性 i…H・H・..一ι"…H・H・...........j.....…・....・-…...・H・'j
I I主位施策への貢献度|貢献している

4易

課題=

今の方後
計画どおり事業を進めることが適当

改善

向性
時期

園



至|忠三五主222嬰22L王立賠践者|対象!市内の小学生
歪|現在は、市内の小学校を対象に年2回(2校)で実施して|手段|市内小学校(2箇所)で演劇やコンサート等を学校で実施する

芸|いる。

様式1号(事務事業評価)

文化会館 I INol 1 -1 14 ・平成26年度事務事業評価シート|課局室置所得)I 成長戦略室

中項目(施策)

芸術文化の振興

支 I負担金・補助金・交付金
出
肉
三訳ご

374，000 227，340 

歳入 予算現額(円) 決算額(円)

国庫支出金

財 県支出金子

源向訳 割合 地方債

その他

一般財源、 384，400 233，340 

dロ』 計 l 384，400 233;340 

で竺事て面
r言肩喜一

予算現覇市耳訣算額(円)

10，4001 6，000 

合計五三 .1.... 384，400 233，340 

人件費概算 |人工数(守;円宮司|官|無 II一一|一般 経常

100略 I 100% 

若動指標、または成果指標 : ぅ 1 H24 1 H25 

I 2回 I 2回
1 1公演回数 I 2回 I 2回

2 

3 

自治体関与の妥当性|妥当である I芸術文化を育む環境づくりのための市としての取組みの一つであるo
妥 iトふiム山..…引刊正θ←円円.. ………….バ………よム一….. 山...一..山……..….……J一.ρ….町り...川“……..山…..山斗..
当 |旧目的乙弱り妥当性 | 妥当である|当事業は芸術文化を育む環境づくりに寄与するものであり、妥当である。
性 lトHド...函而L一干.

|Lγ ミ王r三I一対対象C受益者)の妥当性i概ね妥当である|ドこの事業では小学校を対象に実施しているが、中学校では実施していない。
|コスト効率 |適正である|負担金により実施するため、低予算で高い質の催物が開催できる。

効 1，..川…................・H・H・H・...町1.............................1
島率 |実施主体の適正化r 主I適正である|本事業は県との共同主催で実施してしい、喝る事業であり弘、適正である。
性 iトトト“山…….“山.“山円.“.
|負担割合の適正化 | 適正である|市、県、公益財団法人日;本本青少年文化セン夕一等により応分負担しており弘、適正であるo

|国目標達成度 |達成している
有 r...，.........;、 l
効 |類似事業の存在 1存在しない
性 1......'…・町 ......;......:...-.;........1 
-土佐施策への貢献度|貢献している

.レ
本事業は小学校2校を対象に行っているため、中学校での開催は行っていないが、市の主催事業であるアウトリ チ事業を
行うととで、中学校にも芸術鑑賞の機会を提供する。

課題

今の方後
計画どおり事業を進めることが適当

改善

向性，
時期

圏



平成26年度事務事業評価シート|課且局・室・所(係)I 成長戦略室

様式1号(事務事業評価)

市民館 1 INol 卜| 2 I 

大事百T政葉y;
多彩な芸術文化とスポーツの振興

市民館管理運営事業(文化ホーノレ)

.....，市扇面支千七ホールは、市民文化の振興を函るため、利用

言|者(市民)が快適に利用できるように適切な管理運営が必
概|要で‘あるo当館は、建築後41年が経過し、施設設備とも
要|老朽化が目立っており、年次的な修繕等が必要である。

歳 出、 予算現額{円) 決算額(円)

支出向

需用費 6，634，489 6，624，907 

役務費 444，000 426，271 

委託料 6，360，172 6，173，267 

;訳 使用料及び賃借料 260，516 247，757 

その他 140，481 129，725 

合計 13，839，658 13，601，927 

歳 入 予算現額(同) 決算額(円J

財

国庫支出金

県支出金
源割
地方債

内合
訳 その他 使用料 4，701，000 3.，095，140 

ー般財源 9，138，658 10，506，787 

合 2計 l 13，839，658 ム 13;601，92干

I 'ー 工数(人役)1人件費(円UI 交付税 ~r将司
二一一A{tf.概算 三I 1.2叫 &肌~I 算λ三|無 II会計種別| 一般 | 経常

※上段:目標中段:実績下段:達成率

活動指標、または成果指標 I H24 I H25 I I H26 1目標 l

1 1 I 1達成二
1 I文化ホール利用者数 r....4ij73j:_.....1.... .. 4o.:742x…1 r....4:Ú)Ö2)~.....1 庭

2 

3 

自治体関与の妥当性|妥当である
妥 1.. _..'.......................................1 
当 |目的の妥当性 |妥当である
性トー ，.............;..1 
|対象(受益者)の妥当性|妥当である

コスト効率 概ね適正である

i|場説明示;12王子~~::J~#.?所持五日#百五;:子152;:::::::::
|負担割合の適正化 I適正である

|目標達成度

i |考停 子 京.d沼暢:5浄労併労併持H雨持柑:子芝京寺号希主お詰臼:;5汚日日15日日日日:ヨ主ヨヨ22ヨ5主:;;51f色:llf:当-当##詞:秀子汗子骨H今ぞ持:?5汚1?汚汚日j5主浅汚55長誌:}:55ζらj45王ζζ:;;;;j;;;:::::::::::::二......二
...... ..... .... ... .. 

: 
|上位施策への貢献度 l貢献している

.レ
市民館は、利用者(市民)が快適に利用できるように適切な管理運営に努めなくてはならない。当ホ ノレは、建築後41年が
経過し、施設設備とも老朽化が目立っており、、公共施設の再編計画が協議されているところだが、当面は緊急性のある補
修等を実施するとともに、維持管理のために施設設備の保守点検を行う必要がある。

課題

今の方後
計画どおり事業を進めることが適当

改善

向性
時期

圃



平成26年度事務事業評価シート|課E局宮冒所(係)I 成長戦略室

中項目(施策)

芸術文化の振興

様式1号(事務事業評価)

1 !Nol I一I3 I 

事|当施設は、平成16年に商館L.， ffラスのまちづくりの拠点
]:1として多くの利用者が訪れている。施設運営については、
毒|民間活力を活かし、創意工夫のもと様々なイベント等も開
要|催している。

歳出 予算現額(円) 決算額(円)

需用費(修繕費) 1，125，252 1，125，252 

支 役務費
出
委託料 28，595，000 28，594，607 

内
訳

， 

AEb コ 言十 29，720，2Q2 1 29，719，859 

J 人件費概算

きららガラス未来館管理運営事業

歳入 予算現額(円) 決算額(円)

国庫支出金と

麗訳財向 割合

県支出金

地方債

その他
一一J 一般財源 29，720，252 29，719，859 

4回』 計 29，720，252 1 c 29;719，859 

一般 経常

活動指標イまたは成栗指標 H24 1 H25 

13，000人 1 13，000人

13，274人 1 13，355人1 1利用者数

地
-
人
一
人

引
ι
-
η
r
u

一nu

-
-
4
A
H
Q
d
 

u
τ
1
5
 

-
q
d
司

A
せ

品
一
人
…
人

羽

J
-
η
L
u
Q
d

引
・
山

-
A吐
川

匂

t

引
い
一
つ
白
い
つ
白

q
d
山

A
官21講座体験利用者数
129% 1 132% 

3 

自治体関与の妥当性|検討が必要

i RHE--H:;;:;]:2216ト:::lf??2zF;-.同三与E円4I52z2-i.i.f4
対象(受益者Jの妥当性| 妥当である

1コスト効率 三イ ι | 適正である|指定管理者が運営しており、効率的運営をすることを常に意識していることから、適正である。
ヤ効 I山示u・"....・H・....………....1.......・H・..................1.........................・M・-…・
率 ::1実施主体の適正化 |適正である
日性 ~...・H・....・H・-…・・H・H・....……1.....

負担割合の適正化 1適正である
目標達成度 ;二、|達成している|ガラス文化の振興に大きく寄与しているo

.....~....t斜里村正::::!日夜"r"
上位施策への貢献度|貢献している|芸術文化活動の推進に大きく貢献している。

• きららガフス未来館は現在、指定管理者制度を利用して運営している。施設では、ガフスの制作体験等を行うことができ、民
間的感覚での事業実施を毎年度計画されている。今後は、市の施設として今後事業を継続してしくべきか、検討する必要が
ある。

課題

l 今の後方 事業の統合、規模、内容、実施主体の見直し等が必要
改善
28年度以降、改善する予定

向性
時期

固



様式1号(事務事業評価)

平成26年度事務事業評価シート|課冒局E室町所得)I 成長戦略室

中項目(ザ"""、

l回 1-1 4 1 

il-…文化ーが教育委員会から市長部局に移管され、今後、スポーツと文化を

基軸に据え、文化については「文化によるまちづくり推進|手段|文化によるまちづくりの推進委員会の設置
委員会」を立ち上げ、まちづくりに取り組む。

|意図|文化によるまちづくりの推進

歳 出 予算現額(円) 決算額(円)

支

報償費 170，000 58，000 

出内

訳

合計 2 170，000 
」
58，000 

，人件費概算

歳入 予算現額(円) 決算額(円)

国庫支出金

財 県支出金
源割
地方債

内合
訳 その他 2

一般財親こ 170，000 58，000 

合計 170，000 58，000 

一般 臨時

活動指標、または成果指標 H25 

1 I推進委員会の開催回数

H24 

2 

3 

自治体関与の妥当性|妥当である Iまちづくりは市が実施すべき事業であり、妥当である。
妥 1:...;...:;:;;一………H・H・-…+.…-十
当 j目的の妥当性 I 妥当である l文化によるまちづくりを推進するため必要な事項を協議するo
性;・………一一..........…| 十
1 I対象(受益者1の妥当性| 妥当である|多くの市民に関連する。
|コスト効率 r 人|適正である|必要最低限の経費負担であり、適正である。(委員報酬)

効 ト・H・H・-……・ザ円山H・H・.，.............................，
率 l実施主体の適正化 | 適正である|市が実施する事業であるが、協力的な立場として関係団体の協カを得ることは有効である。
性 l卜日………….目………..…..…..目…"…ぷ'孟斗山i一.
|負担割合の適正化 | 適正である|まちづくりは市の負担で行うべきものであり弘、妥当であるo

|旧目;標標達成度
|有~......，.............:，.....".....;:.:;~..;..，

効 |類似事業の存在 I存在しない
性!:--.・H・H・.;;:..::.:........................，
l上位施策への貢献度|貢献している .. 
平成26年度より設置した文化によるまちづくり委員会では、文化に関する事業等の協議が行われている。今後は、総合計画
の見直しに伴い、現在の文化振興ビジョンの見直しを行う。

課題

今の方後
計画どおり事業を進めるこ左が適当 改時期善

向性

園



様式1号(事務事業評価)

平成26年度事務事業評価シート|課掴局E室首所得)I 成長戦略室

事|市内外の:芸術家による芸術家集団「ア二子ィストBOXJを
業|立ち上げ、ネットワークを作り、会員相互の交流と企画運
概|営により、書、絵画、華、写真など、のコラボレーション展覧
要|会「アートのたまてばこJを開催する。

J二歳出 予算現額(円)1き里塑(円)

j手詰-E両主官R1三三ず孟会

需用費 10，716 10，716 

d回』 計 10，716 I 10，716 

文化会館 | 回 1 -1 13 

歳 入 予算現額(円) 決算額(円)

財

国庫支出金

県支出金
源割
地方債

内合
訳 その他

一般財調 10，716 10，716 

合ム計 10，716 10，716 

人件費概算 |人工数(人問大件問。II宝jfj|無|同一o一般 経常

2回

活動福標、または成果指標 J お
一
回
H
一3

M
一回
H
一3

1 1会議回数 4回

川
一
人
…
人

・
-
n
H
V

山
内
，

t

3
一ひ山

8

q
u
-
P
O
H
巧

t

m
一
人
一
人

J
-
n
u
u
噌

i

吋
〕

-nuu
噌

i

山
山
一

6
…521入場者数
85.20% I 13l.20% 

3 

自治{体本関与の妥当性| 妥当である|芸術文化を育む環境づくりのための、市としての取組みの一つである。
妥 |トトH山…….. 山…….. 山……‘u山.. 山.凶山….. 叫.川叩.. 川….凶山.. 山.叫.… . “ 山….. ム.ぶム…..
当 |国目的の妥当性.I 妥当である|当事業は芸術文化を育む環境づくりに寄与するものであり、妥当である。
性 l……ι・，.-.i.o........o.....・M・-….1.............................1
l 二一|討重{受益者)の妥当性|妥当である|民間主導による、市民のための文化活動であり、妥当である。

二三三τ同スト効率 | 適正である
三去二効 Iトい.一…………i一………….. 山…….. …… .. 山.. …-“. 
率 I実施主体の適正化三|適正である
性 1....................: 否|

l負担割合の適正化 I適正である

有三l目標幸男度 |達成している

効 |類似事業の存在 |存在しない
性 1'................................:，......."1
上位施策への貢献度 l貢献している .. 
. IアートのたまてばこJは、もともとは展示部門(書、絵画、華、写真など)のコフボレーション展覧会という趣旨で始まったが、
展覧会に華を添えるために音楽家に演奏をしていただくことがあるが、演奏に熱が入りすぎ、てコンサートのような雰囲気にな
り、展覧会を観に来られたお客様が戸惑う場面が見受けられる。

課題

今の後方
計画どおり事業を進めることが適当

改善

向性
時期

圃



様式1号(事務事業評価)

平成26年度事務事業評価シート|課 z局室・所(係)I 成長戦略室 文化会館 I INol 卜I15 I 

大項目(政策)

多彩な芸術文化とスポーツの振興

事|芸術文昨顕著な功績があった個人司扉を顕彰するこ
:!:Iとで、芸術文化の活性化を図る。その手段のーっとして、
毒|児童生徒書道展を実施する。 I手段|園児、児童、生徒から書道作品を募集し、審査し、表彰する。
要.

歳出 予算現額(円) 決算額(円) 歳 入 予算現額(円)

報償費 55，000 55，000 国庫支出金

支 需用費 53，331 44，090 財二 県支出金

-出肉
源割
地方債

内合
こ訳 訳 その他

ム一 一一 一般財澗 108，331 

.g. 言十ご 108，331 I 99，090 合計 108，331 

1 : A wJlAaht;.. ...1人工数(人役)1入件費(円UI交付税 1_1 Iー刷I _，，/u I 
入件翼制抵算算三 1 0.251. 1，39 

※上段:目標中段:実績下段:達成率

活動指標、または成果指標 I H24 F H25 I I H26 |目標 1

I 4回 I 4回 I I 4回 |達成
1 1広報、啓発活動等の回数 r'"・・1国…H・H・r"・H・-1面・・・H・H・'1 ("""........4面 H・H・....1度 l

l00.00% 1 100.00% 

20% 1 20% 

21対象者(4-15歳)に対する参加者の割合 16.40% 16.80% 

82.00% 1 84.00% 

3 

自治体関与の妥当性 l妥当である|芸術文化活動の推進のための市としての取組みの一つである。
妥 f...............山，_"..........・H・...…..1.............................1
当 |同目的の妥当性 | 妥当である|本本:事事:業は芸術文化活動の推進に寄与するものであり玖、妥当であるo
性 lトト卜"一……….一…!一一……..……..….日一.而戸戸五一i
l対対'象{受益者)の妥当性| 妥当である|広報やHPを通じて広く募集を行つており妥当である。

ヲ;斗1同コスト効率 | 適正である
| 効 1.........，........;.....;..........::.;......1

率 |実施主体の適正花王三|適正である

性 I説副長ゐ戸t.....;.1量五三ぷ|伝説副;ぶらぶ員五日誌ふ;這王3LL;
目標達成度 1達成している

有 1:..;..;.....;............................，..1
効 |類似事業の存在 |存在しない
性 I.......;....;.........~.;....;.. ・|

上位施策への貢献度|貢献している

.... 
課題

今の後方
計画どおり事業を進めることが適当

改善

向性
時期

固

決算額(円)

99，090 

99，090 



様式1号(事務事業評価)

平成26年度事務事業評価シート|課・局室・所得)I 成長戦略室 文化会館 l 回 I -I 16 

文化団体の育成・支援、補助事業(文化協会)

.....1市内で、は約200の文化団体が活動しており、そのほとんど
主|が文化協会に加入している。市民の幅広い芸術文化活

毒|動への参加や、質の高い芸術文化に触れる機会の充実
要|につなげるため、団体の育成・支援を行う

意図|市民の幅広い芸術文化活動や、芸術文化に触れる機会を図

歳 4出 予算現額(円) 決算額(円) 歳 入 予算現額(円)

国庫支出金

財輔訳同7ー割音
県支出金一一

地方債

その他

負担金・補助金・交付金 990，000 990，000 一般財源 990，000 

~コh 計 990，000 990，000 合 言十 990，000 

人件費概算 i人工数(官|λ件15;5||官|無|伝言句| 一般
，若動指標、または成菓子官房

1 1文化協会加入団体数

21文化協会個人加入者数

3 

|H24  1 H25 

I......???同性 l......?照明性......
189団体 1 188団体

94.50% I 94.00% 
600入 1 600人

431人 1 494人

71.80% 1 82.30也

決算額(円)

990，000 

990，000 

経常

|自治体関与の妥当性|妥当である|文化協会は芸術文化の振興に貢献している団体で、市として育成・支援を行うことは主
妥 I・M・...・H ・....…..........・V・.......・I・H・....・H ・.................1
当 |目的の妥当性 . I 妥当である|本事業は芸術文化活動の推進に寄与するものであり、妥当である。
性~.........;..山....・H・...............… 1.............................1

対象f受益者)の妥当性| 妥当である

I Iコスト効率 | 適正である
τ効 1.;..';，.，，;.….....・H ・...，....・H・….1.............................1
率 |実施主体の適正化 | 適正である|市の文化振興を推進するうえで文化協会の存在意義は大きく、市が実施することは適正。
性ト....・H ・..............…E……H・I・............................，
|負担割合の適正化 |適正である|文化協会の運営において団体会費、個人会費を徴収しており、適正である。

I".~ l~，~~~.::ー|空?と-Z-It¥と
効 |類似事業の存在 |存在しない
性 1........................;...，-;.;:，...，......1 .. 
課題

今の方後
計画どおり事業を進めることが適当

改善

向性
時期

園



様式1号(事務事業評価r

平成26年度事務事業評価シート|課 z局室置所(係)I 成長戦略室

大項目(政策)

多彩な芸術文化とスポーツの振興

文化会館 l 回 I -I 17 

文化団体の育成・支援、補助事業(龍王伝説保存会)

士，平成13年に開催された山口きらら博で発表した創作舞踊
主1i龍王伝説Jを継承・発展させるため、平成17年に結成さ
毒|れた龍王伝説保存会の育成支援を行う。

要1 1意図|市民の幅広い芸術文化活動や、芸術文化に触れる機会を図

歳 出 予算現額(円)ー決算額(円)

負担金・補助金・交付金 162，000 162，000 

支)

出
(内

訳:

dE』ヨ 計 162，000 162，000 

歳入 予算現額(円) 決算額(円)

調財向訳 割合

国庫支出金 d

県支出金

地方債

その他

一般財調 162，000 162，000 

合計 162，000 162，000 

一4

- 人件費概算 |訓告|人{牛15;51|官|無|匝到 一般 経常

H24 

7回

活動指標J訂こは成果指標 H25 

7回

1 1会議、練習回数

21発表回数

10回 6回

142.90九 I 85.70% 
2回 1 2回

2回 2回
H・・・・・・'ioo.:oow;......r.…[出:bEr--

3 

|自治体関与の妥当性|妥当である|芸術文化活動の推進のための取組みの一つで、あり、妥当である。
妥 1......，.........・E・-……………・1.............................1
当 |目的の妥当性 |妥当である|本事業は芸術文化活動の推進に寄与するものであり、妥当である。
性ト........・H・......…............・H ・..↓ l 

対象(受益者7の妥当性|妥当である

|コスト効率 | 適正である
効ェト | 
王率 |実施主体の適正化 γ|適正である
性 1................................-....;，.;;:..1

負担割合の適正化 |適正である

有二?手守男子 L ・ム..............I~士jiJjJ;とご.~.:~I予'@]ぞ!?lF!f青少と主iJ\;jlJ't仔た土庁:
| 効 |類似事業の存在 |存在しない
性 f.;....................;............::~......1

上位施策への貢献度|貢献している

---現在は事務局を文化会館内に置き、職員が事務局を兼ねているが、今後は保存会の運営を支援するとともに、自立を促して
いく必要がある。

課題

今の方後
計画どおり事業を進めることが適当

改善

向性
時期

園



様式1号(事務事業評価)

文化会館 1 INol 卜I18 1 平成26年度事務事業評価シート|課局室首所(係)I 成長戦略室

文化団体の育成・支援、補助事業(市内学校関係)

.....，山陽小野田市立小・中手蚕亙び市内の高等学校の芸術
主|文化団体とその指導者を対象に、運営費及び活動経費

言|の一部を助成している。また、山口県内中学校の文化活|手段|一定の条件を満たした大会への参加経費の助成と連盟負担
l動の振興・発展を図るニとを目的とした「山口県中学校文
要|化連盟Jの会費を負担し活動を支援する。 I意図|市民の幅広い芸術文化活動や、芸術文化に触れる機会を図

歳 出 予算現額(円) 決算額(円)

負担金・補助金・交付金 280，000 245，800 

支
ム出

内
訳

合計 280，000 245，8001 

歳入 予算事顧(円) 決算額(円)

国庫支出金

財 県支出金
源割
地方債

内合
訳 その他

一般財源 280，000 245，800 

E耳目l 280，000 245;800 

若動指標一、またI孟蔵栗詣覆

|人工数t人役)1人件費(円LJI交付税r-:-l I ..A.~_L1~ I:JII I 
In_~ ，n;;~1 n" 55;'， ~;01 1，算λ | 無 I I会計種別| 一般

※上段:目標中段:実績下段:達成率

H24 1 H25 1 I H26 1目標

達成
T度

経常

1 1対象学校数

21助成件数

3 

l自治体関与の妥当性|妥当である|芸術文化活動の推進のための取組みの一つで、あり、妥当である。
妥}…........o.....;.・M ・…….....・H ・1.............................1
:当 |目的の妥当性 l 妥当である|本事業は芸術文化活動の推進に寄与するものであり臥、妥当である。
2 性 |トトトト目………….日.日………….. …… .. …… .. ….. ………..……一一"….. 円.叱1
対象〈受益者)の妥当性| 妥当でで、ある

コスト効率 適正である

fil場王子台頭~!:~::::::r::校長..T.........
|負担割合の適正化 |適正である

有 l.~..~~.~.空.........，.:.....1 黙とff|??.T壬二竺空???EfE型明明性三$出努ft-CJl}J竺1T?o
勤 I類似事業の存在 |存在しない

|性 t..;...:~.;:iT_..~...=::.:~.=..1
'上位施策への貢献度 l貢献している

.... 
課題

今の方後
計画どおり事業を進めることが適当

改善

向性
時期

園



様式1号(事務事業評価)

平成26年度事務事業評価シート|課・局宮冨所(係)I 成長戦略室 文化会館 | 回 1 -1 19 

事|市民の自発的な芸術文化の活動の活性花註、更なる文
::-1化振興を図るためには不可欠なものである。市民の芸術
毒|文化活動をさらに活性化させるため、日頃の成果を発表
要|する機会として、山陽小野田市民文化祭を実施する。

歳出 予算現額t円) 決算額(円)
報償費 36，000 27，000 

支出向
需用費 156，000 122，918 

役務費 76，000 76，000 

訳 委託料 77，000 49，368 

.g. ヨ 計 345，000 275.286 ~......， 

歳、入 予算現額(円) 決算額(円)

国庫支出金

財源キ割 県支出金

地方債
内合
訳 その他

一般財澗 345，000 275，286 

? 話ロ』 計 345，000 275，286 

人件費概算 I人工数(怯いT1251|官|無II釘匂| 一般 | 経常

86.70%' I 91.50% 

7活動指槙、または成果指標 H24 1.. H25 
12部門 I 12部門
12部門 I 11部門1 1開催部門数

21参加者数

6
-
人
一
人

河
川
一

Q
山

2

H
h
-
n
u
"
n
i
 

，‘.
-
F
h
u
n
n
t
u
 

%
一
人
一
人

口
U
-
n
u
一
円

U

n
u
-
n
U
H
n
U
 

1
士
b

一3

3 

自治{体本聞与の妥当性| 妥当である|芸術文化を育む環境づくりのための市としての取組みの一つである。
妥 トトト..………..山….“山山..叫g均'…量u山山.. 山山.. 山‘..…白;…"山…….. 山一一.叫一~…....…Jタ一一.. … .. 哩T….. 山ι.. ι .. 山よ
当 l同目的の妥当性 | 妥当である|凶当事業は芸術文化を育む環境づくりに寄与するものであり弘、妥当であるo
性 卜卜.. …..子...;;.......;..;..，...............1...........… | 
|対象t受益者)の妥当性|概ね妥当である|市民活動団体や個人が参加し、市内外の鑑賞者を得ており、概ね妥当である。

|コスト効率 | 適正である

I = t実施主体の通正化:"1適正三ある I本事業は文化.協会との共同雀で実札てし長業.であり、適正で返るo
性 i卜H山……….. 山…….. 山…一.. 山.目...で!且一一.ιι…Lし一一….. 山….. …一...
負担割沓の適正化 |適正である|市と文化協会が応分の負担をしており玖、適正である。

|目標達成度 |概ね達成している|担い手の減少により12部門から11部門へ部門数が減ったが、概ね達成している。
有 r ト....・H・...…山H・H・..…"・H・H・+.………-….......1.
効 |類似事業の存在 |存在しない
性い....・M・-・1・............................1
|上位施覧への貢献度|貢献している

-各部門の運営体制の見直しが必要。部門によっては自発的に実施しているものもあるが、事業内容や組織編成により自発|
的な実施が難しい部門もある。
-部門間で、の費用負担の均衡を図ってして必要がある。

課題

今の方後
計画どおり事業を進めることが適当

改善

向性
時期

.. 

圏



平成26年度事務事業評価シート|課・局 E室置所(係)I 成長戦略室

大事百I政葉〕 中事百I
多彩な芸術文化とスポーツの振興

士目市民館体育ホーノレは、市民体育(スポーツ)の振興を図る

事|ため、また、大規模なイベントが開催できる施設として利
価|用者(市民)が快適に利用できるように適切な管理運営が
笠|必要である。当館は、建築後44年が経過し、施設設備と
文 lも老朽化が目立っており、年次的な修繕等が必要であ

歳 出 予算現額(円) 決算額(円)

需用費 1，986，352 1，982，246 

支 委託料 1，474，188 1，398，084 
出
使用料及び賃借料 102，000 96，727 

内
訳 備品購入費 50，100 45，576 

計 3，612，640 3，522，633 

財調向 割合

訳

歳 入

国庫支出金

県支出金

地方債

その他

一般財源ご

合計

様式1号(事務事業評価)

市民館 I INol ャ|ーI1 I 

予算現額(円) 決算額(円)

使用料 955，000 781，280 

2，657，640 2，741，353 

3，612，640 3，522，633 

λ件費概算 " I人工数(25;i人TZ。||官且|無 I[会計匂| 一般 経常

若動指標、または成果指標 二 I H24 

1 1体育ホール利用者数

2 

3 

|自治体関与の妥当性 l妥当である
妥 1..::....................................，;，，1

~当 |目的の妥当性二二 |妥当である
よ性 1...................:.........;，;;;..........1 
対象(受益者)の妥当性|妥当である

コえ卜効率三 |概ね適正である

16，563人 18，701人

æ~1持SHe--z:I:EYEEl-持労翌日三労251主主主j;:
|負担割合の適正化 I適正である

目標達成度
| 有 h.，.;;.::・ん…-…-一…H・H・-寸・...........................1
効三|類似事業の存在 | 存在する |同規模の施設に市民体育館がある。
性 l山.........……?・'"・......・H・.....・;;.1........・E…・・一一 l 
上位施震への貢献度|貢献している .. 
市民館は、利用者(市民)が快適に利用できるように適切な管理運営に努めなくてはならない。当ホーノレは、建築後44年が
経過し、施設設備とも老朽化が目立っており、公共施設の再編計画が協議されているところだが、当面は緊急性のある補修
等を実施するとともに、維持管理のために施設設備の保守点検を行う必要がある。

課題

今の方後
計画どおり事業を進めることが適当 改時善期

向性

国



様式1号(事務事業評価)

平成26年度事務事業評価シート|課・局宮7所得)1 成長戦略室 | スポーツ振興 1INol 卜16 1 

大項目(政策) 中事百T
多彩な芸術文化とスポーツの振興

学校・民間体育施設開放・活用事業

一l現在の市民体育館等は利用者が多く、スポーツ推進を図る上で
事 lは別に利用可能な施設を設ける必要があるのそうした中で学校
業|は市民にとって利便性が高く、夕方以降の利用者が増加する時
概l間帯に対応できる。また、民間の体育施設は休日の大会等で活
要|用させていただくことで、スムーズな大会運営を行う。

手段|当該体育施設を本来の用途に影響のない範囲で市民に開放する

生涯スポーツの推進並びに市民の安全な環境整備に努める

歳出」 予算現額(円) 決算額(円) 歳入 予算現額(円) 決算額(円)

国庫支出金

支 財 県支出金:
出

訳内

j原割
地方債

内合
訳 その他三

一二五般財源

4E』ヨ 言十 。 合計 。
，. • À14.~~\ ...，入工数(人役)1人情町 |交付税r-:I 1 .ó.~.L""'tI ;1 1 - ~/Ù 1 
人件費時2三 I 0叫 278，5叫 |ゴ算入 | 無 I I会計種別| 一般 | 経常

※上段:目標中段:実績下段:達成率

ニ活動指標、または成果指標 1 .. H24 . 1 H25 1 I H26 1目標
1 18校 1 18校 1 I 18校 l達成

1 1開放学校数(市内小中学校) I 18校 r....18校 I r 18校 l 度
100% I 100% 

21利用人数(市内小中学校) 6298人 1 6602人

開放学校・民間施設数
31 
(市内小中学校を除く)

6施設
.". 5遍i設支 ..r...“....5~遍量苔a一……….日……..….日...1

|自治体関与の妥当性|妥当である
妥 }ム|
当 I目的の妥当性 一|妥当である
性}ょ、|
対象(受益者?の妥当性| 妥当である

Iミスート効率 | 適正である
へγ )vリ こ島・・・....・...・・・・・・・ B 

J率 |実施主体の適正化 J適正である
主性ト.............……ーで，.，，，.....;;..';.1
|負担割合の適正化 |適正である

|目標達成度 |概ね達成している
¥有こド"…り山 .1 
-効 I類似事業の存在 |存在しない

一性 -エ位施策人の貢献正|貢献している

". 
公営体育施設は利用者が多いため、更に働きかける必要がある。

課題

今の後方
計画どおり事業を進めることが適当

向性

成果指標の利用人数は、正確な数字が把握できないため26年度から除外。

83.33% 

、改善

時期

。



様式1号(事務事業評価)

平成26年度事務事業評価シート|課・局胃室刊(係)I 成長戦略室 | スポーツ振興 I INol 卜I8 I 

ーl民間の活力とノウハウを活肩し、市民に対子るサービスの
主|維持向上、及び経費の節減を目的として、平成21年度か

体育施設維持管理運営事業(体育施設管理事業)

毒|ら指定管理者による管理を実施。 I手段|体育施設の維持管理を指定管理者に委託する

要

歳出 予算現額(円) 決算額(円) 歳入 予算現額(円)

補償、補填及び賠償金 22，800 8，574 国庫支出金

J支 需用費 1，045，440 1，045，440 

官出h民二三E三役務費 236，288 236，288 

委託料 45，258，000 45，257，142 

財 県支出金
源、割
地方債

訳内合
こその他

一般財源 10/10 46，562，528 

合計 46~562 ， 528 -46，547，444 .gヨ除 計 46，562，528 

決算額(円)

46，547，444 

46，547，444 

I 0 • A{tflt$.uf _ I人工数(人役}I大件費(円UI交付税 I.1m: I 1 ..ö."-l.~;Iô"'ì1 1 ~"'ru I 
| 0.31 山附~ I算人|無 II会計種別 一般 | 経常

※上段:目標中段:実績下段:達成率

活動指標、または成果指標 1. H24 - I H25 -. I 1 H26 1目標 l

7200件 I 7200件 1'1 7300件 |達成
1 1体育施設利用件数 1"......7.229伴 1…・778E存…1r…7ぬ羽半…1度

21体育施設利用人数

3 

.自治体関与の妥当性|妥当である
妥 1:..，.........::..，::.:・'"......ー|
当 |目的の妥当性、 |妥当である
性ト…ー...・H・.............・.........;.;...1
:}対象(受益者)の妥当性| 妥当である

|コスト効率 τ 、 | 適正である
効 t...................:.............".........，
〒率 |実施主体の適正化 |適正である
性 1....，......:.;，;;;:.，......，.................1
負担割合の適正化 |適正である

目標達成度 l概ね達成している
:有 1.................，......:.....;，.;，..........1
効 l類似事業の存在 |存在しない
性 1..........，;::.....，.:，...........:.........1
上位施策への貢献度|貢献している

課題

100.40% 

190000人

108.08覧

190000人
"・・.2oiii'i3X...T....2.O94日A

105.85% 110.21% 

.. 
今の後方

計画どおり事業を進めることが適当

向性

圏

改時期善



平成26年度事務事業評価シート|課"局面室副所(係)I 成長戦略室

大項目{政策)

多彩な芸術文化とスポーツの振興

様式1号(事務事業評価)

スポーツ振興 I INol IーI13 I 

歳 7 出 予算現額(円) 決算額(円)

工事請負費 2，675，000 2，415，960 

支
出

訳内

」合 言十 ?，675，000 2，415，960 

歳 入 予算現額(円) 決算額(円)

国庫支出金

財 県支出金
源割
地方債

内合
訳 その他

干ー 10/10 2，675，000 2，415，960 

一般財源三

合計 2，675，000 2，415，960 

活動指標、または成果指標

|人工数(人役)1人件費{円2] 1交付税r-:I 1 ~~.L$"'C'" 1 
1 0.11 肌 1叫 | 算人 | 無 I I会計種別| 一般

※上段:目標中段:実績下段:達成率
H25 1 I H26 1目標 l

達成
度

臨時
ー

人件費概算

H24 

1 1改修工事完了

2 

3 

自治体関与の妥当性|妥当である
妥 1..................，........，......".........1
三当 |目的の妥当性 |妥当である
性ト E ザ | 
対象(受益者)の妥当性|妥当である

1コスト効率 | 適正である
効 l.i..;; ，~.~.;;:...........;..:...............，

ミ率 |実施主体の適正化 |適正である
こ子性 l:............................;....;.........1 
負担割合の適正化 I適正である
目標達成度し |達成している

有.，-1. "i.;;..';.~". ...;.;:.... .'............:...， 
三効 I類似事業の存在 |存在しない
性 1............................................1

上位施策への貢献度|貢献している

4易

課題

今の方後
事業の終了

改善

向性
時期

金

一
入

一

繰

一
金

一

基

一
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一
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様式1号(事務事業評価)

平成26年度事務事業評価シート|器局面室刊(係)I 成長戦略室 | スポーツ振興| 回 1 -1 14 1 

太項目(政策) 示事百I
多彩な芸術文化とスポーツの振興

体育施設維持管理運営業務(サッカー場ネットフェンス設置事業)

一|小野田両岸藤新有杭川大橋の完成が予定されており、そ
主|れに伴う県道妻崎開作小野回線の通行量増が予測され
ま|る。県道に隣接するサッカー場には1.3mと低いフェンスし
喜|か設置していないため、車道へボーノレが飛び出ることが
l予測され、事故防止のためフェンスを増設する。

歳三出牛、 予算現額(円) 決算額(円)

職員手当等 150，000 119，527 

支 委託料 1，529，000 1，512，000 
J出
工事請負費 16，519，000 13，522，680 

内
訳 補償、補填及び賠償金 。 5，881 

ぷE』ヨ 言十 I 18，198，000 15，160，088 

歳入、 予算現額(円)

国庫支出金 10/10 18，198，000 

財 県支出金 γ

;軍肉 割合 地方債手

訳 その他キ

エ
一般財源

dE』Z 計 18;198，000 

|人工数(守~人で同|想見|無|匝副 一般

若動指標、または成果指標

1 I設置事業完了

2 

3 

|自治体関与の妥当性|妥当である
妥三}キ l 
i当 |目的の妥当性二 |妥当である
牲~......';....;...:;:..;:，:.;;..::........，， :;.I

対主(呈益者)の妥当性I:妥当である
.コスト効率 |適正である
効，1.:，;;;i........:...................，......;.1

~n需主{*O)男性ijlpffa
負担割合の適正化 |適正である

目標達成度 1達成している
有ート.~，.• ，.......:...:........'................I 
効 l類似事業の存在 |存在しない
性 f.....................:，......;.;.......;.;.d

E上位施策への貢献度|貢献している

課題

今の方後
事業の終了

向性

I:;1がんばる地域交付金

H24 H25 

.. 
改善
時期

決算額(円〕

15，160，088 

15，160，088 

臨時



様式1号(事務事業評価)

15 日

体育施設維持管理運営業務(市民プール大規模改修工事)

....1昭和49年建築の市民プールには、老朽化に伴い危険な
芸|箇所が多く見受けられる。それらを解消するため大規模な
概|改修工事を行う。

要

回スポーツ振興成長戦略室平成26年度事務事業評価シート|課局E室・所得)I 

歳入 予算現額(円) 決算額(円)

国庫支出金 10/10 47，400，000 39，021，354 

財 県支出金
;胃割
地方債

内合
訳 その他

一般財源

合'計 47，400，000 39，021，354 

歳出 予算現額(円) 決算額(円)

三ミ主副向

職員手当等 300，000 257，951 

需用費 100，000 99，403 

工事請負費 47，000，000 38，664，000 

訳
2τ 

、

J口b:. 計 寸47，400;000 39，021;354 

凪一一回

交付税
算入

l入工数(人役)1人件費(円)1 
| o叫 835，7551

臨時

H24 活動指標Lま正面誠裏指覆

1 1改修工事完了

2 

3 

.自治体関与の妥当性|妥当である
妥ド・h・.............一….;~;， ;~. ..... ......1 
当|目的の妥当性 ょ|妥当である
性}キ|

lI対象(受益者1の妥当性| 妥当である
l'-~ Jコスb効率 |適正である
効 ~........:;;...;.;.......................;.:.I

率 |実施主体の適正化 I適正である
l 性 k'λl
|負担割合の適正化 |適正である

1/2;;" l目標達成度 |達成している
有 f......:.~;. . . . .. ..;.. . . . . . . .. .. . . .. ...~ ，.:， ~ ..1 
効 |類似事業の存在 |存在しない
性 r ト・ H・H・.....................i".....…|
!上位施策べの貢献度|貢献している .. 

今の向方後性 事業の終了 改時善期

開札ばる地一



平成26年度事務事業評価シート|課・局室‘所得)I 成長戦略室

様式1号(事務事業評価)

1 INol' I一I 5 I 

夫項目(政策)

多彩な芸術文化とスポーツの振興

雨事!3(

スポーツによるまちづくりの推進

歳 出 予算現額(円) 決算額f円)

支 講師謝礼 90，000 90，000 
出

内
訳

Iー ム合 言十 90，000 90，000 

歳入 予算現額(円) 決算額(円)

国庫支出金

財 県支出金
j原割
地方債

内合
訳イ その他

一般財調 90，000 90，000 

合計 90，000 90，000 

人工数(人役)1人件費(円I] I交付税，1 _ I 1 .6.~.L"，，，， c"l I 
人件費概算 I n_~ ，n~~1 n'~ ，67~'，~~01 I 算九二| 無 II会計種別| 一般 臨時

活動指標JまたI主語裏干官事

スポーツによるまちづくりフォーラム・教室の開催
回数

H24 H25 

2 

3 

1 . ，.1自治体関与の妥当性| 妥当である|まちづくりは市が実施すべき事業であり、妥当である。
妥 l・H・H・.......................・H・...._..…1.............................1
当 |目的の妥当性三 l 妥当である|スポーツによるまちづくりを推進するため必要な事項を協議する。
性 1......…………山二一......;~.I.............................J

対象(受益者)の妥当性| 妥当である|多くの市民に関連する。

コスト効率 ‘ | 適正である

;i;|場所持i~::::::t:百三百万三房長持労53255jill-z校様子三日坊主1;;
負担割合の適正化 |適正である|まちづくりは市の負担で行うべきものであり、妥当である。

目標達成度キ

詰雨量副長石山 1 言語弓.~.~...I有

効

性 ........................n・・ E・・"・.........・...・・・・・・・・・・・・・・・・・.........1................・・a・・・・・・・・・・・・・・・・E・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・...・・・・・E・・ E・・・・・・・・・・・・・・・・・・・...・・・・・・・・・・・・...........................................................

上位施策人の貢献度|貢献している

現在、スポーツによるまちづくり計画を、委員の意見を取り入れながら作業を進めている。今後は、具体的にどのようにスポー
ツを活用して、まちづくり事業を進めていくかを検討してして必要がある。

課題

今の後方
計画どおり事業を進めることが適当

改善

向性
時期

.. 

圏



様式1号(事務事業評価)

1 INol . I一I6 I 平成26年度事務事業評価シート|課・局面室・所(係)I 成長戦略室 | 

...，.，平成26年5月、]FLに参戦しているレノファ山口から、
芸|ホームタウンの依頼とまちづくりに対する協力の申し出が
町|あり、 9月16日、Jリーグよりホームタウンに承認された。今
童|後、レノファ山口とパートナーシップを組んでスポーツによ
lるまちづくり等を推進する。

歳出 予算現額(円) 決算額(円)

葺主τ

;訳

A 計 。
Eヨ

歳入 予算現額{円) 決算額(円)

国庫支出金

l 源訳i酎向τ劃R 音

県支出金

地方債

その他

一般財源

4ロ』 計 o 。
τ人件費概算 |入閣預入党12J|官|無|同問| 一般 臨時

活動指標、または成果指標 H24 

1 1交流事業の実施回数

2 

3 

l自治体関与の妥当性 l妥当である|まちづくりは市が実施する事業であり、妥当である。
妥 f.....・-….....，..・M・...・…"……1.............................1
当 |目的の妥当性 | 妥当である|スポーツ交流を促進することにより、まちづくりの推進に寄与する。
=性 .:L....................・H・-……H・H・:...1.............................1
対象(受益者)の妥当性| 妥当である|多くの市民に参加してもらう必要がある。

コスト効率 1適正である
効 1.......;，....，.，...，;;...;.;".;;......."..1
率 |実施主体の適正化 |適正である
性 fo.....，・M・.........・H・..・...'...............1
↓負担割合の適正化 |適正である

旧標達成度
有 トド.. ……… .. 山山…….. 山……….. 山……….. ……… .. …….“… .. 一……E日….. 山.，.，_o..←f竺竺….. 山….. 
効 |類f似以事業の存在 l 存在しない E

性 f 十…….………................................1
|上位施策への貢献度|貢献している ... 
平成26年度から、レノファ山口の選手が市内の保育施設等を訪問し交流してもらっている。今後は、市民への周知等を更に
図るため商工会議所等の団体とも協力しながら、広く市民との交流の場を増やしていきながら、スポーツによるまちづくりを進
めていきたい。

課題

今の方後
計画どおり事業を進めることが適当 改時期善

向性

業

一

事

一
算

一
予

一
ロ
一

ゼ

一

一
記
項
ー
一

一
特
事
一



様式1号(事務事業評価)

平成26年度事務事業評価シート|課・局 E室冨所得)I 成長戦略室 | スポーツ振興 I INol 卜I1 I 

大項目(政策) 1 中項目(施策)

多彩な芸術文化とスポーツの振興 1 31 スポーツ・レクリエーションの振興

ーl本事蚕で註勝敗や記録を主な白的Eじて有う競技を推
主|進、発展すべく、事業を行う。なお、競技スポーツはアマ

詰|チユアスポーツとプロフエツショナノレスポーツに大別される
要|が、本事業ではアマチュアスポーツを主体として行う。

歳 出 予算現額(円) 決算額(円)

旅費 73，200 。
支 需用費 324，000 307，170 
出
委託料 3，166，000 3，166，000 内ヤ

訳 負担金補助及び交付金 1，481，000 1，456，653 

I 手合 計 5，044，200 I -4，929，823 

歳入

国庫支出金

財調向 割合
県支出金

地方債

訳、 その他

一般財源

.f，ロ~ 計

予算現額(円)

5，044，200 

5，044，200 

人件費概算 |人工数句|人件15;51|宝~I 無| 雨戸| 一般
活動指標、または成果指標

1 1各種大会開催数

21各種大会参加者数

3 

||  妥 1....................;..........，.........，..1
当 |目的の蚕当性 I、I妥当である
性 1..:，'.................................'...:.:.1
対象(受益者)(Jj妥当性|妥当である

日スト効率三 I適正である
三効二二1; 二 三 i 

r率 |実施主体の適正化 |適正である
性 1...'............:...........................1
負担割合の適正化 1適正である

，目標達成度i 人 |概ね達成している
有三ド ;，.. .. -.;.，:....;;，.-.;:...........:..1 
効 1類似事業の存在 |存在しない
性 1・・|
上位施策への貢献度|貢献している

競技人口の増加を図る必要がある。

課題

H24 

368回 387回

50000人 50000人

59287人 47902人

118.57% I 95.80% 

.. 
今の後方

計画どおり事業を進めることが適当

向性

固

改善
時期

理主主額(円)

4，929，823 

4，929;823 

経常



様式1号(事務事業評価)

平成26年度事務事業評価シート|課・局・室・所(係)I 成長戦略室 | スポーツ振興 I INol 卜I2 I 

小項目(基本事業)

21スポーツ・レクリェーション活動の推進

事|生涯スポーツの普及として、ニュースポーツ(スポーツ推進委員
|の協力を得ながら普及を目指す)、総合型地域スポーツクラブ
業I(昨年設立した団体及び現在検討中の団体へ研修会の案内な
概|ど、の支援)を行う。
要

歳出 予算現額(円) 決算額(円)

旅費 23，400 7，100 

三モ実向出ニ子
需用費 。 38，858 

使用料及び賃借料 92，000 。
訳

合三計 115，400 45，958 

人件費概算

歳入令 、予算現額(円) 決算額(円)

国庫支出金

財 県支出金
源割
地方債

内合
訳 その他 40，000 34，990 

一般財源二 75，400 10，968 

合;計 115，400 45;958 

一般 経常

1 1市民ハイキング参加者数

活動指標、または成果指標 I H24. I H25 
40 I 30 

0.00% 1 0.00% 

21総合型地域スポーツクラブ、団体数
• • • • • • • • • • 

--

n
L

…η''b
 

• • • • • 
-

E

・E・-'E
E
E
E

• • • • • • 
1

・4H唱
'
ム

• • • • • • • 
・
• l
圃

100.00略 1 100.00% 

31ニュースポーツ参加者数

E自治f体本聞与の妥当性| 妥当である
妥}
〉当 I目的の妥当性 |妥当である

l対象(受益者)の妥当性| 妥当である

コスト効率 適正である
効 t...........~.........;......................1

率 |実施主体の適正化三|適正である
性ト =三 J 日|

二 I負担割合の適正化 |適正である

| 五 |目標達成度 |概ね達成している

有 }トトト.. …......刊町叩貝υ凹円円….. …… .. …… .. …" ……".川.. 山‘"川….. 

効 |類似事業の存在 |存在しない
性 }トト

.... 
競技人口の増加を図る必要がある。

課題

今の向方性後 計画どおり事業を進めることが適当
改善
時期

園



様式1号(事務事業評価)

平成26年度事務事業評価シート|課・局・室置所(係)1 成長戦略室 | スポーツ振興 1 INol 1 -1 3 1 

ーl生涯スポーツの普及を目的として、競技団体やスポ)ツ
宝|推進委員等によりスポーツ教室を開催する。
~Iまた、競技によっては、秋の市民体育大会への出場を促
怖|すロ
要・ u

歳出 予算現額(円) 決算額(円)

報償費 1，206，000 1，082，000 

支 需用費 87，000 43，464 
出ヤ

訳内 ニ

一一一一 ーも

4ロ』 計 1，293，000 1，125，464 

人件費概算

るこel;::工ち、ス

歳 入 予算現額(円) 決算額(円)

国庫支出金

財 県支出金
源割
地方債肉合

訳 その他: 10/10 1，006，000 944，5001 

一般財頑 287，000 180，964 

dEL ヨ 言十 1，293，000 1，125，464 

109% 

一般 経常

活動指標、または成裏干首謀 ご 1. H24 1 H25 

1 3教室 1 3教室

1 1教室数 1 3教室 1 3教室

川
一
回
一
田

川
一

0
…6

F
し
一
ハ

U
H
n
u

h
U
一
市

i
H
唱

i

m
四
一
回
一
回

o
-
9
n
9
 

4
1
-
n百
一
口
百

100拓 I 106.00% 
300人 1 300人

327人 1 348人

21開催回数

31参加人数

116.00% 

450人

128.57% 

妥 .自治体関与の妥当性|妥当である
.....・・.....・・・・・ι，邑・ ・

当司|目的の妥当性 |妥当である
性 h....'.. :....ャ|

日 l対象(受益者)の妥当性|妥当である

|コスト効率 1 適正である
三効 ι| 、 三 | 

率 |実施主体の適正化 |概ね適正である
性 f....:......... ;.:・|
負担割合の適正化 |適正である

l目標達成度 へ |達成している
有 1..........................;.:...;;...........1

効 |類似事業の存在 |存在しない
性 f...，...."......，...........................1
|主位施策ヘの貢献度|貢献している .. 
この事業を継続し、スポーツ人口の増加を図る必要がある。

課題

今の後方
計画どおり事業を進めることが適当

改善

向性
時期

園



様式1号(事務事業評価)

平成26年度事務事業評価シート|課・局宮町所(係)I 成長戦略室 | スポーツ振興 1 INol . 1 -1 4 1 

スポーツ団体・指導者等育成・支援事業

.....，ス示二ヲ固体、指導者等へ研雇蚕丙嘉丙を行い参加を
主|促す。また、優秀団体、優秀指導者等を表彰することによ

:;1り、更なる飛躍を目指す。 1手段|スポーツ推進委員・体協補助金、小・中学校体育振興補助金を交付する
笠|また、小中学校へ補助金を交付することにより、児童生徒
雲 Hこ対し体育の振興を図る。

歳出? 予算現額(円) 些算額(円)

報酬 86，400 38，800 

|支 需用費 22，581 22，581 
出
負担金補助及び交付金 1，927，455 1，902，843 、内

訳

合 計 2，Q3p;436 1，964，224 

歳入 予算現額(円) 決算額(円)

国庫支出金

財 県支出金
源割
地方債

内合
訳 その他

一般財源 三 2，036，436 1，?64，2241 

合、計 2，036，436 1，964，2241 

|人工数(木役)1人件費(円)I 1交付税r-:I 1 .o. ... .l.:t<loCl" 1 
l o叫 加~.，~;ol I 算五|無 II会計種別| 一般 経常

H24 

13回

活動指標、または直属音覆 H25 

13回

1 1年間研修会等開催回数

21年間研修会等参加者数

14回 14回

一均一以

山
一
却

酬
一
人

361人 311人

180.50% I 155.50% 

3 

.自治体関与の妥当性|妥当である

|ニ妥 l - 一;';'''1
当 |目的の妥当性て |妥当である
性 f..............:，:..:..:.;c......:;;:.'.......:1
|対象(受益者)の妥当性|妥当である

コスト効率 、七 | 適正である
J効 1;;....i...，.................................1
率っ 1実施主体の適正化..1適正である
性、l，.....................;..;.........;..o;....1
負担割合の適正化 |適正である

目標達成度 |概ね達成している
ー有 1...;.，.;;......"..........;...................1 
=効1類似事業の存在 |存在しない
性 1......:.....;.....................;::..';....1
上位施軍人の貢献度|貢献している .. 
団体の組織強化、指導者の資質の向上を図る必要がある。

課題

今の後方
計画どおり事業を進めることが適当

改善

向性
時期

園



様式1号(事務事業評価)

平成26年度事務事業評価シート|課z局邑・所(係)1 成長戦略室

大項目(政策)

多彩な芸術文化とスポーツの振興

スポーツ振興 | 回 1 -1 9 1 

スポーツ推進計画策定事業

-=-Iスポーツ基本法第4条の規定によりスポーツに関する施策
室|を策定、及び実施する責務が規定されたことから、スポ一

議|ツ推進計画を策定する必要がある。 I手段|策定委員会の設置、市民へのアンケート実施により計画を策定する
要.

歳 出 予算現額(円) 決算額(円)

I主R 
報償費 170，000 140，000 

需用費 460，000 12，700 

役務費 270，000 。
訳

て dEb3‘ 計 900，000 ~52，700 

歳入 予算現額(円) 決算額(円〉

国庫支出金

E財瀬両Z三割語
県支出金、

地方債 F ，; 

その他

一般財源← 10/10 900，000 152，700 

合計三 900，000 152，700 

人件費概算三|人工数(告門官副官見"1無|恒画 一般 | 経常

0回

走動指標三または成果指標 て日 1. H24 

1 1検討委員会開催回数 0回

21市民アンケート実施
施
…
描

実"とヨ…未…件
H
A
U
 

0.00% 

31スポーツ推進計画公表

|自治体関与の妥当性 l妥当である
妥 ~トト.. 山….. 山山….. 山山….. 川.. 山....….. 山....山.....
i当 |目的の妥当性てツ主 I妥当である
性十…-… ...壬」・|

|I対象(受益者)め妥当性|妥当である
コスト組率 | 適正である

効~'."";-':";."'oO，...........................1

L率|実施主体の適正化 >1適正である
性~ム|
二|負担割合の適正化コ|適正である

|目標達成度 |概ね達成している
有トー心 .1 
効 |類似事業の存在 |存在しない
性一 1..，......................，..;..，..，;..0.，，，.1
上位施策へ:の貢献度|貢献している .. 

課題

今の向方性後 計画どおり事業を進めることが適当
改善

時期

固



様式1号(事務事業評価)

平成26年度事務事業評価シート|課E局宮町所(係)1 成長戦略室，1スポーツ振興 1INol 卜15 

大項目(政策) 1 中項目(施策)

多彩な芸術文化とスポーツの振興 131 スポーツ・レクリエ一泊ンの振興

手段|市内11会場(民間施設を含む)で4日間交流試合を開催する

歳 出 予算現額f円) 決算額(円) 歳入 予算現額(円) 決算額(円)

需用費 1，028，214 1，029，618 国庫支出金

|支 負担金補助及び交付金 1，183，000 957，613 
出j

内

財 県支出金
源割
地方債内合

l訳 訳 その他

ー般財源 2，211，214 1，987，231 

合 計 ム2，211，214 1，987，231 合計 2;211，214 1，987，231 

人件費概算 二 j人工数(官;ぃτ忠~ I 官|無 I~到 一般 | 経常

活動指標、または成果指標

1 1参加校数

21参加者数

3 

l自治体関与の妥当性|妥当である
妥当 -;:......................:~..;;.;;:.........I

、当 旧的の妥当性 1妥当である
性 1 ・ |
|対象(受益者lの妥当性|妥当である

コスト効率 適正である
効 1.....;・H・.-....~~.... ....・・一 l 

率 ;1実施主体の適正化 |適正である
性 1......-................;.....，.....-"...::...1
|負担割合の適正化 |適正である

|目標達成度 |達成している
有 1.• .-;.....，..i..iE;. …1.............................1 
効 |類似事業の存在 |存在しない
性_.'1--が・・ | 
.上位施策への貢献度|貢献している

. H24 

92.00% 

10000人

1636人

163.60% 

... 
この大会を継続し、まちづくりに繋げる工夫が必要である。

課題

今の向方性後 計画どおり事業を進めることが適当

園

110.00% 

1000人

1875人

187.50% 

改善
時期



様式1号(事務事業評価)

スポーツ振興 I INol . 1一| 7 1 平成26年度事務事業評価シート|課E局宮E所(係)1 成長戦略室

.....1県立おのだサッカー交流公園の管理運官、及び本市と宇
芸|部市及び美祢市聞での連絡調整等運営協会に関する事
概|務を行う。

要

歳、出 予算現額t円) 塁璽璽1円)

支

負担金補助及び交付金 20，434，000 20，434，000 

よ訳出内

合 自十 1: 20;434，QOO JW友434，000

J人件費概算

歳 入 至亘理額(円1決算額(円)
国庫支出金

財 県支出金
源割 地方債;
内合
訳 その他

ー轍財源 10/10 20，434，000 20，434，0001 
4E』3 計、 20，434，000 20A34，000 

一般 経常

活動指標、または成果指標 H24 . 1 H25 

800件 1 800件

1121件 1 121M牛1 I年間交流公園利用件数

21年間交流公園利用者数

140.13% 

50000人
川
一
肌

73281人 158899人

146.56% I 317.80% 

3 

自治体関与の妥当性|妥当である l県立おのだサッカー交流公園運営協会の事務局が市である。
妥『吋.......…….........................，
当主主|目的の妥当性 γ 三二一 1妥当である
佐=ト..................，................1:.;...1
|対象(受益者)の妥当性l妥当である

|伺コスト効率 |概ね適正である
効 lトトト"山……….. ……… .. ……… .. 山…一.. 川….日山d日.… 
率 |実施主体の適正化 |適正である.
性性、: k.~ 一ιムι.. … .. 且"………… .. 山….. …....………… .. 山….. 山.叫...……............. 且 1.............................1 
二|負担割合の適正化 I適正である

l目標達成鹿 z 子 |達成している
主一主有 • ~トト"山……町H川山同H司

効 |類似事業の存在 |存在しない
性 lトい"山….. 山.. …. 
主ミ|上位施策への貢献度|貢献している .. 
昼間の利用促進を図るため、平日で、も天然芝グフウンドをレノファ山口の練習会場として開放している。

課題

今の後方
計画どおり事業を進めることが適当

改善

向性
時期

園



様式1号(事務事業評価)

平成26年度事務事業評価シート|課・局E室置所(係)I 成長戦略室 | スポーツ振興 I INol 卜I1o 1 
中項目(ム』町、

ふれあいスポーツ推進事業(少年サッカーフェスティパル)

事|平成23年度開催の山口国体の翌年度から始まった県補
業|助事業を活用して、県立おのだサッカー交流公聞にて小
概|学生を対象としたサッカーフェスティパノレを開催し、サッ
要|カーを通して幅広い交流を図る。

歳:出 予算現額C円) 決算額(円) よ歳入

需用費 437，000 302，800 
、ず

国庫支出金

喪主出向主;三

役務費 10，000 

委託料 461，000 

使用料及び賃借料 60，000 

合:計 F 968，000 

{人件費概算

活動指標、または成果指標

1 1参加チーム数

21参加者数

3 

.自治体関与の妥当性| 妥当である
妥 1.....; 子|
当， I目的の妥当性三 |妥当である
性1-;:.-;;...，......，......，...........;;........1
|対象(受益者)の妥当性| 妥当である

I 二 |コスト効率 | 適正である
J 効 i ザ................，...1
率 l実施主体の適正化 |適正である
性}
|負担割合の適正化二|適正である

|同目標達成度 |達成している

有}一!
効 |類似事業の存在 |存在しない
性 1...・P・日….........................，.-..1
l主位施策への貢献度|貢献している

20，000 

253，584 

財 県支出金
源割
地方債 γ

内合:
55，790 訳 その他

Jζ シ 一般財源

632，174 4E』Z 

H24 

24チーム

23チーム 24チーム

95.83% I 100.00% 
480人 1 480人

461人 1 447人

96.04略 I 93.13% 

---この大会を継続し、まちづくりに繋げる工夫が必要である。

課題

今の向性後方 計画どおり事業を進めることが適当

園

計

予算現額(円)

1/2 423，000 

参加費 120，000 

423，000 

968.000 

一般

改善
時期

決算額(円)
， 

256，000 

120，000 

256，174 

632，174 

経常



様式1号(事務事業評価)

平成26年度事務事業評価シート|課・局E室，所(係)I 成長戦略室 | スポーツ振興 IINol 卜I11 I 

ふれあし、スポーツ推進事業(市民ふれあいスポーツ大会)

事|合併前から山陽地区体育振興協議会を中心として、毎年10月に青年の家
業|を主会場にソフトボール、ソフトバレーボール、トリムバレーボール、グラウン

概|ドゴノレフ、ベタンクの5競技を開催していた大会を全市的な大会と位置づ
|け、市民ふれあいスポーツ大会実行委員会へ委託して開催する。
要|チーム編成は、校区または自治会単位。

歳 出 予算現額(円) 決算額(円)

報酬 144，000 26，000 

支 需用費 4，938 。
出
役務費 12，770 9，200 

内
i訳 委託料 167，000 101，179 

7ddEEヨh 計 328，708 136，379 

|: 人件費概算

歳入

国庫支出金

財 県支出金
源割
地方債、

内合
訳 その他

一般財源

合計

活動指標、または成果指標 H24， 1 H25 

1 1競技数

2 [参加者数

3 

|自治体関与の妥当性|妥当である
I妥 1.:.:.:....::'::.:.::.;::.....:.....;.，.;.1
当|目的の妥当性 I妥当である
性 f..;.......... ，.;:，...，:..:..，~;;;， :.........1

対象f受益者)の妥当性|妥当である

コスト効率 適正である

5競技 1 5競技

5競技 1 5競技

l00.00% I 100.00% 
300人 1 300人

338人 1 328人

112.67% 109.33% 

ー-J--il---H帽子11;:|:所長::1::::::::::::::::::::::::::::
負担割合の適正化 |適正である

.目標達成度 I I荒天により中止
有 >f…ふ………H・H・..….....1...................・H・M・E・.1
ご効 |類似事業の存在 |存在しない
性ト | 
上位施荒への貢献度|貢献している .. 
この大会を継続して、参加者を全市に拡大するための検討が必要である。

課題

今の後方
計画どおり事業を進めることが適当

向性

園

予算現額{円)

328，708 

328，708 

一般

改時善期

決算額(円)

136，379 

136，379 

経常



様式1号(事務事業評価)

平成26年度事務事業評価シート|課骨宣明(係)1 成長戦略室 | スポーツ振興 1INol . 1 -1 12 1 

~I合併前から山陽地区体育振興協議吾を中芯Eじで;毎年
主11月に厚陽地区で実施されていた大会を全市的な大会と
毒|して位置づけ、市民マラソン大会実行委員会へ委託して
要|開催している。

歳出 予算現額(円) 決算額I円)
報酬 144，000 78，000 

支 需用費 61，715 1，654 
出
役務費 71，760 46，953 

内
訳 委託料 114，000 114，000 

計 391，475 240，607 

歳入 予算現額{円)

国庫支出金

財 県支出金
j原割
地方債

内合
訳 その他

一般財源 391，475 

合 J 計 . 391，475 

人件費概算 γ f円~I一一宮 I 無|陣計 一般

活動指標ーまたは成栗指干葉 l H24 1 H25 

4種目 1 4種目

1 1種目数 4種目 1 4種目

100.00% I 100.00% 
500人 1 500人

21参加者数 558人 1 488人

111.60% 1 97.60% 

3 

I妥 I.~.~~空??守男 I....~~三校
言|目的竺空性 こ I....~，~である t 

対象(受益者)の妥当性| 妥当である

効ー史上性..............~........I 聖子芳三.
率三J実施主体の適正化 |適正である
三J性 .1............ .......... ... .~'......... ........1 
負担割合の適正化 適正である

目標達成度 |概ね達成している
有ドー .:.:..........::.........1
劫 |類似事業の存在 |存在しない
性 f...;.......;.................................1
上位施策への貢献度|貢献している

.レ
参加者を増加させるための工夫が必要である。

課題

今の後方
計画どおり事業を進めるととが適当

改善

向性
時期

園

決算額(円)

240，607 

240，607 

経常
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